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　──これは、ボクが戦死者の館やかた『ヴァルハラ』に初めてやって来た日の出来事。

　実家の森を離れ、〝食材として〟の第一歩を踏み出した、記念すべき日の記憶である。





＊　　　　＊　　　　＊　　　　＊　　　　＊






　ある晴れた夜明け前。職場へと続く道。荷馬車がゴトゴト、子イノシシを乗せてゆく──。

　って……つい他人ひと事ごとみたいに詠うたってみたけど、それってボクのことなんだよね。

「はぁ……」

　揺ゆれる荷馬車の御ぎよ者しや台に、深いため息が一つ。隣となりで御ぎよ者しやを務めるおじさんは物もの憂うげな様子のボクを見て、苦い笑いを浮うかべながら言った。

「やっぱり気が重いかい？　えーっと……セーフリームニル君」

「重いですね……森を出発した頃ころはウキウキもしてましたけど、こうして実際に『グラズヘイム』が目に入ったら不安と緊きん張ちようでもうガクガクですよ。なにしろボクはこれから──あそこで毎晩死ぬことになってるわけですから」

　そう──このボク、煤すすけイノシシこと〝セーフリームニル〟は、恐おそれ多おおくも神さまたちが住まう大だい宮きゆう殿でん『グラズヘイム』へと招かれた。




　曰いわく、その宮きゆう殿でんは黄金でできている──。




　その話を聞いた時は何かの比ひ喩ゆかと思ってたけど、この位置から遠目に見ても分かる。あれは確かに黄金だ。まだ東の空が白しらみ始めたばかりなのにキラキラと輝かがやく様さまは、もう神こう々ごうしいとしか言いようがない。

　まぁ天上の世界『アースガルド』の中でも１・２を争う規模の宮きゆう殿でんらしいから、当然と言えば当然なんだけど。

　ちなみにボクがお仕えするのは『グラズヘイム』の中にある五番目の館、その名も『ヴァルハラ』。今日からそこで〝食材〟として働くのが、主神オーディンさまから与あたえられたボクのお役目だった。

「う～んやっぱそうだよなぁ。君みたいに〝何度死んでも生き返る力〟を持ってたとしても、食材として働くなんて僕ぼくなら絶対に御ご免めんだからね。……でも、君は食材になる事を自分から志願したって話じゃないか」

「それはそうなんですけど……。あ、あの、アンドさん。一つ訊ききたいんですけど、戦いくさ乙女おとめヴァルキューレ九きゆう姉し妹まいが『ヴァルハラ』で働いてるって、ホントの話ですか？」

「おいおいセーフリームニル君、そんなド直球な聞き方じゃあ下心が丸見えだぞ？　なるほどねぇ、死ぬと分かってまで君が『ヴァルハラ』行きを志願したのはヴァルキューレ様方が目当てって訳かい」

「うぐっ、そ、そんなにバレバレでしたかね？　う～ん、今後はもうちょっと変化球も練習しなきゃ……で、ホントなんでしょうか？」

「本当さ。さっき……いや、今も微かすかに見えてるか。ほら、あっちに見える女め神がみの館があるだろう？　あそこにヴァルキューレ様方がお住みになってる寮りようがある。彼かの女じよ達たちは夜になるとあそこから出勤されるのさ、我わが『ヴァルハラキッチン』にね」

　アンドさんはそう言うと、真っ白いコック服の胸むな元もとを親指で示して誇ほこらしげな笑えみを零こぼした。

　アンドさんは今でこそボクらが乗ってる荷馬車の御ぎよ者しやをしているけど、その本業は何を隠かくそうコックである。それも神界『アースガルド』で一番──いや、〝九つの世界〟で一番大きいかもしれないキッチンの料理長を任されているんだとか。

「『ヴァルハラキッチン』かぁ……凄すごいですよねアンドさんは。世界最大級のキッチンの料理長だなんて、普ふ通つうの人には絶対に務まりませんよ」

「ハッハッハ！　どんどん褒ほめてくれていいよ！　でも君だって大したもんなんだよ？　僕ぼくをスカウトして下さったのはフレイヤ様だけど、君はオーディン様直じき々じきの任命だ。まぁ仕事内容が食材っていうのはアレだけど、食材としては最高って事だろう？　だからこそこっちも最大級の敬意を払はらって、こうして僕ぼく自じ身しんの手で君を運んでいる訳さ」

「なるほど。料理長が手てずから運うん搬ぱん、これがホントの産地直送ってわけですね」

「おっ、上手うまい事言うねぇ。う～ん、最初は言葉を話せるってだけで驚おどろいたもんだけど、洒落しやれまで飛ばせるとは恐おそれ入いったよ。君とはこれから仲良くやっていきたいもんだ、なぁセーフリームニル君」

「ホントですか？　嬉うれしいなぁ、だったらボクのことはセイでいいですよ、料理長！」

「よし来た！　これからよろしくな、セイ君！」

　こうしてボクらの心の距きよ離りが一つ縮まった頃ころ、荷馬車はようやく『グラズヘイム』に到とう着ちやくしたのだった。
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　黄金で造られた巨きよ大だいな門を潜くぐると、そこは中身までもが金きん色いろまみれ。一つの大だい宮きゆう殿でんの中に幾いくつもの宮きゆう殿でんがあるという独特の様式を横目に見つつ、荷馬車はゆっくりと奥おくへ進んでいく。

　そして生まれたての朝日が世界を染め始めた頃ころ──実家の森を出て数日の旅が、ようやく終わりを告げた。

　ボクの目の前には、これまでに通り過ぎてきたどの宮きゆう殿でんよりも厳いかめしい感じの宮きゆう殿でんが建っている。事前に料理長から聞いていた通りだ。華はなやかさとは程ほど遠とおい、無ぶ骨こつで男らしいこの宮きゆう殿でんこそが……。

「ようこそセイ君！　戦死者の館『ヴァルハラ』へ！」

　料理長の声を聞きつけたのか、館の中からたくさんの人間が出てきて綺き麗れいに列を作る。全員がコック服姿だ。ということは……うわぁ、これ全員がボクの先せん輩ぱいスタッフなのか！

「みんな、今日は朝早くに済まない。さぁセイ君、まずはみんなに自己紹しよう介かいだ」

「ははははいっ！　あぁのっ……ミ、ミナサンハジメマシテ、『イーダフェルトノモリ』カラキマシタ。ドクショガスキデス、デモゾウサンノホウガモット」

「おいおいセイ君緊きん張ちようしすぎだろ！　さっきまでもっと流りゆう暢ちように喋しやべってたじゃないか！」

「す、すみません、こんなにたくさんの人を見たのは初めてなもので……」

「これから君を食べる人ひと達たちは二十万人だよ？　それに比べりゃこんなの少ない方さ」

　だ、だよね。よ、よ～し、ここは気を取り直して……。

　と、改めて気合いを入れたその時だった。

「すみません！　到とう着ちやくが遅おくれました！」

　焦あせりの色を滲にじませながらも澄すんだ美声が、突とつ然ぜん空から降って来る。

「料理長！　空から女の子が！」

「あぁ、あの方がヴァルキューレ様だよ。あの青い鎧よろい兜かぶとは、ブリュンヒルデ様だな」

「えぇっ！　ブリュンヒルデさまが!?」

　降って来た、もとい飛んで来た女の子は純白の羽はね吹雪ふぶきを散らしながら地面に降り立つ。

「さぁ到とう着ちやくですよ。お疲つかれ様さまでした」

　魔ま力りよくで編まれた背中の翼つばさをかき消しながら、両りよう腕うでで抱かかえていた子ヤギを解放する淡あわい金きん髪ぱつの女の子。

　あぁ……この気け高だかくも儚はかない絶世の美しさは間ま違ちがいない、ブリュンヒルデさまだ。

　以前一度だけボクの実家の森を訪ねてこられたその日から、ボクのハートをがっちり摑つかんで離はなさない麗うるわしの戦いくさ乙女おとめさま──。

「やぁどうも。子ヤギの迎むかえは結局ブリュンヒルデ様が引き受けて下さったんですね」

「はい！　これからの『ヴァルハラ』にとってとても大切な事でしたので、姉し妹まいの長女である私が責任を持って請うけ負おわせて頂きました。ですがすみません、ひょっとしてお待たせしちゃいましたか？」

「いやいやとんでもない！　こっちも今しがた到とう着ちやくしたところですので。なぁセイ君？」

「ははははいその通りです！　仮にそうでなくともボクはあなたのためなら十年でも百年でもお待ちします！」

「あ……あなたはイーダフェルトの森のイノシシさん！　お久しぶりですね、えーっと……」

「セーフリームニルです！　でもちょっと長い名前ですので、どうかボクのことは気軽にブタとでもお呼び下さい！」

「え、えぇっ!?　ブタ……ですか？」

「はい！　さぁどうぞ、ご遠えん慮りよなさらずに！」

「あの……その……す、すみません、できればもう少し別の呼び方があれば……」

　な、なんとお優やさしいお言葉！　こんなお美しい方に罵ののしって頂けたらと思ったけど、やっぱりブリュンヒルデさまはお心までお美しいんだな……。って、それに引ひき換かえボクの心、汚きたなすぎ？

「えぇっと、それじゃあボクのことはセイとお呼び下さい」

「はい、分かりました！　これからよろしくお願いしますね？　セイさん」

「末永くよろしくお願いします！」

　温かな笑え顔がおで差し出される右手を、ボクは両前足の蹄ひづめでしっかりと挟はさんで握あく手しゆ。あ、もちろん蹄ひづめの側面でだよ？　じゃなきゃブリュンヒルデさまのお手を汚よごしてしまうからね。

「さてと。それじゃあ丁ちよう度ど役者が揃そろったところで改めて自己紹しよう介かい、いってみようか」

　役者が揃そろう？　それってどういう意味だろう。今日から『ヴァルハラキッチン』に配属されるのはボクだけじゃないってこと？　そういえばブリュンヒルデさまが子ヤギを一頭連れてきてたけど、あの子も食材になるのかな？

　気になって子ヤギの方を見ると、おや？　なにやら様子がおかしいぞ。一点を見つめる熱い眼差まなざしの先には……まさかの料理長。ひ、ひょっとしてあの子……！

「めぇめぇめぇ」

　子ヤギは料理長に何かを必死に訴うつたえている。どうやら人の言葉は話せないみたいだ。えーとなになに……。

「『ダーリン素す敵てき、渋しぶい、カッコイイ。飼って下さい』」

「ちょ、いきなり何だいセイ君、言っとくけど僕ぼくにその気はないよ？」

「ボクにだってないですよ！　ボクはただこの子の声を通訳してるだけです！」

「通訳ってセイ君、君ってやつはヤギ語まで分かるのかい？」

「えぇまぁ。実家の近所にヤギのお婆ばあさんがいまして、少しだけなら」

　何の役にも立たないと思っていたボクの特技を見て、大したもんだと感心する料理長。でもそれ以上に嬉うれしかったのは、ブリュンヒルデさまが向けてくる尊敬の眼差まなざしだ。

　フフン、これにはクールを極きわめた紳しん士しであるボクであってもさすがにテンション上がっちゃうね。さぁ、どんどん通訳するよ！

「めえめえっ！」

「……あー……この子は何て？」

「『好き好き大好き』」

　ボクがそう通訳した瞬しゆん間かん、子ヤギの耳がピンと立つ。そして……。

「すき……すき……」

「うおっ、このヤギも喋しやべりだしたぞ！　結構喋しやべる動物多いなぁ、さすがは神界『アースガルド』」

　いや……正直言って驚おどろいた。このヤギの子は天才だよ。ボクの通訳を聞いて、好きという言葉をもう覚えたんだ。

　これはちょっと勉強すればすぐにでも……いや、それどころかボクのように変へん化げのルーンすら使えるようになるかもしれないぞ。

「すき、すき」

「あぁ分かったありがとな。みんな、このヤギはヘイズルーンっていって、オチチから極ごく上じようのミードが搾しぼれるらしいんだ。ロキ様のお墨すみ付つきで、これからセイ君共々ウチの二大巨きよ頭とうに……ってこら、そんなに引っ付かないでくれよ」

「すき？　すき？」

「ん？　あぁはいはい好き好き。じゃあ次はセイ君の自己紹しようかっイデデ!?　ちょっと待てこのヤギ見み掛かけより力あるぞ？　待ったそんなに強く足にくっ付くんじゃない！」

「すき！　すき！」

　ふむ……どうやら料理長の適当な返しのせいで、ヘイズルーンは料理長と両りよう想おもいだと思って舞まい上あがってるみたいだね。

「セイ君！　この子に何とか言ってくれ！　本気で痛いから！」

「あわわっ、分かりました。えと……めぇめぇ」

「めぇ？」

「めめめぇめめぇ」

「！　めぇ～！」

　数秒シュールなやり取りが続いた後、ヘイズルーンはヤギの見み掛かけに反するベアハッグから料理長を解放した。

「ふぃ～やれやれ……。助かったよセイ君。で、　この子にはなんて言って説得を？」

「料理長……料理長の部屋って、鍵かぎ掛かけられますか？」

「ん？　そりゃもちろん。それが何か？」

「今夜は絶対に鍵かぎを掛かけて休むように。ボクから言えるのはそれだけです」

『続きは今夜、料理長の部屋で』──そんなことを勝手に伝えてみたけど、大だい丈じよう夫ぶだろうか？

　ま、まぁ、ここから先はボクの管かん轄かつ外がい。切きり抜ぬけ方は料理長にお任せしよう。

「よし。じゃあセイ君も改めて」

「はいっ」

　応こたえ、ボクは気を引ひき締しめて辺りを見回す。期待が込こめられたたくさんの視線が、ボクに注がれている。その中には、憧あこがれのブリュンヒルデさまの視線も。

「みなさん初めまして！　ボクはセーフリームニルと言います！」

　ボクは最高の食材としてここへ来た、期待のルーキー。『ヴァルハラキッチン』のホープだ。

　それに対して自覚を持とうとか、期待に応こたえようとか、そんな大それたことはまだ考えられない。

　だけど……。

「読書が好きです！　こうして人の言葉も話せます！　そして一番の特技は……」

　そう。今はただ──責任を果たすだけでいい。

「……何度死んでも生き返れることです！」

　不安はある。恐きよう怖ふもある。でも、がむしゃらにやっていこう。

　ボクはもう、平へい穏おんなだけだったあの森から、飛び出したんだから。
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　盛せい大だいな拍はく手しゆの中で自己紹しよう介かいが終わり、集まっていた先せん輩ぱいコックたちは散り散りにその場を立ち去っていった。これから寝ね直なおす人もいるかもしれないし、朝食準備のために持ち場につく人もいるのかもしれない。

　少なくとも料理長は持ち場につく方らしく、

「じゃ、セイ君また夕方にな！　それまでは適当に遊んでていいから」

　と、気安く言い捨てて館の中へと消えていった。

「と、言われてもなぁ……」

　ボクは『ヴァルハラ』がどういったところなのかも知らないし、そういえば自分の部屋の場所すら聞いてない。これは遊ぶというより、『ヴァルハラ』内を探検するしかないかな？

「あのぉ、セイさん」

「はい？　……ってブブッ、ブリュンヒルデさまっ!?　はい何でしょうか！」

　声がして振ふり向むいてみれば、そこには麗うるわしのブリュンヒルデさまが。不意打ちだ、まさかまだ残っていらっしゃるとは思わなかったよ。

「もし良かったら、私が『ヴァルハラ』を案内しましょうか？」

「!?　め、滅めつ相そうもありません！　ブリュンヒルデさまにそんな、お手を煩わずらわせるわけには！」

「ふふっ、そんなに畏かしこまらなくても大だい丈じよう夫ぶですよ？　とって食べたりはしませんから」

「食べてくれないんですか!?」

「え？　いえあの、料理として出されたら食べるかもしれませんけど……今のはそういう意味じゃないですよね？」

「あ、すみません。つい家か畜ちく根こん性じようが飛び出してしまいました。でもホントにいいんですか？　ボクなんかの案内役なんて……」

「私の事はお気になさらず。必要な事ですし、それに……今日は私、この後仕事がないので。このまま部屋に帰りたくないと言いますか……私と付き合って頂けたら嬉うれしいなって」

　え、今なんて？　帰りたくない？　私と付き合って？　おいおいおいおい、そんなのオーケーまっしぐらじゃないかっ!!

「ケンゼンなお付き合いをいたしましょう!!　じゃあ早さつ速そくボクの部屋に！」

「まずはセイさんのお部屋ですね。分かりました！」

　こうして、ボクとブリュンヒルデさまのハネムーン前ぜん哨しよう戦せんが幕を開けた。やったね！
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「着きました！　ここがこれからセイさんのお部屋になる場所ですよ」

　ブリュンヒルデさまの案内でやってきた、『ヴァルハラ』本館横に位置する従業員宿舎。どうやらそこの最上階の一室が、ボクの部屋らしい。

「へぇ、ここが……」

　ブリュンヒルデさまが部屋の扉とびらを開けて下さったので、ボクは早さつ速そく中の様子をチェック。

　ベッドがあって、ランプがあって、本ほん棚だな、机、椅い子す……うん、完かん璧ぺき！　見れば見るほど至って普ふ通つうの、人間が住む部屋だ。

「あ、あれ？　これって……す、すみませんセイさん、これじゃあ人間用のお部屋みたいですよね？　手配を間ま違ちがえちゃったみたいです」

「？　いえ、これでバッチリ注文通りですよ？　実家の部屋も大体こんな感じでしたし」

「え？　ですがもっとこう、藁わらとか……」

「いや～、やっぱり新しい家具の匂においはいいですねぇ。ありがとうございますブリュンヒルデさま！　お陰かげで最高の生活がスタートできそうです！」

「セ、セイさんって本当にイノシシなんですよね……？　えっと、ちなみにヘイズルーンちゃんのお部屋は、こうじゃないんですよね？」

「……わら、だけ。のはず」

　部屋の外でボケッと立っているヘイズルーンに向かってブリュンヒルデさまが尋たずねると、彼かの女じよは小さく頷うなずいて答えた。

　うん……分かってた。これがハネムーン前ぜん哨しよう戦せんなんかじゃないってことぐらい。

　これはただの職場案内。だったら新人二頭はまとめて案内するのが効率的だ。いきなりブリュンヒルデさまと二人っきりになれるだなんて、思ってなかったさ……。

「それにしても言葉の上達が早いです。ヘイズルーンちゃんは賢かしこいですね」

「あぁ、それにはボクも驚おどろいてるんですよね。ボクなんかここまでマスターするのに一年近くかかったのに、彼かの女じよは天才ですよ」

　でも、料理長がいなくなってからの彼かの女じよはやけにテンションが低い。ボンヤリしてるこっちの姿が、彼かの女じよの本来のテンションなのかもね。

「さて、次はどこを案内しましょうか？」

「そうですね……とりあえずはヘイズルーンの部屋も確かく認にんして、そしたらやっぱり仕事場でしょうか」

「キッチン、行っちゃいますか。今の時間ですと……丁度エインヘリヤル達たちの朝食が始まる頃ころですので、ピークタイムの忙いそがしさが見られると思いますよ」

　いきなりだと気が滅め入いるかも、と可か愛わいい苦く笑しようを浮うかべるブリュンヒルデさま。

　まぁ……ボクはわけあって夜以外のキッチンに立つことはないんだけど、それでも現場の忙いそがしさは目にしておきたい。

　何しろボクが担当することになるディナーは、朝食時よりもっと忙いそがしくなるはずだし。

「避さけて通れない道です。行きましょう！」

「分かりました！」

　すぐそばにあったヘイズルーンの部屋を見たボクらは、最初にいた本館へと舞まい戻もどる。

　本館一階の奥おく。薄うすい鉄てつ扉ぴで仕切られた調理場に立ち入ったその瞬しゆん間かん、ボクは今まで聞いたこともない喧けん噪そうに包まれた。

「マフィンとデニッシュ上がりましたっ！」

「馬ば鹿かっ、オートミールなんざ後だ後っ！　それよりウインナー出しとけ邪じや魔ま過ぎる！」

「おいっ！　誰だれかリンゴの皮かわ剝むき頼たのめるか!?」

　罵ば声せいにも似た大声がキッチン中に響ひびき渡わたる。なんて光景だ、こんなのまるで戦場じゃないか。

「う～む……まさかこれほどとは」

「危ないっ！」

　あまりに忙いそがしそうな空気に呆あつ気けにとられていたボクを、ブリュンヒルデさまが抱だき上あげる。

　ひぇっ、危なかった。厨ちゆう房ぼう内を走り回るコックに踏ふみつけられるところだったよ。言っとくけど、ボクは男に踏ふまれて悦よろこぶ趣しゆ味みはない。

「？　あれ、いい匂におい……」

「助かりましたブリュンヒルデさま。って、あの、どうかしましたか？」

「！　い、いえその、何だか甘あまい匂においがして」

「リンゴのマフィンが上がったところですからね。ボクもヨダレが止まりませ……ん？」

　え……あれ!?　ちょ、ちょっと待って、そうか、ボクまさか今……愛いとしのブリュンヒルデさまに抱かかえられてる!?

「すぅ[image: ～][image: ～]、はぁぁ[image: ～][image: ～]、な、何でしょうこれ、セイさん凄すごくいい匂におい……」

「はうっ!?」

　しかもこれはどういうこと!?　ブリュンヒルデさま、抱だっこするどころかボクの背中に顔を埋うずめて──吐と息いきがっ、吐と息いきが背中にっ……!!

「ご、ごめんなさいセイさん、でもどうか、もうちょっとだけこのまま……」

「いっ、いやっ、これはさすがにっ、刺し激げきが……っ！　は……はひゅ～……」

　天に限りなく近いこの場所で、ボクは幸せのうちに意識のヒモを手放した。

『ヴァルハラキッチン』の仕事風景はろくに見られなかったけど、悔くいはない──ガクリ。
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「あれ……ここは……？」

　気を失ったボクが目を覚ますと、そこは『ヴァルハラ』本館のエントランス。長なが椅い子す代わりに打ち捨てられた鎧よろいの上に寝ねかされていたらしいボクは、ゆっくりと体を起こそうと……、

「わっ、な、何してるんですかブリュンヒルデさまっ！」

「あ、す、すみません！　その……中々目覚めないので人工呼吸をと思って」

「え……もっと寝ねてれば良かった……」

　でもブリュンヒルデさま。人工呼吸するならお腹なかじゃなくて口に空気を送ってくれないと。

「ふぅ……セイさん、もう夕方ですよ」

　何故なぜか恍こう惚こつとした表情でボクのお腹なかから離はなれるブリュンヒルデさまは、入り口から差さし込こむ斜しや陽ようの光を指さした。

「うわっ、ホントだ！　そろそろ支度したくしないと初仕事から遅ち刻こくしちゃうよ！　すみませんブリュンヒルデさま、ボクはこれで！　あ、案内ありがとうございました！」

「どういたしまして。セイさん、また調理場でお会いしましょう！」

　そっか、ブリュンヒルデさまだって夜は『ヴァルハラキッチン』で働くんだもんね。またすぐにお会いできるかと思うとやる気が溢あふれてくるよ。

「よ～っし初仕事だ！　頑がん張ばるぞっ！」

　猪ちよ突とつ猛もう進しんの勢いでやってきた調理場。

　扉とびらを頭で押おし開あけると、既すでに開戦の準備を済ませた先せん輩ぱいたちがボクの登場を待っていた。

「遅おそいぞセイ君！　さぁ、これを被かぶったら僕ぼくらの戦いの始まりだ！」

　料理長から手て渡わたされる、ボク専用の真っ白いコック帽ぼう。わぁ、こんなの貰もらえるんだ！　何だか更さらにやる気が湧わいてきたぞ！

「料理長！　ボクの出番のメーンディッシュまでに、何か手伝えることはありますか!?」

「初日だし、大人しく見てて」

「……いえっさ」

　まぁ……見習い以前の素人しろうとがしゃしゃり出てったら、逆に迷めい惑わくですよね……。

　いや待て、落おち込こむのはまだ早いぞセーフリームニル。料理長はきっと、『よく見て盗ぬすめ』と言ったんだ。ならじっくりと、穴が十個ぐらい空くほど見てやろうじゃないか、先せん輩ぱいたちの働く雄ゆう姿しを！

　こうして、夜の宴うたげに向けたディナー作りが始まった。

　うーん、みんな死ぬほど忙いそがしそうだ。頑がん張ばれ、頑がん張ばれ！　って……ただエールを送るだけなのも、実はいい加減飽あきてきてるんだよね。

　あ、閃ひらめいた。どうせ穴が空くほど見るんならヴァルキューレさまがたの方が断然いい。よし、そろそろ隣となりの配はい膳ぜん室しつに行ってみようかな。

「お邪じや魔ましま～す……ってあれ？」

　千個でも一万個でも穴を空けるつもりで見に来た配はい膳ぜん室しつだけど、そこに集まっていたヴァルキューレさまがたの様子が何か変だ。

　というか……ブリュンヒルデさまのお姿が見えない。ボクは一番手前にいた緑色の鎧よろい兜かぶとのヴァルキューレさまに話はなし掛かけてみた。

「あ、あの、初めまして。セーフリームニルという者ですが」

「あら？　まぁ、厨ちゆう房ぼうからイノシシが逃にげてきましたわ！　捕つかまえませんと！」

「ちちち違ちがいます違ちがいますっ！　新人のセーフリームニルですっ！　スタッフですっ！」

「あらそうでしたの。初めましておチビさん。配はい膳ぜん室しつに何かご用でして？」

「いえ、用事というわけではないのですが、見たら何かお困りのようでしたので」

「あぁ……実はアナタと同期の子ヤギ、ヘイズルーンといったかしら？　彼かの女じよが用意するはずのミードがまだこちらに届きませんの」

「様子を見に行けばいいのでは？」

「そう言って姉ねえ様さまが見に行きましたわ。ですが、その姉様も戻もどって来きませんの。なので誰だれかもう一人、様子を見に行かせようと思っていたのですわ」

「あ、でしたらその役目、ボクに任せて下さい。さっきからずっと暇ひまを持て余しているんです」

「まぁ！　ではお願いいたしますわ！」

　よしっと、ようやく初仕事ゲットだよ。しかも長らく戻もどってこないということは、多分ブリュンヒルデさまは何か困った状じよう況きように陥おちいっているはずだ。そこをババーンとお助けすればボクの株も急きゆう上じよう昇しよう。結けつ婚こんまでの道のりを、地元の人も真っ青な最短ルートで突つっ走ぱしれるだろう。

　そうと決まれば善は急げ。ボクは裏口を出て渡わたり廊ろう下かの先にある搾さく乳にゆう室しつまで、全力でダッシュした。

「さぁさぁお待たせしましたよ～……って……んっ!?　何だこの臭におい……！」

　辿たどり着ついた搾さく乳にゆう室しつ前。犬にも負けないと自負するボクの嗅きゆう覚かくが、突とつ如じよ危険な臭においを感知した。

　っ……マズいぞ。この臭においは本気でマズい。だってこれは……草木が燻くすぶるようなこの臭においは……〝火事〟の臭においだ……！
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　ボクは恐おそる恐おそる搾さく乳にゆう室しつのドアに鼻先で触ふれてみる。熱あつッ……何でドアが熱いんだ!?　まさか……。

「ドアが照れている？」

　ってそんなわけないだろ！　ボクは自分で自分に突つっ込こみを入れると、渾こん身しんの体当たりでドアを開け放つ！

「っ……！」

　目の前に飛とび込こんできたのは、火の粉こを散らして踊おどり狂くるう真っ赤な炎ほのお。

　煤すすだらけの天てん井じよう、今にも燃え落ちそうな床ゆかと壁かべ。想像通りの……いや。想像以上の灼しやく熱ねつ地じ獄ごくが、そこにはあった。

　い、一体どうしてこんなことに……？　いや、そんなの今はどうだっていい！

「ブリュンヒルデさまっ!!　ヘイズルーン!!　そこにいるのっ!?」

　大声で呼よび掛かけるも、返事はない。でも、反応はあった。ウサギにも負けないと自負するボクの聴ちよう覚かくが、確かに──何かがもがくような音を聞いた。間ま違ちがいない、二人は……炎ほのおの中に閉とじ込こめられている！

　は、早く助けないと！　まずはヴァルキューレさまたちを呼びに行こう！

　と、部屋に背を向けたその瞬しゆん間かん。部屋の梁はりが凄すさまじい轟ごう音おんと共に崩くずれ落おちた。

「っ……それじゃ間に合わない！」

　迷うのは一いつ瞬しゆん、ボクは即そく座ざにプランを変へん更こうする。今二人を助け出せるのは……ボクだけだ！

「《ユミルの頭ず蓋がいに敬けい拝はいを。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全ぜん知ちを暴あばき神かむさびせし事の許きよを請こい願ねがう。千せん変ぺん万ばん化かに色を変え、邂かい逅こう、離り別べつ、調和と孤こ独どくを象かたどり示せ！　フサルク第二十のルーン──マンナズ!!》」

　ボクは唯ゆい一いつ得意としている変化のルーン魔ま術じゆつ、〝マンナズ〟を使って人間の姿に変身する。

　渡わたり廊ろう下かに運良く干してあったシーツを引ひっ摑つかみ、水が張られた桶おけに素す早ばやく潜くぐらせる。頭からそれを被かぶると、ボクは搾さく乳にゆう室しつを埋うめ尽つくす炎ほのおの海に飛とび込こんだ。

「……いた！」

　皮ひ膚ふが焦こげる臭においを無視して、ボクは思わず喜びの声を上げた。

　炎ほのおの中。部屋の中心には、ヘイズルーンを庇かばうようにして倒たおれるブリュンヒルデさまの姿が。意識は無さそうだ。でも、息はある！

[image: ]

「おおぉぉおぉぉおおッッ!!」

　自分で被かぶっていた濡ぬれシーツで二人を包み担かつぎ上あげたボクは、自分のことなんか顧かえりみずに炎ほのおの中を駆かけ抜ぬけた。

「だぁっ!!　はぁっ、はぁっ、っ……何とか……なった……か」

　炎ほのおを抜ぬけ、部屋を飛び出し、渡わたり廊ろう下かの入り口に二人を放り出したところで体力はもう限界。ボクの人じん化かは自然に解けて元のイノシシへと戻もどった。

「はぁ、はぁ……か、火事場の馬ば鹿か力ぢからって、ホントにあったんだなぁ……」

　なんて、吞のん気きな考えが頭をよぎった時だった。

「ッ!?　うあぁあっ！　あぁ熱ッ！　あぁああッッ!!」

　建物の壁かべの一部が音を立てて崩ほう壊かいし、気を緩ゆるめていたボクの体に伸のし掛かかってきた！

　く、くそっ、油断した！　安心するのが早すぎた！　這はいずってでももっと遠くに避ひ難なんしておけば、こんなことには……！

「ッ、あ……あぁ……これ、か……」

　薄うすれる意識の中、今日の出来事を含ふくめた楽しかった記き憶おくが蘇よみがえる。これまでにも何度か経験した、死しに際ぎわに見るっていう過去の映像──。

　これが見えるってことは、ボクはもうダメなんだな……。ハハ……今回の死の匂においは、香こうばしくって美味おいしそうだ……。

「ちょっ!?　これは一体何事ですの!?」

「なっ、何よこれ！　離はなれが燃えてるじゃない！　ってイノシシも燃えてるわよ!?　早く助けなきゃ！」

　ボクの帰りまで遅おそかったせいか、ヴァルキューレさまたちがぞろぞろと集まってきた。

　良かった……こうなればもう、安心だ。ボクはもうダメだから……、……後の、ことは…………任、せ…………。

　…………。

　……────。
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　一いつ瞬しゆん……ほんの一いつ瞬しゆんだけ、意識が途と絶だえていたように思う。だけど……。

「じゃーん！　みなさん見ました？　これがボクの必ひつ殺さつ技わざ……いや、必ひつ生せい技わざと言うべきかな？　とにかくこれが生き返りの能力、その名も〝グルヴェイグ〟です！」

　はい、ボクはこの通り無事だし、無傷です！

　今回ボクが蘇そ生せいしたのはどうやら調理場のカマド横。丁ちよう度どヴァルキューレさまたちも含ふくめてスタッフ全員が集まってるみたいだったから、いっぺんに披ひ露ろうできて良かった良かった。

「へぇ、これが……。何だか生き返るというよりは、新しく生まれたって感じだね」

「実を言うとそうなんですよ料理長。ボクは死ぬと、新しい体になって生き返るんです。死体は据すえ置おきで」

　そしてボクがこうして生き返ったということは、世界が日にち没ぼつを迎むかえたということでもある。

　まぁこの辺りの詳くわしいことは、後で料理長にだけでもきちんと話しておかないといけないな。

「そうだ、ブリュンヒルデさまとヘイズルーンは無事ですか？」

「大事ありませんわ。今はどちらとも治ち療りようを受けて、自室で休んでおりますの。……姉ねえ様さまを救って下さり、姉し妹まい一同感謝申し上げますわ、セーフリームニル」

　ザッと靴くつ音おとを響ひびかせて、恭うやうやしく頭をお下げになるヴァルキューレ姉し妹まいたち。ボクは慌あわてて前足を振ふった。

「そんな！　当然のことをしたまでですから」

　本当にそうだ。そうやって頭なんか下げられると、逆に居い心地ごこちが悪くなるよ。

「そうだ料理長。ボクの死体って……」

「うん、その鍋なべの中だよ。完全にウェルダンだったけど使えそうだったからね、今回はそのまま仕し込こませてもらったよ」

「なら良かったです。何しろボク、わけあって今日はこれ以上死ねないので」

「？　そりゃどういう意味だい？」

「あー……その説明はまた今度でもいいですかね？　ボクの生き返りって、実は結構消しよう耗もうしてしまう技わざでして……」

「おっとそりゃ済まなかった。なら今日はゆっくり休むといい。本当にお疲つかれさん、セイ君」

「お疲つかれ様さまです。みなさん、今日はお先に失礼しますね」

　みんなに拍はく手しゆで見送られ、ボクはキッチンを後にする。宴うたげの本番はこれからなのに、こんな調子じゃダメだなぁ。明日からだって死に方は違ちがえど、死ぬことには違ちがいないんだから。

「ふぅ～……」

　おぼつかない足取りで自分の部屋に辿たどり着つき、ベッドにダイブ。すぐさま睡すい魔まがやってきた。

　明日からは……この力の反動にも、慣れていかないと……ね……。
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　翌朝。心も体もすっかりリフレッシュしたボクは、ベッドの上でぐぐっと背せ伸のび。

　いや～、さすがはアースの神さまの支給品。ご用意して頂いたこのベッド、ふかふかですっごい寝ね心地ごこち良かったなぁ。これはもう病やみつきだよ、実家の安いベッドでなんか二度と寝ねてやるもんか。

　大あくびを嚙かみしめながら、ボクは部屋の外へ。あれ、そういえば何の気なしに部屋出ちゃったけど、すること考えてなかったな。

「そうだ、ブリュンヒルデさまのご様子を見に行けないかな？　ちょっと料理長に相談して……ってブッ、ブリュンヒルデさまっ!?　どうしてこちらに!?」

　部屋を出てすぐの廊ろう下かに、どういうわけかブリュンヒルデさまが立っていた。

　気付くの遅おそいよボク！　このまま歩いてたらブリュンヒルデさまの靴くつに危あやうくキスしてしまうところだったじゃないか！

　……ん？　いや待ったそれって全然危あやうくないじゃん、むしろ何でキスしにいかなかった！　そこは事故を装よそおってだなぁ……！

「……セイさん」

「はいっ!?　すすすすみません気持ち悪かったですかっ!?」

「え？　いえ、そうじゃなくて……その。昨日の事、妹いもうと達たちに聞きました。炎ほのおに巻かれていた私を、セイさんが救って下さったのだと。……命を懸かけて」

「い、いやぁ、はっはっは。まぁ大したことないですよ、どうかお気になさらず」

「私気になりますっ！」

「えっ……」

　突とつ然ぜんの絶ぜつ叫きようを受け、ボクは思わず体がすくむ。恐おそる恐おそる見上げたブリュンヒルデさまは……泣いていた。

「ご、ごめんなさい……でも、気にしますよ、私。セイさんに、そんな……だってセイさん、焼け死んで……っ！」

　どうして……ブリュンヒルデさまはそんなに悲しんでいるんだろう。ボクはほら、こうして無事なのに。悲しむことなんて、一つもないはずなのに。

「……そっか……」

　死ぬって、そういうことだったんだ。死んでも生き返るから死んでも構わないって、そんな軽い気持ちでボクは炎ほのおに飛とび込こんだ。

　でも……それだけじゃ、何も救えてなかったんだな。

「……ブリュンヒルデさま。昨日はどうしてあんな事に？」

「私……ヘイズルーンちゃんのところにミードを取りに行って……そしたら、ミードに火が点ついていたんです。何でもヘイズルーンちゃん、アンド料理長を驚おどろかせたくてフランベのようなことをやろうとしていたらしくて」

「驚おどろくどころの騒さわぎじゃないですよ、それ」

「いえ、表面が軽く燃える程度のはずだったみたいなんです。でも私が部屋を訪ねた拍ひよう子しに、休きゆう憩けい用に用意していた周りの藁わらが舞まい上あがって、引火して……本当に一いつ瞬しゆんで火の手が回ってしまったんです。脱だつ出しゆつも困難なほどに」

「なるほど。それでヘイズルーンを庇かばって伏ふせていたと」

「はい。私の神しん技ぎを使って炎ほのおを吹ふき飛とばす事も考えたのですが、加減の利きかない技わざなので建物ごと崩ほう落らくさせてしまう危険があり、為なす術すべもなく……。もしセイさんが来てくれなかったら、私は今いま頃ごろ……助けてくれて、本当に感謝しています」

「……いえ。ボクには感謝の気持ちを受け取る資格はありません。ボクは結局……ブリュンヒルデさまをお助けすることができませんでしたから」

　感謝を否定するボクの言葉に、ブリュンヒルデさまは首を傾かしげた。ボクは言葉を続ける。

「助けに入ったボクが死んでしまったら、助けられた人が悲しむ。ボクはその悲しみから、ブリュンヒルデさまをお守りできなかった。ボクはあの時……死んではいけなかったんです」

　だから……だからこそ……ボクは誓ちかう。

「ボクはもう、二度と死んだりなんかしません。あなたの全すべてを……守るために」

「セ……セイさん……！」

　ブリュンヒルデさまの熱い眼差まなざしがボクを見つめる。膝ひざを屈かがめ、ボクの頰ほおに手を触ふれて……ブリュンヒルデさまは静かに語り始めた。

「昔──もう何百年も前の事です。訳あって、私は『ヒンダルフィヨル』という山にある館の中で、深い眠ねむりについていました。館は燃もえ盛さかる炎ほのおで囲まれていて、誰だれも近づく事ができませんでした。……真の勇気を持つ者を除いて」

　ブリュンヒルデさまはそこで一いつ旦たん言葉を区切り、頰ほおに触ふれていた指を滑すべらせる。ボクの背中へと回された彼かの女じよの両りよう腕うでは、ボクを優やさしく胸の中へ引き寄せた。

「あの時炎ほのおを越こえてこられたのはたった一人。その方は人々に大だい英えい雄ゆうと称たたえられる、偉い大だいな戦士でした。武ぶ勲くんと栄えい誉よを追い求める彼かれは結局、自分自身のために炎ほのおを越こえてきましたが……セイさん、あなたは違ちがいました。自分以外の誰だれかのために命を懸かけ、炎ほのおに飛とび込こんだあなたの勇気は本物です。あなたには真の英えい雄ゆうとしての資質がある。私はそんなあなたを……心から尊敬します」

「い、いや～、尊敬だなんてそんな。ボクみたいなイノシシは足あし蹴げになさってくれた方が」

「尊敬します！　尊敬なんです！　尊敬するんですっ！」

「は、はいすみませんでしたっ！」

　うわぁ、何だか頑かたくなに尊敬されちゃったよ。まぁこうなったら気が済むまで尊敬させてあげよう。いつか目が覚めて、足あし蹴げになさってくれる日がきっと来るさ。

　って……別に殊こと更さら足あし蹴げにされたいわけじゃないよ？　尊敬が憧どう憬けいに変わって、そこから更さらに情愛にまでなってくれれば目指すゴールは目前だからね。

　その結末を迎むかえるためにも、なるべく尊敬されたままでいられるように最大限の努力をしよう──そう思った。





＊　　　　＊　　　　＊　　　　＊　　　　＊






　そう思った……その日の夜。

　宴うたげの準備が進んだ料理場に、メーンディッシュを手て掛がけるボクへ覚かく悟ごを問う声が注がれる。

「それじゃセイ君、覚かく悟ごはいいかい？」

「よくありません」

「セイ君、教えてくれ……僕ぼくはあと何回尋たずねればいい？　僕ぼくはあと何回、君に『覚かく悟ごはいいかい』と尋たずねればいいんだ……」

「できれば何回でも」

「だからそれじゃ困るんだって！　自分のタイミングで逝いきたいって言うからここまで待っててあげたんだよ？　カマドも君の要望通り最大火力で焚たいてるんだから、いい加減鍋なべに飛とび込こんでくれよ！」

「すみませんすみません！　今すぐ飛とび込こみますんでーっ！」

　ちくしょう、何が「二度と死んだりなんかしません（キリッ）」だよ、今朝のボクはアホなんじゃないのか？　死ぬんだよボクは毎晩！　もう予約でいっぱいなの！　キャンセル不可なの！　食材として働くことを受け入れちゃった時点で、こうなるのは運命だったんだよ！

　でもさ……運命への抵てい抗こうって、何だかちょっとカッコよくない？　ね？　そうでしょ？

「はっ……!?」

　その時、ボクは気付いた。配はい膳ぜん室しつから送られてくる、ブリュンヒルデさまの密ひそやかな視線に。

　そ、そうだ！　ブリュンヒルデさま！　昨日お約束しましたよね？　ボクはもう二度と死んだりなんかしないって。

　残念ながらボク一人の力では、約束は果たせそうにありません……なのでここはどうか一つ、慈じ悲ひ深ぶかい口くち添ぞえを！　ヴァルキューレさまのお力で、運命を変える鶴つるの一ひと声こえをっ！

　ボクの捨てられた家か畜ちくのような眼差まなざしに気付き、ブリュンヒルデさまはあたふたと視線を泳がせる。いくらか悩なやみ込こんだ末、彼かの女じよは許しを請こうような笑え顔がおを浮うかべると、

「その……が……頑がん張ばって！　セイさん！」

　渾こん身しんのガッツポーズでエールを送ってきた。

　あぁ、そうなんですねブリュンヒルデさま。分かりました、えぇ分かりましたとも。

　愛する女性に応おう援えんされて心が奮い立たない男はいない。天にも昇のぼるようなこの気持ちを翼つばさに変えて、ボクは今こそ運命に従おう！

「えぇい、お前の勇気を見せてみろセーフリームニルッ！　いっけぇぇぇぇっ!!」

　覚かく悟ごを決めた跳ちよう躍やくが、ボクの体を軽くする。

　一いつ瞬しゆんの浮ふ遊ゆうをどよめきが包つつみ込こみ、ボクは──煮にえたぎる鍋なべの中へ。

「ああぁっぢぃぃいいぃぃーーーーッッ!!」

　この頑がん張ばりを知ったらさ……誰だれだって少しは尊敬しちゃうと思わない？

　だからボクは胸を張って、声を大にしてこう言うよ。

　煤すすけイノシシ・セーフリームニルが命を懸かけて提供する、美味おいしい美味おいしい肉料理。

　世界中のみんなに、ぜひとも──一度は食べていただきたい、と。
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　──こうして、ボクの『ヴァルハラの晩ご飯』としての日々が始まった。

　この始まりの日はボクにとって、掛け替えのない大切な思い出だ。でも、他のみんなにとっては取るに足らない日常の一ページに過ぎない。……そう、思っていた。

　だけど……後々、ボクは知ることになる。

　この日のことはブリュンヒルデさまのお心にも、掛け替えのない思い出として深く刻まれていたんだってことを──。
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　その時──一つの世界が終わろうとしていた。

　それは偽いつわりの舞ぶ台たいの終演であり……ボクがずっと信じ続けてきた、友情の終しゆう焉えんでもある。

　頭ではそうと分かってるんだ。それなのに……ボクは目の前の現実を受け入れられずにいた。

「ねぇロキ。どうして……こんなことになっちゃったんだろうね」

　距きよ離りをとって向かいに立つ親友に、ボクは震ふるえる声で問とい掛かけた。問われたロキは申し訳なさそうに目を伏ふせると、一いつ瞬しゆんだけ口を閉とざす。だけど、答えはすぐに返された。

「理由なんざシンプルだぜ。こうなる事は初めから決まっていた。〝運命〟だったんだ」

　確かに……そうなのかもしれない。

　ボクがボクであり、ロキがロキだったから、この結末に辿たどり着ついた。そこにはもう、抗あらがう余地なんて微み塵じんもない。

　だけど、もし。

　もう一度だけやり直すことができたのなら──ボクは違ちがう結末を望んだのかな？

（なんて……もう遅おそいよ、何もかも）

　神界『アースガルド』の中心地、そこに荒こう涼りようと広がる『ヴィグリード』の地に伸のびる影かげが長くなる。

　昼が幕を引き、夜と立ち替かわろうとするこの瞬しゆん間かん。太陽と大地が交わるその刹せつ那なに、ボクは深層に眠ねむる力を一気に目覚めさせた。

「《……ユミルの頭ず蓋がいに敬けい拝はいを。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全ぜん知ちを暴あばき神かむさびせし事の許きよを請こい願ねがう。千せん変ぺん万ばん化かに色を変え、邂かい逅こう、離り別べつ、調和と孤こ独どくを象かたどり示せ、フサルク第二十のルーン──マンナズ》。強ごう欲よくなる者、我わが名は──『欲よく堕だ竜りゆう』ファフニール！」

　暴ぼう竜りゆうのごとく荒あれ狂くるう力の奔ほん流りゆうが、まさにそのものを形作る。

　禍まが々まがしい紫し鱗りんを鎧よろう堕だ落らくの化け身しん。破は壊かいと暴力を体現する幻げん想そうの王。

　どうしてボクなんかがこんな姿になれるのか、今はまだ分からない。だけど……これはボクにとって必要な力だ。

　抗あらがえない運命に、立ち向かうために。

「……本気なんだな、セイ。お前がそういうつもりだってんなら、俺おれも容よう赦しやはしねぇ。来いよ相棒。せめて俺おれ自じ身しんの手で──お前を殺してやる」

　ロキは懐ふところから束になったヤドリギの枝を取り出すと、魔ま力りよくを流して剣けんに変える。彼かれの群ぐん剣けんミスティルテインが宙に浮うかび、全すべての切きっ先さきがボクに狙ねらいを定めた。

　瞬しゆん間かん、真っ赤に染まる荒こう野やに一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬける。静止した時間の中、対たい峙じするのは神と竜りゆう。互たがいに一歩も譲ゆずれない信念で迷う心を塗ぬり潰つぶし、ボクは吠ほえた。

「最初で最後の勝負だ。行くよっ！　ロキッ!!」

「掛かかってきなセーフリームニル！　苦しませずに終わらせてやるぜっ!!」

　太く長い尾おを地に打ち付け、強きよう靭じんな後ろ足が足場を砕くだき砂さ塵じんを散らす。派手に踏ふみ切きったボクに対し、狡こう猾かつなる神もまた地を駆かけた。

　振ふり被かぶるように背に集められたロキの群ぐん剣けんは、さながら翼つばさ。

　冷たく光る銀ぎん翼よくの羽ばたきが今、火花を散らしてボクの鉤かぎ爪づめと激げき突とつする──。
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　かつて、予言神ミーミルは語った。世界の終末──『神々の黄昏ラグナロク』の到とう来らいを。

　それが一体どんなものなのか、具体的なことは何一つ分かっていない。

　だけどこれから先、本当にそんなものが起こるのだとして……それがどんな未み曽ぞ有うの惨さん事じであったとして……ボクは思う。きっとこの戦いもまた、一つの『ラグナロク』であると。

　ここに傍ぼう観かん者はなく、誰だれにも、どこにも語かたり継つがれることはないだろう。

　だからこそ、ボクは忘れない。

　人知れずこの地に刻まれた……一つの伝説的な物語を。

　絶対に──……永遠に、忘れない。
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「ほらっ！　ほら見てロキ！　ちゃんと日記に書いといたからね、さっきのことっ！」

「あ～はいはい分かった分かった。俺おれもちゃんと覚えといてやるよ、お前の頑がん張ばり伝説をな」

　決戦の荒こう野や『ヴィグリード』から戻もどり、今はボクの自室。ボクはうんざり顔のロキに向かって、今まさに中身を書かき込こんだ日記帳を突つき付つける。

　書いてある内容はこうだ、〝煤すすけイノシシ・セーフリームニルは、友達だと思っていた悪神ロキの無茶振ふりに応えて殺されてあげました〟。

　どういうことか分からないって？　奇き遇ぐうだね、ボクもさ。ならここは一つ、ロキの言い訳も交えつつ掘ほり下さげていってみようじゃないか。

「いや分かる、分かるぜ？　納なつ得とくいかねーお前の気持ちはよぉく分かる。つってもお前さぁ、俺おれの〝フェンリル解放計画〟に協力するって前に言ってくれたじゃねーか。言ったよな？　だから俺おれはお前のその言葉に甘あまえてだなぁ」

「うん言ったよ、確かに言った。それについては間ま違ちがいないからボクも文句は言いたくない。でもさ……その協力方法が、『ワリ、また死んでくんね？』から始まる物語だなんて、いくら何でも想定の範はん囲い外がいだよ！」

「だ、だからこうして何度も謝あやまってんじゃねーかよぉ」

「そういう問題じゃないの！　命ってのはね、普ふ通つうは一度きりなのをお忘れなく！」

　はぁ、はぁ、ふぅ～……言いたいことを吐はき出だしたお陰かげでようやく気持ちが収まってきたよ。全く、ロキってば毎度のことながらとんでもない話ばかり持ってくるんだから……。




　──ことの発ほつ端たんはおよそ一時間前。日にち没ぼつの少し前まで遡さかのぼる。

『いよいよフェンリル解放に向けて動き出すから、ちょいとばかし協力を頼たのむ』。

　フラリと旅に出たかと思ったら、一か月も音おと沙さ汰たが無かったボクの相棒・ロキ。神界『アースガルド』きっての風ふう来らい坊ぼうが戻もどった早々口にしたのが、そんなセリフだった。

　ちなみに今から一か月前っていうと、丁ちよう度どここ『ヴァルハラ』でとある戦いがあった頃ころだ。

　それはこのボクと、ボクの師し匠しようである料理長との真しん剣けん勝負。と言っても別に殴なぐり合あいをしたわけじゃないよ？　互たがいの価値と誇ほこりを懸かけた、料理による対決さ。

　空前の盛り上がりを見せた料理対決は一応ボクの勝利で終わったんだけど……その時審しん査さ員いんを務めたロキは気付くといなくなっていて、内心ちょっとだけ心配してたんだ。

　ちなみにフェンリルっていうのは、神々から最も恐おそれられる強大な魔ま狼ろうのこと。予言神ミーミルの予言によりやがて世界に仇あだなすとされた彼かれは現在、世界の果てに隔かく離りされて魔法の紐グレイプニルでグルグル巻きにされている。

　と言っても……とある理由から実際に彼かれと会ってみたら、全然悪い狼おおかみなんかじゃなかった。

　しかもロキの息子むすこにあたることもあって、ボクは彼かれをこっそり自由の身にしてあげる計画への協力を約束していた。そして自分で言うのもなんだけど、ボクは約束を守るイノシシだ。だって紳しん士しだからね。

　だけどそのための第一歩が、死ぬことだとはさすがに思わなかったよ……。

「仕方ねぇじゃねーか。〝イーヴァルディの剣けん〟を手に入れるためには必要な事なんだからよ」

「それって……グレイプニルを断たち切きることができる剣けん、だったっけ？」

「そうそう。グレイプニルは見た目こそ細い紐ひもだが、決して壊こわれないっつー特性が込こめられたドヴェルグ製の特注品だ。いかにフェンリルが馬ば鹿か力ぢからでも絶対に千ち切ぎれる事はねぇ。その特性すら打ち消してぶった切ぎれる剣けんが、イーヴァルディの剣けんって訳だ」

　言って、スゲーだろと親指を立てて笑うロキ。うん、凄すごいね。凄すごいのはよく分かるよ。

　でもその剣けんを作るための素材の一つが、よりにもよって……。

「〝竜りゆうの心臓〟、だなんてなぁ」

　思わず声にして呟つぶやき、溜ため息いきを一つ。

　いや……こんな感じの〝とんでも素材〟が要求される未来は、最初から予想しておくべきだった。だって今フェンリルを縛しばり上あげているグレイプニルの素材が、そもそも変な物ばっかりだし。

『猫ねこの足音』とか、『岩の根っこ』とか。一体どうやって集めたんだっていうような素材ばかりで作られた紐ひもなんだ。それを斬きる剣けんを打つためには、それ相応の素材が要求されるのは当然のことだろう。

　そこに最上級架か空くう種しゆである竜りゆうの心臓とくれば、条件的には文句なく当てはまる。

「まぁ確かにさ、ボクならやってやれないことはないよ。だってボクは好都合にもドラゴンに変へん化げできるし、おまけに心臓を取られて死んじゃっても〝グルヴェイグ〟の力でこうして生き返れるんだから。この件は正直言って、ボク以上の適任者はいないと思う」

「だろ？　だからお前に頼たのんだんだ、俺おれは間ま違ちがってねーだろうが」

「いや、友達に心臓ちょうだいって言われたボクの身にもなってよ。そういう意味では最初から全部間ま違ちがってるから」

　でも……約束云うん々ぬんは抜ぬきにして、フェンリルを自由にしてあげたい気持ちはボクもロキと同じだ。だからこそボクは、嫌いや々いやながらも最終的にはロキの要求を受け入れた。

　そのついでにちょっとだけ本気のバトルをやってみたりもしたんだけど……その結果は残念ながら、ロキの圧勝だった。前に「俺おれにゃあドラゴン退治は荷が重い」とか言ってた割に全然強くて、少しは健けん闘とうできるかもと思ってたボクがバカみたいだよ。

「まぁいいけどね……もう過ぎたことだし、一応同意の上でもあるし。で、ロキ。これで竜りゆうの心臓は何とか手に入ったわけだから、次はどんな素材が必要なの？」

「う……。じ、実はなセイ、竜りゆうの心臓の事なんだが……」

　ん……？　な、何？　このタメ。先を聞くまでもなく嫌いやな予感しかしないんですけど……。

「悪わりぃな。心臓はその……手に入らなかった」

「な、何それ、どういう意味？　ボク、確かにロキに殺されたよね？」

「あぁ、パックリと脳天をカチ割ってな。それで遺体から心臓を取り出そうとしたんだが……無かったんだよ。体のどこにも心臓と呼べそうな臓器が。俺おれも初めて知ったが、どうやらドラゴンにゃ心臓は無ねぇみてーだ」

　心臓が……無い？　え、噓うそ。そんな生物がいていいのか？　ドラゴンって、心臓ナシにどうやって生命活動をしてるんだろう？

　いや待て、違ちがうぞセイ。それは確かに不思議なことかもしれないけど、今重要なのはドラゴンの神秘じゃない。心臓が入手できなかったという事実だ。それってつまり……。

「ボクは犬死にだったってことっ!?」

「いやっ、違ちがう！　お前はちゃんとドラゴンだったぜ！　犬じゃない！」

「今はそういうこと言ってるんじゃないから！」

　そんなぁ……折せつ角かく命いのち懸がけで頑がん張ばったのに、目的が果たせなかったなんてあんまりだ……。

　いや、ロキを責めちゃダメだよね。ドラゴンに心臓が無いだなんて、そんな話は誰だれだって聞いてない。そもそも竜りゆう化かできるボク自身が知らなかったんだから。

　だけど困ったな……この世に存在しないものが必要素材ってことは、イーヴァルディの剣けんを作るのなんて夢のまた夢だ。こんなこと考えたくはないけど、イーヴァルディさんが適当なことを言ってはぐらかしてるんじゃないかと思えてくるよ。

「ねぇロキ、ひょっとして騙だまされてるんじゃないの？」

「……かもしれねーが……そうとも言い切れねぇ。イーヴァルディが見せたあの熱意が偽いつわりだったとは思えねーし、神の支し援えんを受けながら鍛たん刀とうできるなんざそれこそ夢のシチュエーションだ。楽に伝説を作れるチャンスをみすみす逃のがすドヴェルグがいるたぁ考えにくいぜ」

「だとすると……噓うそはついてない可能性が高いってことか」

　う～ん、竜りゆうの心臓ねぇ……もしかして、竜りゆうの心臓だからって竜りゆうから手に入れるものだとは限らない、とかそういうことは考えられないかな？

　ボクにはニーズヘッグっていうドラゴンの知り合いがいるから、最悪そのドラゴンに話を聞きに行くこともできると思う。でも、彼かれがいるのは死者の国『ヘルヘイム』。遠いし寒いし危険だし、できることなら近付きたくはない場所だ。そこに行くのは最終手段ってことにしたい。

「取とり敢あえずセイよ、ドラゴンについて何かしら知ってそうな奴やつを近場からあたってみようぜ。それでも駄だ目めなら仕方ねぇ、『ヘルヘイム』にいるニーズヘッグに会いに行く」

　あ、ロキもボクと同じことを考えてたんだね。

「ドラゴンに詳くわしそうな人なら、ボクに一人だけ心当たりがあるよ。まずはその人に話を聞きに行ってみよう。……と、言いたいところだけど……今日はもう夜になっちゃったし、明日の朝に改めて『ヴァルハラ』集合ってことでどうかな？」

「あぁ、それもそうだな。そんじゃあ明日の朝飯時になったら、また顔出すわ」

　手をヒラヒラさせて立ち去るロキに、ボクは前足を挙げて応える。

　よぉし、明日が楽しみだよ。何しろ今回のことでドラゴンについて詳くわしくなれれば、自然とボクが竜りゆう化かできることの謎なぞも解けるかもしれないしね。

　ボクにとっては一石二鳥な展開に胸を躍おどらせつつ、ボクは明日に備えて早めに眠ねむりについたのだった。







　翌朝。宣言通りの時間に『ヴァルハラ』へとやって来たロキ。合流したボクたちは、折せつ角かくなのでそのまま一いつ緒しよに朝食をとることになった。

「ほぉ、こいつは中々に壮そう観かんだな」

「え？　何が？」

「エインヘリヤル共の朝飯が、だよ。俺おれがこの時間帯の『ヴァルハラ』に寄り付くってのは割と稀まれなんだけどよ。朝は朝で意外と豪ごう勢せいなんだなって思ってさ」

　優やさしい陽ひの光が差さし込こむ、朝の『ヴァルハラ大食堂』。その壁かべ際ぎわをグルリと取り囲むように並ぶ料理の数々を見て、ロキは感かん嘆たんの息を漏もらした。

　そう。エインヘリヤルたちの朝の食事は、基本的にはビュッフェスタイル。並んだ料理をその場で食べてもいいし、小皿に取ってテーブルで食べるのだってもちろん構わない。ここでのルールがあるとすればただ一つ、早い者勝ちってこと。

「昨日の夜に作ったボクやイクスの肉料理は、月が沈しずめば魔法の鍋エルドフリームニルの中から消えちゃうからね。朝の肉分はもっぱら、エーギルさまから買い付けた家か畜ちくの肉になるんだよ。つまりどういうことかって言うと、当然数に限りがあるってこと。早起きする人だけが大好きな肉料理にありつける、ここはそういうシステムなんだ」

「へぇ、いいんじゃねーか？　その方が健康的だし、肉も普ふ通つうにチキンやビーフって事だろ？　イノシシやシカ肉ってのも悪くはねーが、たまにはポピュラーな肉も恋こいしくなるもんだ。けど前の料理勝負ん時に食ったあの料理……アレはマジでどっちも最高に美味うまかったなぁ」

　当時の味を思い出したのか、思わずニヤケ顔になって口元を拭ぬぐうロキ。

「フフン。どっちも美味おいしかったって言うけどさ、でもボクの方が勝ちだったよね？」

「そりゃそうだが、でも正直微び妙みような差だったぜ？　それに……どうせ食うならここはやっぱりイクスの肉だろ。男のお前より女のイクス。精神的かつ常識的に考えてな、くっくっく！」

「何それヒドッ！　思いっきり男女差別じゃん！」

「でも気持ちは分かってくれるだろ？」

「うん」

　あっ、しまった、思わず即そく答とうしちゃったよ。まぁしょうがないよね、だってホントのことだもん。レーラズミードはジョッキで飲むより、直接おっぱ……ゴホン、〝オーディン飲み〟の方が断然イイ。それと一いつ緒しよさ。

「おっとっと～、なんすかなんすかぁ？　お師し匠しよう様、もしかしてこのイクスを食べてみたいんっすか～？」

「まぁね。特に今みたいに人間状態になってるキミを、別の意味で食べ……ってイクスッ!?　ど、どうしてここにっ!?」

「どうしてって、自分も普ふ通つうに朝ご飯を食べに来たっすけど……」

　大おお袈げ裟さに驚おどろくボクを見て逆に驚おどろいたのか、きょとんとした顔で答えるイクス。そ、そっか、朝ご飯を食べにね。今はそういう時間帯だし、当然のことだったよ。

「よぉ、セイの初弟子でし。こうして面と向かって話すのはこれが初めてだよな。本名は確か……エイクスュルニル。合ってるだろ？」

　そうそう。ロキの言う通り、ボクにはちょっと前に弟子でしができた。子ジカのエイク……うぅ、ロキはよく覚えてるなぁ、あんなに覚えにくい名前なのに。

　とにかく、通つう称しようイクスと呼ばれる彼かの女じよは奇き特とくなことにボクに弟子でし入いりして、お願いすれば代わりに晩ご飯になってくれる頼たのもしい女の子だ。

　そうなるまでには色々と悩なやまされたりもしたけど……まぁ雨降って地固まるというか、過ぎてしまえばどれも大切な経験だったと思えるよ。

「えっ、あ、その……はい……そ、そうっす……」

　ロキに話はなし掛かけられた途と端たん、それまでハイテンションだったイクスは歯切れの悪い返事をしつつボクの後ろに身を隠かくした。

　一いつ瞬しゆん何事かと思ったけど、そう言えば彼かの女じよは極度のシャイガールだったっけ。広大な農園でたった一人、誰だれとも関わることなく水やりの仕事をこなしていたイクス。根は明るいから忘れがちだけど、彼かの女じよにとってはこうして人前に立つだけでも緊きん張ちようモノなんだ。

　ボクに弟子でし入いりしてからはよく『ヴァルハラキッチン』に顔を出すようになって、キッチンスタッフたちとは少しずつ打ち解けてきた気がするけど……さすがに初めて口を利きく相手にはまだまだ萎い縮しゆくしちゃうみたいだね。

「イクス、彼かれはロキだよ。前の料理勝負の時に審しん査さ員いんもやってくれたし、これでも神界のナンバー２なんだ。当然知ってるでしょ？」

「そう言うお前はゲルヒルデから知らされるまで俺おれに気付かなかったよな？」

「いやっ、あれはロキがタカに変へん化げしてたからでしょ!?　誤解を招くようなこと言わないでくれる!?」

　全く失礼しちゃうよ、ボクをまるで物知らずみたいに言ってさ。弟子でしの前でもあるんだから、言葉はもう少し慎しん重ちように選んでほしいもんだよ。

　と、ボクらの比ひ較かく的てきフランクなやり取りを聞いたからか何なのか、イクスはボクの背中からおずおずと顔を出す。まぁイノシシ状態のボクの後ろにいたって、初めから隠かくれられてはいないんだけどね……。

「ロキ様、自分の審しん査さをして頂きまして、その節はありがとうございましたっす」

「おう。まぁ結果はあぁなったけどよ、お前もマジで美味うまかったぜ。思わずむしゃぶりついちまうぐらいにな」

「こ、光栄っす。その……もしよかったら、また今度味見でも……」

「おっ、そいつは是ぜ非ひともお願いしたいね。もっとしっかり味わいながら食えばよかったって、ちょいとばかり後こう悔かいしてたんだ。次の味付けは辛からめで頼たのむぜ」

「りょ、了りよう解かいっす！　実は自分の農園でも色々な香こう辛しん料りようを育ててるので、次こそは絶対にお口に合う料理になってみせるっす！」

　うーん、何なんだろうなぁこの会話。前向きな発言をしているはずなのに、よく考えると恐おそろしく物ぶつ騒そうな内容……。これはもう、食材にとっての宿命なんだろうか。

　そんなこんなで妙みような交流を結んだロキとイクスは、早くも打ち解けた。かたや相棒、かたや師し匠しようの立場であるボクも、これで一安心といったところだ。

　早起き組のエインヘリヤルたちが大食堂を去った頃ころ、続々と集まってきたエインヘリヤルの第二波によりちょっとずつ混み始める大食堂。

　本格的な混雑に巻まき込こまれたくはない。ボクらはイクスに別れを告げると、目的の場所──『ヴァルハラ』本館のとある部屋まで足を運んだ。







「おぉ、これはこれはセイ殿どの。本日はロキ様までご一いつ緒しよのようで、この老いぼれにどのようなご用ですかな？」

　ボクらがやって来た部屋。それは最強のエインヘリヤル、伝説の黒き剣けん聖せいことヴィズガさんの部屋だった。

　彼かれはかの大だい英えい雄ゆう、竜りゆう殺ごろしの〝シグルズ〟と引き分けたという逸いつ話わを持つ人物だ。きっとドラゴンについて何か知っているに違ちがいないよ。

「朝早くにすみません、ヴィズガさん。実はボクたちドラゴンについて聞きたいことがあって……演習が始まる前に少しだけお時間を頂いてもよろしいでしょうか？」

「ほほう、ドラゴンですか。えぇ、わしにお答えできる範はん囲いであれば何なりと」

「なら早さつ速そく聞くがよ爺じいさん、前にシグルズがファフニールを討とう伐ばつしたって話をしてたが、シグルズはどうやってファフニールを殺したか聞いてるか？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうにロキが尋たずねる。するとヴィズガさんはゆっくりと首を横に振ふって答えた。

「いえ……残念ですがロキ様。わしは確かにシグルズと剣けんを交えた事がありますが、わしが彼かれの伝説を知ったのはその後の事でして……本人から詳くわしい話は聞いておらぬのですじゃ」

「何だそうなのかよ。じゃああっちの方はどうだ？　お前の親父おやじはファフニールと随ずい分ぶん近しい間あいだ柄がらだったって話じゃねーか」

「ふぅむ……確かに我わが父ヴェルンドは若かりし頃ころ、竜りゆう化かしたドヴェルグ・ファフニールの弟にあたる鍛冶かじ師し〝レギン〟に弟子でし入いりしましたが……その者の養子であったシグルズと諍いさかいが絶えなかったそうでして。結局、三年足らずで出で戻もどったようなのですじゃよ。時期としては竜りゆう殺ごろしの伝説の前になるので、やはり詳くわしい事は……」

　ありゃりゃ、そういうことなのか。ヴィズガさんは確かにシグルズやファフニールと近しい人物のようだけど、竜りゆう殺ごろしの伝説からは大分遠いみたいだね。

「むぅ。どうやらわしではお力になれそうもないようですな……申し訳ありませぬ」

「い、いえいえそんな、ヴィズガさんが謝あやまることじゃないですよ。こちらこそお時間を頂き、ありがとうございました」

　ボクは丁てい寧ねいにお礼を言って頭を下げる。ロキはロキで、肩かた透すかしだぜと言わんばかりに頭を搔かきむしっていたけど。

　さて……こうなるともう、早くも後がない。そういう想おもいを込こめてロキの目を見つめると、目が合ったロキは盛せい大だいに溜ため息いきをついて言った。

「しゃあねーか。んじゃ、とっとと『ヘルヘイム』に向かうとしますかねぇ。よけりゃセイも一いつ緒しよにどうよ？　旅は道連れってな」

「もちろん、ボクは初めからそのつもりだったよ。……あ、でもその前にちょっと食堂に顔を出していいかな？」

「食堂？　朝飯ならさっき食ったばっかじゃねーか。さてはお前、早くもボケが？」

「いやボケてないですからっ！　こんなピチピチのイノシシ捕つかまえて失礼な決め付けしないでくれる!?　……正確に言うと、用があるのは食堂じゃなくて厨ちゆう房ぼう。『ヘルヘイム』に行くならしばらく帰ってこられないかもしれないから、一度料理長に会ってボクのジャーキーの在庫を確かく認にんしてもらおうと思って」

「あぁなるほど、例の保存食か。じゃねーとあの弟子でしが料理になれなくなっちまうしな」

　さすがはロキ、よく分かってるじゃないか。いやまぁ、ボクの〝グルヴェイグ〟を他人に譲じよう渡とすることを閃ひらめいたのは、他でもないロキなんだけどさ。

「そういうわけだから、まずはキッチンね」

　ボクの方針に軽く頷うなずきを返すロキを引き連れて、二人でキッチンへ。そこには朝食の後片付けを終えて丁ちよう度ど一休みしている料理長がいた。

「料理長～！」

「おっ？　セイ君か。あ、ロキ様もおはようございます」

　ボクたちに気付いた料理長が椅い子すから立ち上がって挨あい拶さつをする。だけど、ロキはすぐに手て振ぶりで着席を促うながした。ロキってさ、こういう時に意外とマメな気き遣づかいを見せるよね。飲み物を運んでもらったら目下の人間にもきちんとお礼を言うし。

「料理長。ボクのジャーキーのストックってまだ残ってましたかね？」

「ん？　確かまだあったはずだけど……コンフィにしたのも含ふくめれば、充じゆう分ぶんあるんじゃないかな。どうしてそんな事を？」

「実はこれからロキと一いつ緒しよに『ヘルヘイム』に行くんです。いつもみたいに日帰りかもしれませんけど、長くならないとも限らないのでちょっと確かく認にんをしておきたくて」

「へぇ、それはナイスな心配りだな。感心感心」

　言って、料理長は屈くつ託たくのない笑えみを浮うかべるとボクの頭を撫なでた。でもその瞬しゆん間かん、何を思ったのかすぐに手を引ひっ込こめる料理長。

「すまないセイ君、つい上から目線で撫なでてしまって。僕ぼくは君に料理で負けたってのにね」

　目線を逸そらしてそう言うと、料理長の笑え顔がおが不意に自じ嘲ちようするような笑えみへと変わる。えっ、ちょっと待ってよ、料理長ってばそんなこと気にしてたの？

「料理長は負けてなんかいません！　あれはみなさんが手伝ってくれたのと、世界一美味おいしいニワトリ〝グリンカムビ〟に変へん化げできたからどうにかなっただけですし」

「いや。勝因はそれだけじゃなかっただろう？　君が料理に込こめた〝愛情〟という調味料の存在を忘れちゃいけない。それにねセイ君……残念ながら料理の世界は、結果が全すべてさ」

「結果……？　いえ、ボクはそうは思いません。料理は……〝笑え顔がお〟が全すべてです」

「笑え顔がお……？」

　ボクの言葉に目を丸くする料理長。ボクは更さらに続ける。

「ボクの料理は審しん査さ員いんのみなさんを、結局のところ泣かせてしまいました。たとえそれが感動の涙なみだだったとしても、そこに笑え顔がおはなかった。でも料理長の料理を食べた時、オーディンさまとロキはまず驚おどろき、そして笑っていました。最高の笑え顔がおでした。ボクにはそれこそが……本当の料理なんだと思えるんです」

「食べた人を……笑え顔がおにする料理……」

「そうです。だってボクは、ボク自身が世界一美味おいしいと思う母の料理を食べた時──いつだって笑え顔がおになりますから」

　断言するボクに、あの料理勝負で審しん査さ員いんを務めたロキ本人が大きく頷うなずく。

　そう──〝勝負〟には、確かにボクが勝ったのかもしれない。でも純じゆん粋すいな〝料理〟としては、間ま違ちがいなく料理長が勝っていたんだよ。

「……ありがとうセイ君。君にそう言ってもらえると少なからず救われるよ。でも……」

　と、その時──料理長の表情が再び曇くもる。

「どうせならその言葉を……もっと早く聞かせてほしかった。もっと早く聞けていれば……今とは違ちがう未来もあったかもしれないのに、ね」

　どうしたのかと思った次の瞬しゆん間かん、料理長は勢いよく立ち上がると同時にエプロンのポケットから小こ瓶びんを取り出す。そしてそれを叩たたき付つけるかのごとく調理台の上に置いた。

「りょ、料理長、これは……？」

　ボクは調理台の上に飛び乗ると、小こ瓶びんの中を確かく認にんする。見たところ、中身は真っ白い粉末のようだった。でも、その粉の正体が何なのかまでは分からない。

「時にセイ君……あの料理勝負を境に、僕ぼくの料理の味は少し変わったと思わないかい？」

　まるで一語一句を確かめるかのように、ゆったりとした口調で話す料理長。それに静かな不気味さを感じながら、ボクは慎しん重ちように言葉を選びつつ答えた。

「え……そ、そうですね……言われてみれば前より少しだけ……マイルドになった、かな？」

　そう答えた瞬しゆん間かん、料理長は僅わずかに俯うつむき、微かすかに笑う。

　さすがだねとでも言いたげな、嬉うれしそうな表情。でもそれでいて、その表情には見るからに暗い影かげが差した。どうして料理長がそんな妙みような顔をするのか、ボクには見当も付かない。

「……正解。その通りさ。若じやつ干かんながらマイルドになった僕ぼくの新しい料理はね……エインヘリヤル達たちだけじゃなくて、もっと多くのみんなが食べてくれるようになったんだ。あの料理勝負で〝食〟に強い関心を持つようになった、神族の方々とかね。もちろんその中には──あのオーディン様も含ふくまれている」

　言葉を重ねるごとに、料理長の顔つきは険しさを増していく。料理長は……一体何を言おうとしているんだ？　ボクは胸の中のざわつきが止まらない。

「あぁそうそう。僕ぼくの料理がマイルドになった理由だけどね……その理由が、この白い粉さ。なぁセイ君。この粉……何だと思う？」

「何って……わ、分かりませんよそんなの、ただの隠かくし味あじ的な何かなんでしょう？」

　ボクの返答に不敵な笑えみを返す料理長。その笑えみは肯こう定ていでも、否定でもなかった。

「僕ぼくはね……まだ若い頃ころにフレイヤ様に選定されて、この『ヴァルハラキッチン』に長年勤めてきた。そしてその年月は僕ぼくに、神々からの少なくない信しん頼らいをもたらした。お陰かげでみんな何の疑いもなく食べ続けて下さっているよ。この〝秘密の粉末〟が混ぜられた僕ぼくの新料理を、一か月も。この粉に…………強い中毒性があるとも知らずにねぇ!!」

「!!　中毒……だって!?」

　一か月間──ボクとの勝負に負けてからずっと、料理長は自分の料理に中毒性の強い異物を混ぜ込こんでいたっていうのか！

　思おもい掛がけない彼かれの言葉が、ボクの胸に深く突つき刺ささる。ロキは頰ほおに大おお粒つぶの冷ひや汗あせを伝わせると、口を覆おおって調理台に寄より掛かかった。

「ハッハハハハハッ！　これは僕ぼくにとってもある意味猛もう毒どくでねぇ、できれば使いたくなんてなかったんだ！　このまま使わないでいる選せん択たく肢しだって僕ぼくにはあった！　だけど……クク、全部セイ君が悪いんだ、容易たやすく僕ぼくの上を行ったりなんかするから……っ！」

「ア、アンド……てめぇ見み損そこなったぜ！　セイに料理勝負で負けた腹いせに、俺おれ達たち全員を毒どく漬づけにして始末しようって魂こん胆たんかっ！」

　そう結論づけた瞬しゆん間かん、ロキは料理長の胸むな倉ぐらに摑つかみ掛かかる。が、それを予期していた料理長は素す早ばやく胸ポケットに手を入れると、台に出されていた小こ瓶びんと同じ物を取り出してロキの顔面に振ふりかけた！

「そらっ！　ロキ様もコレを直じかに味わってみるといい！　ハッピーになれますよ！」

「!?　糞くそがッ、ゴホッ、ゴホッ！」

「ロキッ!?」

「おっと、君もだセイ君っ！　僕ぼくに意見を聞かせてくれよっ！」

　ブワッと、料理長はボクにも容よう赦しやなく粉を振ふりかけてきた！　くっ、マズイ！　油断してモロに吸すい込こんでしまった！

　中毒性が強いという白い粉が、ボクの体を内側から侵しん食しよくする。鼻び腔こうに絡からみ付つく独特のこの匂におい、舌を這はうこの味は…………、……ペロ……これは乳製品!!

「分かったかい？　セイ君。その粉はね……ヘイズ君のレーラズミードを粉末状に加工したものさ。健康に害は全くないから、そこは安心してほしい」

　そんなっ、健康に害は全くないだって!?　それじゃあ確かにボクは安心するしかないっ！

　……って、あれ？　え、そうなの……？

「え～っと……というとこれはつまり、レーラズミードの粉ミルク……ってところですよね。それは確かにある意味中毒性が強そうではありますけど……でもどうしてそんなものを？」

　ボクがそう尋たずねると、料理長は力なく椅い子すに腰こしを下ろして答えた。

「以前の料理勝負で勝敗を分けたのは、料理に込こめた〝愛情〟の差だと僕ぼくは思ったんだ。オーディン様ご自身が愛という単語を口にしていたからね。だから僕ぼくはより深く愛を知るために、ずっと迫せまってきていたヘイズ君の愛を、受け入れる事にしてしまったんだ……」

「愛を受け入れる、って……まっ、まさかついに一線を!?」

「それは無い！　神に誓ちかって！　でも将来を約束してしまった。愛情をエッセンス的なものとして料理に実用できないかと相談したら、このレーラズミード粉のアイデアを提案されてね。だけどそれを試作する条件として婚こん約やくを迫せまられ、僕ぼくはそれを拒こばめなかった……僕ぼくにとっては猛もう毒どく以外の何物でもない、悪あく魔まの誘さそいだと知っていながら。くっ……もっと早く君に励はげまされていればこんな早まった真似まねはしなかったろうに、あぁっ！」

　ガバッと顔を覆おおう料理長の左手薬指には、かなり高そうな婚こん約やく指輪が光っていた。

　なるほど……料理長はボクに負けた腹いせに悪さをしようってわけじゃなかった。料理勝負でボクに負けてしまった料理長は、自分の料理を高めるために予想外な方向へ考えを飛ひ躍やくさせてしまった……ただそれだけ。

「い、いいじゃないですか別に。彼かの女じよが大人になるのを待ってからなんでしょう？」

「どんなに待っても今ある年ねん齢れい差さは埋うまらないよ！　世間は言うだろう、『変態料理長、今夜も飲み放題フルコースですか？』、『流石さすがはロリコン料理長、夜の包丁捌さばきも一流でいらっしゃる』、『ねぇ社会の生ゴミ料理長、新メニューはいつ頃ごろ産まれそうですか？』ってね!!」

　うわ、肩かた書がきがどんどんヒドくなっていってる。凄すさまじい被ひ害がい妄もう想そうだよ。まぁ……ホントに実現しそうで怖こわい気もするけどね……。

「な、なぁセイ君、どうにか今からでも婚こん約やく解消する方法ってないかなぁ？　一いつ緒しよに考えてくれよぉ、できるだけヘイズ君を傷付けずに、それでいて僕ぼくが殺されずに済む方法をさぁ！　あ、そうだ！　ロキ様ならこういうの得意そうですよね！　ぜひお力を」

　とその時、縋すがるように捲まくし立たてていた料理長の言葉がプツリと途と切ぎれる。何事かと思って料理長の顔を見ると、その視線の先には──。

「なにをコソコソはなしてるの……ダーリンたち」

　愛と怒いかりと悲しみに満ちた、人間状態のヘイズがいた。うん、何て言うか……ダークネスなオーラがマジでヤバい。
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「ダーリン……ヘイズとケッコン、いやだったの？」

「いやっ違ちがう！　別に嫌いやとかじゃないんだよ？　ヘイズ君は可か愛わいいし、舌足らずだから誤解する人も多いけど実際頭もいい。僕ぼくなんかには勿もつ体たい無ないくらい素す敵てきな女性さ！」

「もったいない？　なら、ダーリンにぴったりだよ。ダーリンいつもいってるよね？　しょうみきげんをよくみろ、もったいないマネはゆるさないって」

　あぁ……それは確かによく言ってる気がする。全すべての食材に最大級の敬意を払はらう、料理長ならではの身に染しみるお言葉だ。

「ねぇダーリン。ヘイズのきもち、ソマツにしないで？　ほら……ゆびわ、だして」

「指輪を？　こ、こうかい？」

　言われるまま、婚こん約やく指輪を塡はめた薬指を差し出す料理長。するとヘイズはその指輪に自分が塡はめた指輪を合わせ、上うわ目め遣づかいと甘あまい声のコンボで囁ささやく。

「ケッコン、しよ？」

「いいですとも！」

　っていいんですかい！

「あっ、いやっ、いいって言うかその……ああああセイ君ロキ様っ、僕ぼくは一体どうすれば！」

「知るかっ！　ったく、一いつ瞬しゆんマジでやべぇかと思っっちまったがとんだ茶番だったな。アンドの悩なやみも大した事こたぁねーみてぇだし、俺おれらは行くとしようぜ？」

「だね」

　やれやれ、と肩かたを竦すくめてボクたちは歩き出す。料理長、末永くお幸せに──爆はぜろ。







「さ～てと、そんじゃあどこでルーンを使いますかねぇ」

　キッチンを出たあと、ロキはルーン魔ま術じゆつを展開できる場所を思案する。

　今からロキが使う移送ラドのルーンは瞬しゆん間かん移動のためのルーンであって、別に攻こう撃げき的な魔ま術じゆつじゃない。ある程度の広さがあればどこでも展開できる魔ま術じゆつなんだけど……この時間帯の『ヴァルハラ』はいかんせん人通りが激しくて、思った以上に使用が難しかった。

「演習開始の時間が近いからか、エインヘリヤルたちが忙せわしないよね。どうしよう、転移に巻まき込こんで一いつ緒しよに『ヘルヘイム』まで連れていっちゃったら大変だし……」

「もしそうなりゃ大変じゃ済まねー事態だぜ。ここはやっぱ、面めん倒どうでも館の外まで出るっきゃねーかぁ」

　ロキはゴキゴキと首を鳴らしながら、本館入り口を目指して歩く。おいていかれないように小走りでついていくと、なんと入り口前までもがエインヘリヤルで溢あふれかえっていた。

　うわぁ、そりゃそうか。だって二十万人だもん。これはもう完全に時間帯が悪かったね。

「チ、こりゃ下はどこも駄だ目めだな。跳とぶぜセイ。建物の上まで行く」

　言うと同時にボクを小こ脇わきに抱かかえると、ロキは地を蹴けり壁かべを蹴けって宮きゆう殿でんの上まで跳とび上あがる。そしてバサリとマントを翻ひるがえしながら、屋根の上にスーパーヒーロー着地。カッコイイなぁ、ボクもいつかこういうド派手なアクションができるようになりたいよ。

「ボク、宮きゆう殿でんの屋根には初めて上がったけど、ホントに屋根が大おお盾たてで組み上げてあるんだね。一体何枚の盾たてを使ってるんだろう？」

「んー？　そんなの気にした事もなかったな。それより見てみろよセイ、中々眺ながめがいいぜ。ここからなら『ヴィーンゴールヴ』までよぉく見えやがる」

　ニヤニヤと笑うロキの目線を辿たどると、確かにそこには女め神がみの館『ヴィーンゴールヴ』が見えた。ボクの部屋も最上階にあるとはいえ、屋根の上ともなるとまた違ちがうなぁ。

「よぉセイ、ひょっとしてここでワシとかタカに変へん化げすれば『ヴィーンゴールヴ』の中の様子が丸見えなんじゃねーか？」

「!!　た、確かに……ワシやタカは凄すごく目がいいって言うし！　どどどどうする!?　試ためす!?」

「よっしゃ、物は試ためしだやってみようぜ！　いいか、せーのでなるぞ？　せーの、〝マンナ〟」

「セイさんロキ様。こんなところで一体何をしていらっしゃるんでしょうか？」

「「ずぅっ!?」」

　背後からの突とつ然ぜんの声。ボクとロキは揃そろって驚おどろきの声を上げるとともに、飛び上がりながら振ふり向むく。するとそこには怪け訝げんそうに眉まゆをひそめて屋根に降り立つブリュンヒルデさまのお姿があった。

「あわわっ、ブリュンヒルデさま！　ここここれは違ちがいますっ、ボクたちは決してよからぬことを企たくらんでいたわけではっ！」

「って馬ば鹿か野や郎ろうお前、それ寧むしろ全部言っちゃってるやつじゃねーか！　なぁブリュンヒルデ、俺おれ達たちゃ別にアレだよ、ちょいと『ヘルヘイム』に行こうとしてただけなんだ」

「『ヘルヘイム』に、ですか？　それならマンナズのルーンじゃなくて、ラドのルーンを使わなければならないはずですけどね」

　ジトッとした目と声が、ボクらに明らかな非難を訴うつたえてくる。本格的にマズイ、どうにかしてこの状じよう況きようを打破しなければ。

「……ねぇセイさん。よからぬ事を企たくらんでいたわけではないそうですけど……もしそれが本当なら、正直に答える事もできますよね？」

「え、えぇ、もちろんです。実を言うとですね、その……企たくらみは、ありました」

「正直に答えてくれて、私嬉うれしいです。で、どんな企たくらみでしょう？」

「あぁいえっ、それはちょっと一口には説明できないと申しますか……」

「へぇー？」

　ダ、ダメだ、これはもう完全に怪あやしまれてる。いかにブリュンヒルデさまがピュアなお心の持ち主でも、いい加減ボクの紳しん士しの仮面に気付き始めたのかもしれない。

「お、オイオイそういう決め付けはよくないぜブリュンヒルデ。俺おれ達たちはよ、マンナズでスレイプニルに変へん化げできりゃあ『ヘルヘイム』まで走っていけると思っただけだ。運動にもなるしな」

「いえ普ふ通つうはなれませんよ。フェンリルにまで変へん化げできたセイさんじゃあるまいし」

「だからそのセイと協力してコンビ変へん化げすりゃあ、できるかもしれねーだろ？」

「な、なるほど確かに！　失礼しましたロキ様、その発想は私にはなかったです」

　うわっ……ブリュンヒルデさまのお心、ピュアすぎ……？　どうしてそんな下手な言い訳に誤ご魔ま化かされちゃったんですか。今はその方が好都合だけど、ボクはそんなあなたの将来が逆に心配です……。

「ですがそもそもの話、どうして『ヘルヘイム』なんかに？　あそこは本来、生者がみだりに出入りしていい場所ではありませんよ？」

「あ、それはですね──」

　ボクはブリュンヒルデさまが納なつ得とくして下さっているうちに話題を変えようと、早口に今の状じよう況きようを説明する。ブリュンヒルデさまはフェンリル解放計画のことを既すでにご存じだし、話してしまっても問題はないからね。

　するとそれを聞いたブリュンヒルデさまの口から、思おもい掛がけないセリフが飛び出した。

「竜りゆうの心臓……心臓、竜りゆうの…………あっ！　それなら私に心当たりがあります！」

「えぇっ、ホントですか!?」

　ボクとロキは思わず顔を見合わせる。ブリュンヒルデさまは人差し指をこめかみに押おし当あてると、昔を思い出すように言った。

「あれは今から三十六万……いえ、二百年くらい前でしょうか。まだ私が『ヒンダルフィヨル』の炎ほのおの館に閉とじ込こめられていた時、そこを訪おとずれた人間の英えい雄ゆうシグルズが誇ほこらしげに語っていました。〝おれは欲にまみれた邪じや竜りゆうの首を刎はね、心臓を焼いて殺した〟──と」

「心臓を焼いた……？　つまり、竜りゆうにはちゃんと心臓があるって事か！」

　興奮気味に言って拳こぶしを握にぎるロキ。そっか、すっかり失念してたけど、シグルズさん本人に話を聞くっていう選せん択たく肢しもあったんだ。さすがはブリュンヒルデさまだよ。

「情報助かったぜブリュンヒルデ。で、シグルズは今どこだ？　まさか生きちゃいねぇだろうし、エインヘリヤルの中にもいねーとなると……やっぱ『ヘルヘイム』だよな？」

「はい。彼かれは炎ほのおの館を発たった数年後に、陰いん謀ぼうに巻まき込こまれて暗殺されてしまいましたから……」

「……暗殺……」

　竜りゆう殺ごろしの大だい英えい雄ゆうの最さい期ごが、暗殺……か。

　誉ほまれある戦死じゃないからエインヘリヤルとして『ヴァルハラ』に迎むかえられることもなく、ただの死者として『ヘルヘイム』に堕おちた最強の英えい霊れい。彼かれは今、どんな気持ちで地じ獄ごくの闇やみに服しているのだろう。

　彼かれに会うことができたなら、色々と話を聞いてみたいな。彼かれだけが知る、昔のブリュンヒルデさまの話とかも含ふくめて。

　と、その時。何やら思いつめた表情を浮うかべていたブリュンヒルデさまは、意を決したように口を開いた。

「あの、ロキ様。『ヘルヘイム』に行くのなら、私も一いつ緒しよに連れて行って下さいませんか？」

「ん？　そりゃ別に構わねーが……任務があるんじゃねーのか？」

「それはそうなのですが、どうせ今日は仕事をサボってどこかに消えたヘルムヴィーゲを捜さがし回まわるだけになりそうですから。だったら私も久ひさし振ぶりに会ってみたいんです……シグルズに」

　真まっ直すぐロキの目を見つめ返し、真しん摯しな気持ちを言葉にするブリュンヒルデさま。

　彼かの女じよはシグルズさんに会って、一体どんな話をするんだろう。彼かの女じよにとってシグルズさんは……シグルズさんにとっての彼かの女じよは、一体どういう存在なんだろう。

　どうしてだろう……それを考えると、胸むねの奥おくがズキリと強く痛む。この痛みは……ひょっとすると嫉しつ妬と心しん？

（……バカだな。ボクは沢たく山さんの方々の力を借りて、やっとこ英えい雄ゆうっぽいことをした程度のイノシシだぞ？　そんな男がブリュンヒルデさまの事情に嫉しつ妬とする余地なんかないじゃないか）

　そう。口出しなんかできるわけがない。所有者気取りなんかする前に現実を見ろよセーフリームニル。彼かの女じよはボクのモノでもないし、ボクは彼かの女じよのモノでもないんだから──。

　ボクは軽く頭を振ふって、心に湧わいた負の感情を振ふり払はらう。と同時に、ボクはある幻まぼろしを見た。

「？」

　ボクの体からジワジワと、ブリュンヒルデさまに向かって伸のびていく黒い澱おり。ボクが気持ちを切きり替かえた瞬しゆん間かんに、それはスッと搔かき消きえた。

「何だ……今の……？」

「？　どうかしましたか？　セイさん」

「い、いえ、別に……」

　シパシパと瞬まばたきを繰くり返かえすボクに気付き、ブリュンヒルデさまが声を掛かけて下さる。ボクは心配させないように前足を振ふって、何でもないとアピールした。

「よし。じゃあ行くぜ。《ユミルの頭ず蓋がいに敬けい拝はいを。その軀むくろには接せつ吻ぷんを。我ここに、全ぜん知ちを暴あばき神かむさびせしは不ふ易えき不ふ変へんの当とう為いなり。有う為い転てん変ぺんの世を崇あがめ、未知、転移、循じゆん環かんと停てい滞たいを象かたどり示せ！　フサルク第五のルーン──ラド！》」

　ロキの詠えい唱しようにより、魔ま術じゆつは無事発動。天高く伸のびる移送ラドの光に抱いだかれて、ボクらは向かう。

　死と闇やみと氷が支配する昏くらき大地……『ヘルヘイム』へ。
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　ロキが発動させた移送ラドのルーン魔ま術じゆつによって、転移の光が天高く立たち昇のぼる。

　その光に導かれるようにやって来たのは冥めい界かい『ヘルヘイム』。命ある者たちが死を迎むかえた時、その多くが辿たどり着つくことになる死者の国だ。

「ブルル……相変わらず寒いところだなぁ。一いつ瞬しゆんで風邪かぜひいちゃいそうだよ……」

　前に訪おとずれた時も思ったけど、この世界の寒さは尋じん常じようじゃない。

　あまりの寒さに闇やみが霞かすみ、地面はヒビ割れ、転がる岩は霜しもを降ろして真っ白。草木は芯しんから凍こおり付つき、見事な氷のオブジェと化している。転移してくると同時にロキが施ほどこしてくれた体温保護ソウエルのルーン魔ま術じゆつがなかったら、ボクも今いま頃ごろはすっかり冷れい凍とう食品だろう。

「ここは……ひょっとして『フヴェルゲルミルの泉』ですか？」

　静かに辺りを窺うかがっていたブリュンヒルデさまが、ポツリと呟つぶやく。

　言われてボクも見回してみると、そこは薄うす暗ぐらい洞どう窟くつの中。氷の泉が僅わずかな光を反射し合う、神秘的な空間が広がっていた。

　間ま違ちがいない。ここは世せ界かい樹じゆ倒とう壊かい未み遂すい事件の時、ボクらが邪じや竜りゆうニーズヘッグと戦った場所だ。

「例の事件の時、俺おれが悠ゆう長ちようにラドを刻めるとこっつったらこの場所しかねーだろ。セイがニーズヘッグと一いつ騎き打うちしてる隙すきに、ちょちょいとな」

「ロキ……ボクが死にながら頑がん張ばってた裏でそんなことしてたんだね……」

　今明かされる衝しよう撃げきの事実。ボクは何だかやるせない気持ちになったけど、まぁそのお陰かげで今回楽に『ヘルヘイム』まで飛べたと思えば、許せないこともないか。

　何しろ前にブリュンヒルデさまから聞いた話だと、ラドのルーンっていうのは万ばん能のうじゃない。以前に一度でもその場所を訪おとずれ、最後にルーン文字を刻んだ場所にしか飛べないらしいからね。ということはつまり、ロキはそれ以降別の場所にはルーンを刻んでいないことになる。

「しかし妙みようだな。実は事件の後にも俺おれは一回ここに来てるんだが、その時も今もニーズヘッグの姿が見えねぇ。『フヴェルゲルミルの泉』はやめて、どっかに移住でもしたのかねぇ？」

　ロキが言うように、今の泉にはニーズヘッグがいる気配はなかった。もしいてくれればついでに話を聞くこともできたんだろうけど……。

　まぁいいや。竜りゆうの心臓の話なら、大だい英えい雄ゆうシグルズに聞けば一発解決だろうしね。

「ブリュンヒルデさま。シグルズさんに会うためにはどうすればいいんでしょう？」

「そうですねぇ……彼かれなら多分、『ヘルヘイム』のどこかで夫ぶ役やくに服しているはずです。それはこの『ヘルヘイム』の女王・ヘル様にお尋たずねすれば分かるかと」

「あぁその通りだ。つーわけで早さつ速そく向かうとしようぜ？　女王ヘルが住まう屋や敷しき、『エーリューズニル』にな！」

「？　ロキ、何かちょっとテンション高くない？」

「ん、そうか？　まぁまぁ別にいいじゃねーか！　さぁ、屋や敷しきならこっちだぜ！」

　いやに活いき活いきとするロキを先頭に、ボクらは極ごつ寒かんの大地を北へ北へと突つき進すすむ。今ボクらがいる『フヴェルゲルミルの泉』があるのは『ヘルヘイム』の東とう端たんだから、目指すヘルさまのお屋や敷しきは『ヘルヘイム』の北東の果てにあるようだ。

「うむむ……よりにもよって北方向かぁ……」

　──人間界『ミッドガルド』の地底深くに、真まっ直すぐ横一文字に広がっているという巨きよ大だいな大地の裂さけ目め、『ギンヌンガガプ』。

　その淵ふちより北側に位置している地の総そう称しようが、『ヘルヘイム』。言わば九界の最北だ。そんな世界の更さらに北ほく端たんに向かうなんて、それは本来なら自殺行こう為いでしかない。

　どうしてかって？　簡単だよ。こことは真逆、裂さけ目めより南側には『ムスペルヘイム』と呼ばれる灼しやく熱ねつの地が広がっていて、それによって世界の気候はバランスよく保たれているんだ。

　北に向かう──つまり『ムスペルヘイム』から離はなれていくほど、ボクらは熱から遠ざかっていくことになる。

　歩くたびに増していく冷気。凍いて付ついたように変わらない風景。ひょっとしてこのまま遭そう難なんしてしまうのではないかという不安が、頭の中で次し第だいに大きくなっていく。

「……！　ねぇ見て、あそこ！」

　そんな矢先、チラチラと揺ゆれる赤い光が見え始めた。篝かがり籠かごに焚たかれた無数の照明……それはつまり、そこに誰だれかが暮らす建物があるということを意味している。

「ふぃ～。お二人ともご苦労さん、到とう着ちやくだ」

　不意に足を止め、ニヤリと口こう角かくを吊つり上あげながら正面を見上げるロキ。

　そこにそそり立っていたのは、巨きよ大だいな血染めの鉄てつ扉ぴ。その扉とびらを見た瞬しゆん間かん、ボクは寒さとは別の何かを感じ取り、体が震ふるえた。

　思考するよりも先に、体が直感したんだ。死よりも冷たいこの宮きゆう殿でんこそが──。

「ようこそ相棒。死を統すべる女王の館……『エーリューズニル』へ」

　その瞬しゆん間かん、まるでその声が合図だったかのように厳おごそかな扉とびらが開き出す。

　そこに生じた隙すき間まから流れ出てくる、生なま温あたたかい空気。首筋を撫なでるようにして通り過ぎるその空気に、ボクは思わず情けない声を上げてしまった。

「う～ん、あったか～い！」

　その空気、まさに極ごく楽らく！　ナニコレ、めちゃくちゃ過ごしやすい暖かさじゃないか！　ボクはさっきまでの恐きよう怖ふを忘れて思わず屋や敷しきに転ころがり込こむ。

「くっくっく！　当然だぜ。寒いとこに寒いまんまでいたら、死人だって死んじまうよ。そら、ブリュンヒルデもさっさと入りな。ここまでくりゃあもう安心だぜ」

「は、はい……。あれ、『エーリューズニル』ってこんなにも温かな雰ふん囲い気きのお屋や敷しきだったんですね。私、少し誤解していました」

　面食らったようなお顔のブリュンヒルデさまが入ると、屋や敷しきの扉とびらは自動的に閉ざされる。

　いや～、ボクもブリュンヒルデさまと同意見だよ。死の女王さまのお屋や敷しきってことで勝手に冷たいイメージを浮うかべてたんだけど……全然そんなことなかった。

　豪ごう華かなシャンデリアにふかふかのレッドカーペット、壁かべには派手なタペストリー。どれもこれもが暖色で、見た目からも暖かさが伝わってくる。

「タペストリーに描えがかれているルーン文字、ソウェルですね？　なるほど、この『エーリューズニル』は建物自体に大量の保護のルーンが刻まれているという訳ですか」

「目め聡ざといじゃねーかブリュンヒルデ、正解だ」

　言いつつ、ロキはボクたちに使用していたソウェルのルーンを解除する。そして大きく伸のびをすると、そのまま屋や敷しきの奥おくに向かってズンズンと歩き出した。ふむ……勝手知ったる我わが家やといった感じだけど、もしかしてロキはここに通い慣れてるのかな？

　と、ボクが疑問に思った時だった。

「あ～っとお客様！　勝手に歩き回られては困り……ハッ、これはこれはロキさま！　遠路はるばるようこそお出いで下さいました！　ですがその、今回ってその、ちゃんとアポとってましたっけ？」

「〝ガングレト〟か。何だ、アポが要いるってのか？　この俺おれに」

「あいやっ、滅めつ相そうもないです！　でもいきなりですとご主人さまが怒おこるというか、わたくしが怒おこられるというか……」

　どこからともなく現れて、あわあわと対応するメイドのお姉さん。ガングレトっていうのは彼かの女じよの名前なのかな？　何だかやけにカッコいい響ひびきだけど。

　長い黒くろ髪かみ、真しん紅くの瞳ひとみ、褐かつ色しよくの肌はだに細長くて尖とがった耳……身体的特とく徴ちようからして、どうも種族はスヴァルトアールヴっぽい。ボク、黒くろ妖よう精せいは初めて見たかも……。

　とその時、マジマジと見つめるボクと彼かの女じよの目がピタリとあった。

「ややっ？　こちらのイノシシは……お心こころ遣づかいどうもですロキさま！　早さつ速そく今夜、ジビエ料理として使わせていただきますね！」

「いやいやいや違ちがいます違ちがいますっ！　ボクは手て土産みやげじゃありません！　れっきとしたロキのお供ともですから！」

「お供そなえ物もの？」

「お・と・も！」

「あ～っ、なるほど、ロキさまの付つき添そいなんですね！　そちらの方もですか？」

　言って、ガングレトさんは注意深い目をブリュンヒルデさまに向ける。ブリュンヒルデさまは軽く会え釈しやくをして肯こう定ていの意思を示した。

「こ、これは大変失礼いたしました！　わたくしめはガングレトと申します、女王ヘルさまの下げ女じよです。どうせこの案内が終われば出番のない、取るに足らない存在ですので名前なんて覚えて下さらなくても結構ですよ！」

「ず、随ずい分ぶん悲しい自己紹しよう介かいですね……」

　見上げた脇わき役やく根こん性じように思わず涙なみだが。まぁ、本人が全然気にしてなさそうなのが唯ゆい一いつの救いか。

「ささ、どうぞこちらへ！　謁えつ見けんの間までご案内いたします！」

　廊ろう下かの先に手を伸のばし、元気にボクらを案内してくれるガングレトさん。

　だけど……その時のボクは知らなかった。

　彼かの女じよがボクの想像以上の、取るに足らない存在だったということを……。







「はぁ、はぁ……ここです、今度こそ間ま違ちがいないです！　こちらが謁えつ見けんの間まになります！」

「えっと、どう見てもトイレなんですけど……おかしいな、ボクらが謁えつ見けんするのは誰だれかの排はい泄せつ物ぶつか何かでしたっけ？」

　──ガングレトさんによる案内が始まって、はや一時間。

　ボクらは広大なお屋や敷しきの中を歩き回り、屋や敷しき中じゆうのトイレというトイレを見て回った。その数、優に十は超こえている。

「ど、どこも綺き麗れいに清せい掃そうが行き届いてるでしょう？」

「それはそうですけど、できればさっさと目的地までボクらを行き届けて頂きたいんですが」

「……。トイレが十個以上ある事からもこのお屋や敷しきの広さが何となく分かると思うんですけど、実はわたくし……お屋や敷しきの入り口から謁えつ見けんの間ままでのルートを覚えてないんです……」

　だと思ったよ。でなきゃ日々働いている職場で一時間も迷子になったりはしない。

「でも何で逆に、トイレにばっかり詳くわしいんですか？」

「いやいやいや、だってそこ詳くわしくないといざ催もよおした時に辿たどり着つけないじゃないですか！　あの時はもう、本当にギリギリだったんですから！」

「一体何を催もよおして、何がギリギリだったんですか」

　いや、答えてくれなくても分かるけどさ。

　しかし困ったぞ……ガングレトさんが迷いに迷ってくれたお陰かげで、今の自分たちが屋や敷しきのどの辺りにいるのかも分からなくなってしまった。こうなると入り口に戻もどることさえ難しいんじゃないかな……。

「さて、そろそろか」

「え？」

　唐とう突とつにロキが呟つぶやき、ボクは思わず顔を上げる。すると正面の廊ろう下かから、一人の若い男性がこちらに向かって歩いてくるのが見えた。

「ご無ぶ沙さ汰たしております、ロキ様。謁えつ見けんの準備が整いましたのでお迎むかえに上がりました」

　ピシッと整った黒の燕えん尾び服ふくに身を包み、恭うやうやしく頭を下げるその男性。彼かれもまた、スヴァルトアールヴの特とく徴ちようを有していた。纏まとう雰ふん囲い気きは正反対だけど、この人はひょっとして……。

「わっほい兄ちゃん！　助けにきてくれたんね！」

「……ガングレト。ここでは品位を欠く言こと葉ば遣づかいは止よしなさいと、何度も言っているはずです。兄であるわたしに恥はじを搔かかせるつもりですか？」

「ご、ごめんなさいお兄様……」

　お兄さんであるらしい男性に叱しかられて、しゅんと縮こまるガングレトさん。

　とはいえ、その後のケアは忘れない。彼かれは俯うつむいた彼かの女じよの頭を優やさしく一ひと撫なでしてから、ボクとブリュンヒルデさまにスッと向き直った。

「お連れの方々におかれましては、初対面かと存じます。わたしは女王ヘル様に忠誠を誓ちかう下男、〝ガングラティ〟と申します。どうぞお見知り置き下さいませ」

　目を閉じ、右みぎ腕うでをＬ字に折って丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをするガングラティさん。その芸術的なまでの所しよ作さは、まさにできる執しつ事じといった感じだ。

「で、ヘルは準備ができたって？　今日はやけに待たせるじゃねーか」

　今度こそ謁えつ見けんの間まに向けて歩く中、ロキがガングラティさんに苦言を漏もらす。

「お言葉を返すようですがロキ様、我わが主あるじは極きわめて多た忙ぼうなお方です。本来ならアポなしで訪ねて来られても、おいそれと立ち会えるものではないのですよ」

「チッ、相変わらず説教臭くせぇ野や郎ろうだな、お前もよ。んな事こたぁ分かってるから待ってる間、暇ひま潰つぶしにお前の妹の迷子に付き合ってやってたんじゃねーか」

「その点につきましては面めん目ぼく次し第だいもございません。実は自力で応接間まで案内できるかどうか、妹のテストも兼かねていたもので」

「はっ!?　わ、わたくし、知らないうちにテストされてたんです!?」

「あぁ。残念ながら、結果は及きゆう第だい点てん以下だったが」

「ガガーン！」

　頭を抱かかえて蹲うずくまるガングレトさん。そっか、何となく察してたけど、彼かの女じよはデキがイマイチなメイドさんだったのか。そんな人でも下女として使うんだから、案外ヘルさまは懐ふところが深いお方なのかもしれない。

　と……そうこうしているうちにボクらは一ひと際きわ大きな扉とびらの前にやって来た。重苦しいまでのこの雰ふん囲い気き、誰だれに教えられるまでもなく目指していた謁えつ見けんの間まなんだと分かるよ。

　こ、この扉とびらの向こうに、死者たちの女王ヘルさまが……あぁ、ドキドキする。

「ご主人様。お客人をお連れ致いたしました」

「うむ。入って参れ」

　下男の声に返ってきたその声は、ボクが想像していたよりも遥はるかに若々しい。でもそれでいて、思わず平伏ひれふしたくなるほどの威い厳げんと風格があった。

　目の前の扉とびらが音を立てて開き、正面に見えるのは立派な玉ぎよく座ざ。でもそこにはスダレのようなものが垂れていて、玉ぎよく座ざに座すわる女王さまの姿を直じかに見ることはできなかった。

　ロキとブリュンヒルデさまの見よう見まねで広間を進み、ボクは粗そ相そうのないようにしっかりと跪ひざまずく。そしてガングラティさんとガングレトさんが女王の左右に陣じん取どったところで、ようやくヘルさまが声を発した。

「苦しゅうない。面を上げい」

「ブフッ！　なぁにが苦しゅうないだ、お前がわざわざ堅かた苦くるしくしてんじゃねーか！」

　突とつ如じよ噴ふき出だしたロキがガバッとスダレを持ち上げ、奥おくにいたヘルさまのお姿が露あらわになる。

　ロキとよく似た色の長ちよう髪はつに、やや幼さの残る目鼻立ち。シースルーの羽は衣ごろもから伸のびる生足は息を吞のむほど魅み惑わく的だったけど、その色は上半身とは違ちがってヒドく青白い。

　そう……まるで下半身だけが死んでいるかのように……。

「なっ!?　お、愚おろかな……早さつ速そく厳おごそかな空気をブチ壊こわしおったわ！　五分と持たぬとは、我わが父ながら呆あきれた慮りよ外がい者ものなのである！」

　儀ぎ礼れい的な謁えつ見けんを台無しにされ、激げき怒どするヘルさま。いや、いきなりこんな無礼なことされたら誰だれだって怒おこるでしょ。
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「悪わりぃ悪わりぃ。何か張り切ってるみてーだったから乗っかってやるつもりはあったんだけどよ、我が慢まんできなかった」

「我が慢まんする気など毛もう頭とうあるまい！　どうせ妾わらわを子こ供ども扱あつかいしているのであろう！」

　突とつ如じよ繰くり広ひろげられる口くち喧げん嘩か。な、何？　ロキの顔が広いのは知ってたけど……まさか冥めい界かいの女王ヘルさまとまでお知り合いなの？

「セイさん。ヘル様はロキ様のご息そく女じよなんですよ」

「ぅえぇっ!?」

　こそっとボクに耳打ちするブリュンヒルデさま。耳にかかる吐と息いきがこそばゆいだなんて、そんな不ふ埒らちなことは言ってられない。ボクは全身の毛を逆さか立だてて絶ぜつ叫きようするしかなかった。

「つ、つまり……あのフェンリルのお姉さんか、妹さんってこと？」

「！　ほほう、兄上は其方そちのようなイノシシ風ふ情ぜいに呼び捨てられておるのか。魔ま狼ろうと謳うたわれるあのケダモノが、随ずい分ぶんと丸くなったようであるな」

「そう仰おつしやられるということは、ヘルさまはフェンリルの妹君であらせられますか？」

「如何いかにも。そして何を隠かくそう、この狡こう猾かつ神しんロキの長女なのである」

　うわ、ご本人の口から言われてしまったら、もう疑う余地はない。

　世界を滅ほろぼすと予言された最強の狼おおかみに、冥めい界かいを統すべる女王……一体何なんだ、ロキってばとんでもない家族構成じゃないか！

「くっくっく！　驚おどろいたか相棒。俺おれって実際スゲーだろー？」

「いやいや凄すごいなんてもんじゃないよ！　さすがは神界ナンバー２！　今いま更さらだけど、ボクなんかが相棒だなんていい気になってていいのかな……」

「オイオイそこで卑ひ屈くつになるのはナシだぜ。もっと単純に考えろよ。この俺おれに認められた時点で、お前もタダ者じゃねーんだってな」

「う～ん……そう言われても……」

　そもそもの話、ボクがロキに目を付けられた理由ってなんだっけ。

　確か、最初はドラゴン変へん化げの力に興味を持たれたんだったかな。それは何だか凄すごいことらしいけど、ボクとしては普ふ通つうのことだと思ってたからそんなに自分を誇ほこれないよ……。

　でもその時、思おもい悩なやむボクの背中に温かな手が乗せられる。その手の主は他でもない、優やさしい笑えみを浮うかべたブリュンヒルデさまだった。

「大だい丈じよう夫ぶです。セイさんは胸を張っていいんですよ。覚えてますかセイさん、あなたが初めて『ヴァルハラ』にやって来た日の事を」

「初日のことですか？　そりゃ～忘れられませんよ。だってボク、初日から事故で焼け死んじゃいましたからね……」

　忘れもしない。あの日──ボクは料理になるために『ヴァルハラ』までやって来ておいて、料理になる前に死んでしまった。

　フランベに挑ちよう戦せんしようとして失敗し、火事を起こしてしまったヘイズと、それに不幸にも巻まき込こまれてしまったブリュンヒルデさま。そんな二人を自分一人の力で助けようとした結果、自分だけ逃にげ遅おくれるというね……。

「初しよっ端ぱなからカッコ悪いですよね……ホント、ドジなイノシシなんです」

「っ、違ちがいますっ！　あなたがそうなってしまったのは、私とヘイズちゃんを助けるためなんですから！」

　途と端たんに口調を強めるブリュンヒルデさま。ボクは驚おどろいて彼かの女じよを見上げる。

「不注意で炎ほのおに巻かれた私とヘイズちゃんを、セイさんは文字通り命を賭として救い出してくれました。あれはとても勇ゆう敢かんであり、称しよう賛さんされるべき振ふる舞まいです。あなたはこんなにも小さくて可か愛わいらしいイノシシなのに……あの時の私には、誰だれよりも偉い大だいな英えい雄ゆうに見えたんです。本当に……今でも心の底から、感謝しています」

　ブリュンヒルデさまはそう仰おつしやると、薄うす紫むらさきの両目を潤うるませる。

　……愛する女性にそうまで言われちゃ、胸を張らないわけにはいかないよ。ボクは勇ましく蹄ひづめを鳴らし、自分の心を奮い立たせるのだった。

「ふ～む？　詳くわしい事は分からぬが、其方そちは中々に信しん頼らいできるイノシシのようであるな。ま、でなければこの場におるはずもないか。さて父上、そう時間も取れぬ故ゆえ、早さつ速そく用件を聞かせてもらうとしようか。まさか数少ない友人を見せびらかしに来ただけという事もあるまい？」

　成り行きを興味深そうに窺うかがっていたヘルさまが、憎にくまれ口ぐちを交えつつロキに問う。

「うぐっ、耳が痛いてぇ事を……まぁいい、今回俺おれからお前に聞きてぇのは一つだ。人間の大だい英えい雄ゆうシグルズ──そいつの行方ゆくえを知らねーか？」

「シグルズ？　あぁ、あの少々頭を患わずらった竜りゆう殺ごろしか。そやつなら死者の館『ナーストレンド』で、軍団長として腕うでを振ふるっているのである」

「へぇ。つまり『ナーストレンド』まで行きゃあ奴やつに会えるって訳か」

「そうなんだ！　じゃあ早く行ってみようよロキ！」

「あぁそうだな……いや待った！　そりゃ駄だ目めだっ！」

　突とつ然ぜんの大声。珍めずらしく本気で慌あわてた様子のロキが、しまったと言わんばかりに顔をしかめている。な、なに？　何かマズイことでもあったかな？

「……『ナーストレンド』には……行けねぇ」

「？　どうして？　シグルズさんは目の前なのに」

「いや……そこにはシグルズ以外にも、〝お前ら〟がいるっていうか……」

　お前ら？　何それ、どうして複数系？　ボクとブリュンヒルデさまのことを言ってるのか？

「あぁ、違ちがう違ちがう！　とにかく駄だ目めだ！　いやほらアレだよ、また寒ぃ中をウロウロすんのもキツイだろ？　でもってシグルズに会えばどうせ長話になる。『ナーストレンド』にゃあここみてーにソウェルのルーンは刻まれてねーからよ、こっちに呼び寄せちまった方が得策だぜ」

「まぁ、確かにそうであるな。妾わらわは忙いそがしい故ゆえこれ以上の相手はできぬが、応接間を貸してやるのである。シグルズを呼び寄せてやるから、話はそこでするがよい」

　ヘルさまはそう仰おつしやると、隣となりに控ひかえていたガングラティさんたちにそれぞれ指示を出す。ガングラティさんは懐ふところから小さな角笛を取り出しながら部屋を出ていき、ガングレトさんが応接間までの案内をしてくれた。もちろん道に迷いそうになったけど、ロキが逐ちく一いち口出ししてくれたお陰かげで迷わずスムーズに辿たどり着つくことができた。

「ブリュンヒルデさま。もうすぐシグルズさんに会えますね」

　応接間のふかふかソファーに飛び乗って、ボクは隣となりに座すわるブリュンヒルデさまに言った。

「ふふ、そうですね」

　答えるブリュンヒルデさまは笑え顔がおを見せているものの、どういうわけか言葉は少ない。ボクは思い切って、ちょっとだけ話を広げてみることにした。

「彼かれはどんな人だったんですか？」

「そうですね……それほど多く話をした訳ではないので、あくまでも表面上での人ひと柄がらですけど……クールで熱い人でした」

「？　どっちなんですか、それ」

「クールを装よそおった熱血漢、でしょうか。とにかく自じ慢まん話ばなしが大好きで、黙だまって聞いてあげるといつまでも喜んで話していました」

「い、意外と子供っぽい人なのかな、竜りゆう殺ごろしの大だい英えい雄ゆう……」

「そうですね。どこまでも謙けん虚きよなセイさんとは、正反対の人でしたよ」

　正反対かぁ……。ブリュンヒルデさま的には、どっちの方が好みのタイプなんだろう。まぁ、ボクは謙けん虚きよっていうよりはただ卑ひ屈くつなだけなのかもしれないけど。

　何だかんだ言って、ボクも彼かれと会うのが少しだけ楽しみになってきたよ。早く連れて来てくれないかな～……って、そんな早くは無理だよね。

　──ズズンッ！

「うわあっ!?　なになに今の！」

　前まえ触ぶれなく起こった、大きな地じ響ひびき。バランスを崩くずしてソファーの上で転がるボクをサッと拾い上げ、ブリュンヒルデさまは剣けんを鞘さやから走らせて窓まど際ぎわに駆かけ寄よる。

「！　そんな、あれは……！」

　驚きよう愕がくの声が部屋に響ひびく。

　窓の外、凍いて付つく闇やみに翼つばさを広げて館を覆おおう巨きよ大だいなドラゴン。見み間ま違ちがうはずがない。ヤツこそかつてボクと死し闘とうを繰くり広ひろげた千せん蛇じやの王──ニーズヘッグだった。







「んん？　グフフ……これはこれは誰だれかと思えば狡こう猾かつ神しんロキ！　それにそっちの女はぁ……なるほどヴァルキューレの長女か。それと……ヒェッ!?　イィィイノシシ様っ！」

　窓から外へ出てきたボクたちの姿を見た瞬しゆん間かん、ゴロンと仰あお向むけになって服従を示すニーズヘッグ。いやいや、キミ犬じゃないんだから。

「そんなに怖こわがるなんてヒドいよニーズヘッグ。ボクたち友達でしょ？」

「おぉぉおお気に障さわりましたでしょうかっ!?　どうかお許しをっ！　何なに卒とぞっ、何なに卒とぞっ！」

「……」

　はぁ、どうしてこうなっちゃったのかなぁこのドラゴン。まぁあれだけ滅めつ多た斬ぎりの滅めつ多た刺ざしにしちゃったわけだし、仕方がないことなのかもしれないけど……。

「ほう。不ふ滅めつを謳うたうドラゴン種にこうまで深く恐きよう怖ふ心しんを植え付けるとは……貴様何者だ？」

　その時、初めて聞く声が耳に届く。声はニーズヘッグの手の中から聞こえた。

　ボクらが揃そろって声のした方に目を向けると、そこから勢いよく飛び出してくる一つの影かげ。ムーンサルトで弧こを描えがき、左手を地に、右手を天にそれぞれ伸のばして華か麗れいに着地を決めたのは、漆しつ黒こくのプレートアーマーで全身を覆おおう謎なぞの騎き士しだった。

　も、もしかして、彼かれこそが……。

「待たせたな。まぁ真しん打うちだから仕方がない。このおれこそが生ける伝説、いや、死してなお伝説を築き続ける男。竜りゆう殺ごろしの大だい英えい雄ゆうシグルズとは……このおれのことだっ！」

　豪ごう華かな装そう飾しよくが施ほどこされたヘルムを脱ぬぎ去り、素す顔がおを露あらわにする大だい英えい雄ゆう。

　燃もえ盛さかる炎ほのおのような赤あか髪がみ赤あか目め。煌きらめく白い歯。涼すずしげな風ふう貌ぼう。このイケメン……妙みように若々しい外見だけど一体何なん歳さいの頃ころに亡なくなったんだろう？　謎なぞの呼吸法でも極きわめてるのかな？

「ここまでご苦労だったな、竜りゆうよ。どうだ？　よければこのまま、おれの騎き竜りゆうとして取り立ててやってもいいが？」

「あ？　寝ね言ごと言ってんじゃねぇぞニンゲン。俺おれ様さまはイノシシ様との約束を果たすためにヘル様の命令を聞いてやってるだけだ。あまり俺おれ様さまを舐なめるんじゃねぇ」

「つれない返事だ、だが構わん。竜りゆうなどこのおれにとっては単なる足あし枷かせでしかないのだから。この身一つで天地を駆かけ、勝利を摑つかむ。それがおれという男の生いき様ざまだ」

「いやテメェもうとっくに死んでるじゃねぇか！　……じゃあイノシシ様、俺おれ様さまはここで待ってるんで、この馬ば鹿かと話を済ませちまって下さい」

「う、うん……ありがとう」

　あれ、何か……この大だい英えい雄ゆうさん、ちょっと脳内が残念そうな気がするぞ……。

　ま、まぁ今はそんなことより部屋に戻もどろう。保護のルーンもなしに応接間を飛び出しちゃったから、とにかく寒い。周囲からドンドン熱を奪うばわれるこの感覚は結構な恐きよう怖ふだよ。

　ちょっと行ぎよう儀ぎが悪いけど、ボクらはシグルズさんも含ふくめて窓から応接間に戻もどる。今部屋にいるのはボクとブリュンヒルデさま、ロキとシグルズさんの四人。迷子役のガングレトさんには、少しの間席を外してもらった。

「さぁてと、まずは改めて自己紹しよう介かいといきますか。俺おれはロキ、アース神族だ。神界『アースガルド』じゃナンバー２をやらしてもらってる」

「ほう。なるほど、強つよいな貴様。とてつもない魔ま力りよくを感じるぞ」

「そりゃどーも。で、お次は……ほら、セイ」

「あ、えっと、ボクはセーフリームニルです。みんなはセイって呼びます。『アースガルド』の『ヴァルハラ』っていう宮きゆう殿でんで、食材兼けんコック見習いをやっているただのイノシシです」

「む……このイノシシは普ふ通つうに喋しやべるのか。だが言葉はあまり堪たん能のうではないようだな。コックなのに食材をやっているとは、意味が通らん」

「いえ、そのままの意味ですよ？　ボクは食材もやってるんです」

「何だと……？　馬ば鹿かな、食べられれば死ぬだろう。まさか生き返るとでも言うつもりか？」

「えぇまぁ」

　しれっと返すボクの言葉を受けて、シグルズさんは表情を失なくして固まる。そして無言のままボクを指さすと、ギギギッとぎこちない動きでブリュンヒルデさまの方に視線を向けた。

「ふふっ、噓うそではありませんよ？　彼かれは本当に、何度でも生き返れるんです」

　心なしかちょっとだけ自じ慢まんげに、彼かの女じよはそう答えた。何だかボクも、ちょっとだけ誇ほこらしい。

「そ、そうか……ふむ。理り屈くつはどうあれ、お前がそう言うのであればそうなのだろう。お前は冗じよう談だんなど言わない女だったからな。……久しいな、ブリュンヒルデ。再会を嬉うれしく思う」

「お久ひさし振ぶりですシグルズ。こうしてまた会える日が来るなんて、思ってもみませんでした」

　答え、二人はしばし無言で見つめ合う。ブリュンヒルデさまは今、一体どんなお気持ちでいるんだろう。残念だけどボクには想像もつかないよ。

　でもまぁ、もしもラブコメの波動を感じたならボクが即そく座ざに阻そ止しするまでだけどね。

「よし、お前まえ達たちの正体は分かった。ならば今度はこちらの番か。先の名乗りの通り、おれの名はシグルズ。人はおれを、親愛と憧どう憬けいを込こめてこう呼んだ。〝竜殺しの大英雄ジークフリート〟とな！」

　ガキンと胸きよう甲こうを叩たたいて鳴らし、ついでに鼻も鳴らしてシグルズさんは言った。

　ジークフリート・シグルズ。こうして言葉を交かわしてるっていうのに信じられない。人間界『ミッドガルド』の歴史上で最強の戦士が、今ボクらの目の前にいるんだ。

「……そうでしたね、シグルズ。だからこそ私わたし達たちは、あなたに会いにやって来たんです」

「ほう、それは……おれが竜りゆう殺ごろしを成した時の話を聞きたい、ということか？」

「その通りです。昔、シグルズは私に話してくれましたよね？　竜りゆうとの戦いの話を。あの時の事をもっと詳くわしく私わたし達たちに教えてほしいんです」

　ブリュンヒルデさまは少しだけソファーから腰こしを浮うかせ、前のめり気味にシグルズさんに問とい掛かける。問われたシグルズさんは勿もつ体たいぶるように長い溜ため息いきをついて前まえ髪がみを搔かき上あげると、ソファーから勢いよく立ち上がって言った。

「そうか……そうか！　そこまで言うならば聞かせてやろう！　この大だい英えい雄ゆうの物語、一から十まで嫌いやと言うほどな！」

「いえあの、別に竜りゆう殺ごろしの話だけで結構なので」

「サービスだ！　なぁに、極きわめて長い話になるが遠えん慮りよはいらん！」

　あ、これ完全に聞く耳持たないヤツだ……。

　まぁ自じ慢まん話ばなしが趣しゆ味みの人みたいだし、仕方ない。ここは大人しく彼かれの話を聞きましょうかね。

「おれは……両親の顔を知らずに育った。代わりにおれを育てたのはドヴェルグの鍛冶かじ師し、その名を〝レギン〟と言った」

　レギン──。つい昨日にも、ヴィズガさんの口から出てきた名前だ。

　よくよく考えると、そのレギンって人はとんでもないな。何せ〝ヴェルンド〟さん──『ラグナロク』を制する鍵かぎと言われる〝勝利の剣けん〟の製作者、その師し匠しようでもあるんだから。

「生せい来らいのものもあったのだろうが、長く生きてきた分偏へん屈くつなジジイでな。おれはヤツから厳しい修練を課せられ、戦士としての基き盤ばんを築いたのだ。だがおれがそうして充じゆう分ぶんな力を身に付けた時……レギンは言った。おれの中に流れる特別な血、それに相応ふさわしいだけの偉い業ぎようを果たせ、とな」

「特別な血……だと？」

「そうだロキ。おれの母はどこぞの国の王女であり、父もまた王族に名を連ねる者。そして父は神の恩おん寵ちようを受けた偉い大だいな戦士であったという。レギンは果たすべき偉い業ぎようの難関として、おれに竜りゆう殺ごろしを命じた。『グニタヘイズ』と呼ばれる古い遺い跡せきに棲すみ付く欲深き竜りゆうを屠ほふり、その財宝を奪うばえと。それこそかの有名な魔ま竜りゆう、ファフニールだ」

「ファフニール……確か、レギンさんのお兄さんなんですよね？」

「ん？　あぁ、そうレギン自身が言っていたな。詳くわしいじゃないか、イノシシ」

「そ、それほどでも……」

　やっぱり、ヴィズガさんが言っていた通りだ。いや、そもそもヴィズガさんがシグルズさん本人から聞いたことなんだろうけど。

　でも……何か嫌いやだな。いくら竜りゆうになったからといって、血を分けた兄を殺せだなんて……レギンさんはそこまでして財宝が欲ほしかったんだろうか？　どうしてみんな、そんなにも財宝を欲ほしがるんだろう……。

「おれも当時は若かったな。血けつ気きの勇ゆうに逸はやったおれは早さつ速そくヤツに勝負を挑いどんだが、勝つことができなかった。竜りゆうには生なま半はん可かな剣けんでは傷一つ付けられず、どうにか左胸を貫つらぬいてみてもヤツは倒たおれなかったのだ」

「えっ、左胸を貫つらぬいたのに……？」

　むむむ……じゃあやっぱり、ファフニールにも心臓が無かったってことなのか？

「そも、竜りゆうとは不死の体現者なのだ。腕うでや尾おをいくら斬きり落としたとて、すぐにも再生してしまう無む尽じんの生命力を持っている。が……如何いかなる生物であっても、首と胴どうとを分けてしまえばやはり死ぬ。完全なる不死身、という訳では決してないということだ」

　うん、それは身をもって分かってる。竜りゆう化かが解けた後ならまだしも、ボクは竜りゆう化かを維い持じした状態で確かにロキに殺されたんだから。

「しかしてヤツの首は何よりも硬かたく、斬きり落とすのは至難。そして竜りゆうには心臓以外にも脳という弱点があるが、ヤツは自らが作ったという〝恐きよう怖ふの兜かぶと〟で頭を武装していた。だからおれはどうにかしてヤツの心臓を貫つらぬく必要があったのだ。どうだ？　中々の無理難題だとは思わないか？　竜りゆう殺ごろしというものは」

「はい……正直言って絶望的だと思います」

　英えい雄ゆうシグルズは、果たしてこの難題をどう切きり抜ぬけたのか。どうやらその辺りに、竜りゆうの心臓に辿たどり着つくヒントがありそうな気がするな。

「引ひき際ぎわを弁わきまえるのもまた、英えい雄ゆうの心得だ。一度レギンのもとに帰き還かんしたおれは、早さつ速そくそのことを相談した。するとレギンはおれのために二ふた振ふりの剣けんを打った。一方は我わが父の形見を復元させた、神しん剣けん『グラム』。そしてもう一方は……竜りゆうの心臓を穿うがつ魔ま剣けん、『リジル』だ」

　おぉ、『リジル』！　やっと問題の名前が出てきたね。

「その二ふた振ふりを携たずさえ、おれは再び魔ま竜りゆうと相まみえた。『グラム』によって竜りゆうの鱗うろこを斬きり裂さき、『リジル』によって心臓を刺さし貫つらぬき……おれはようやくヤツを葬ほうむったのだ」

　へぇ～……って、ん!?　ちょっと待った、あんまりサラッと言うもんだからつい聞き流しそうになったけど、今……竜りゆうの心臓を貫つらぬいたって言ったよね!?

「ちょっと待って下さい！　竜りゆうには心臓が無いはずなのに、一体どうやって!?」

「心臓が無い？　ふ、それは大きな間ま違ちがいだぞイノシシ。竜りゆうに心臓は確かにある。だがヤツらは心臓を狙ねらわれた時、防衛本能としてソレを体のどこかに移す。常に左胸に収まっている訳ではないということだな。しかし『リジル』は、その心臓を必ず見つけ出して貫つらぬく魔ま剣けん。いや、貫つらぬいた箇か所しよに心臓を固着させる魔ま法ほうが掛かけられているのだ」

「ほお、なるほどそういう手品だったのか。ありがてぇ、こいつは特大の情報だぜ！」

　顎あごをさすりながらニヤリと笑うロキ。

　流動する心臓を固着させる魔ま剣けん、『リジル』か……どうやらボクらの次の目的は、その剣けんを手に入れることになりそうだね。

「で？　問題の『リジル』とやらは今どこにあるんだ？」

「さてな。おれが殺された後のことなど、知る由よしもなかろう」

　答え、暗い表情になって俯うつむくシグルズさん。そっか……ブリュンヒルデさまの話では、シグルズさんは誰だれかに暗殺されて非ひ業ごうの最さい期ごを遂とげたんだっけ……。

「だがまぁ案ずるな。このおれが築いた英えい雄ゆう譚たんの足そく跡せきを辿たどれば、見えてくるものもあるかもしれんぞ？」

　暗かった表情をパッと明るく切きり替かえ、シグルズさんは二にの腕うでを叩たたいてみせる。あぁ、最初の宣言通りまだまだ話す気満々なんだね……。

「見事ファフニールを討うち取とったおれは、ヤツが二度と蘇よみがえることがないようにその心臓を焼いた。だがその際、驚おどろくべき変へん化かがおれの身に起こったのだ。何だと思う？」

「んなもん俺おれに分かるかよ。勿もつ体たいぶらずにさっさと言え」

「フッ、そうか興きよう味み津しん々しんか。あぁ言うとも。心臓から指へと滴したたる脂あぶらを思わず舐なめ取ったその瞬しゆん間かん、あぁまさにその瞬しゆん間かんだ。なんと！　おれは鳥ちよう獣じゆうの声を解する力を手に入れたのだ！　シジュウカラは囁ささやいた、我わが養父レギンがおれの命を狙ねらっていると！　ヤツはおれに魔ま竜りゆうを倒たおさせ、持ち帰った数々の財宝を我わが物にすべくおれの暗殺を企くわだてているのだと！」

（……ブリュンヒルデさま。これって彼かれが財宝を独ひとり占じめしたいがための妄もう言げんなのでは……）

（あ～……そうとも取れますけど、でも動物の声が聞こえていたのは確かなんですよ）

「そこっ！　ここからがいいところなんだ、私語は慎つつしめ！」

　うぐ、ちょっと内ない緒しよ話ばなししたらめっちゃ怒おこられたよ。意外と地じ獄ごく耳みみな大だい英えい雄ゆうだな……。

「凱がい旋せんしたその日の夜……レギンは確かにおれの寝ね込こみを襲おそいにやって来た。結果は言わずもがなだろう。おれは返かえり討うちにしてヤツの首を刎はね、更さらなる武ぶ勲くんを求めて諸国漫まん遊ゆうの旅に出た。そのすぐあとだ。青せい藍らんの戦いくさ乙女おとめ──ブリュンヒルデと出会ったのは」

「っ！」

　むむっ！　ここから先の話、個人的にはヒジョーに興味があるよ！

　満まんを持じしてのエピソードだ、気合いを入れて聞かせてもらおうじゃないか！

「旅の途と中ちゆう、おれはとある噂うわさを耳にした。霊れい山ざん『ヒンダルフィヨル』にあるという炎ほのおで囲まれた館……そこに麗うるわしき乙女おとめが眠ねむっていると」

「それがブリュンヒルデさまですね！」

「口を挟はさむなイノシシ！　話には順序というものがある！」

「すすっ、すみません！」

　ひぇぇ、また怒おこられちゃったよ。機き嫌げんを損そこねて話が聞けなくなっちゃったら嫌いやだし、ここは少し大人しくしてよう。

「だが館を囲む炎ほのおは、真に勇気ある者でなければ越こえられぬという。おれはおれ自身の資質を試ためすために、その館を目指した。そして……おれは自分が最高の勇者であることを再さい確かく認にんしたよ。試ためしの炎ほのおを軽々と越こえてみせたおれは、館の中──無数の盾たてに守られるようにして眠ねむりにつく乙女おとめを見つけた。それがブリュンヒルデだ」

「そうでしたね～、懐なつかしいです。でもシグルズ、あそこで盾たてを残らず破は壊かいしてしまうなんて酷ひどいじゃないですか。あれは私の神じん器ぎだったんですよ？　お陰かげで今でも神しん技ぎが不完全なままで困ってるんですから」

「ふん、知らなかったものは仕方があるまい。そもそもの話、何故なぜお前はあの場で眠ねむりについていたのだ？　若い頃ころは気にも留めなかったが、今思えば気になる」

「それは……、……それは私が……オーディン様の命めいに背そむいたからです」

　ジッと絨じゆう毯たんを見つめ、絞しぼり出だすようにして答えるブリュンヒルデさま。

　おや？　これはひょっとして……ブリュンヒルデさまの昔話まで聞けちゃうってことかな？

「かつての私はオーディン様の命めいにより、人間界『ミッドガルド』に下りていました。そしてそこである人物をエインヘリヤルとして迎むかえるべく暗あん躍やくしていたんです。その者の名は〝シグムンド〟。当時の人の世にて最強を誇ほこる、ヴォルスング一族の剣けん士しです」

「ほう？　奇き遇ぐうだな。それは我わが父上のことではないか」

「え？　……えぇっ!?　そうだったんですかっ!?」

　ここにきて驚おどろきの事実が判明する。ブリュンヒルデさまはシグルズさんの実のお父さんと面識があったらしい。何か……世界って意外と狭せまいね……。

「フッ、些さ細さいなことだ、続けるがいい」

「さ、些さ細さいですかね……？　まぁ、彼かれの息子むすこであるあなたがそう言うなら……。えっと、なので私はシグムンドを戦死させるのが目的でした。セイさんもご存じですよね？　それがヴァルキューレの任務である事は」

「もちろんです。前にゲルヒさまの任務を見学させて頂きましたから」

　エインヘリヤルとして『アースガルド』に迎むかえ入いれるには、対象となる戦士に戦いくさによる死を与あたえなければならない。それはある意味残ざん酷こくなようだけど……迎むかえられる戦士にとってはむしろ名めい誉よなことだと考えられているようで、大たい抵ていは喜ばれるものなんだとか。

「ですが……その頃ころの私は彼かれの妻〝ヒョルディース〟との間に、浅くない友情を芽生えさせてしまっていたんです。彼かの女じよは夫が生きる事を強く望み、私は……それを聞き入れた。オーディン様が自ら手を下そうとするシグムンドを、戦場から逃にがしてしまったんです」

「へぇ～、意外です。いつでも任務に忠実なブリュンヒルデさまが、まさかオーディンさまに背そむいたことがあったなんて……」

「お、お恥はずかしい限りです。私も当時はまだまだ若かったという事でしょうか……」

　モジモジと身をよじり、本当に恥はずかしそうに縮こまるブリュンヒルデさま。

　あぁ、見たい。今も黄金の林りん檎ごの効果で充じゆう分ぶんにお若いけど、精神的に未熟な頃ころの彼かの女じよをこの目でじっくり見てみたい……。魔ま術じゆつが得意なジークルーネさま辺りなら、過去に飛べる大だい魔ま術じゆつとか使えたりしないだろうか？

　と、それは今度の機会に聞くとして、今はブリュンヒルデさまのお話に集中しよう。

「私が命めいに背そむいた事に激げき怒どしたオーディン様は、私から神格を剝はく奪だつ。昏こん倒とうした私を『ヒンダルフィヨル』の館に置いてとある呪のろいを掛かけました。最初に目覚めさせた者と一生を添そい遂とげねばならないという、呪のろいを。館を炎ほのおで取り囲んだのはせめてもの慈じ悲ひです。将来私と結けつ婚こんする者が、取るに足らない輩やからにならないようにと……」

「ふむふむ、まさかブリュンヒルデさまの過去にそんなことが……って結けつ婚こんですかっ!?　えっ、えっ、しししししちゃったんですかっ!?　結けつ婚こん!!」

　グワーッ！　ここにきて聞きき逃のがせない悲報がぁっ！　まさかボクのブリュンヒルデさまが既すでに結けつ婚こんしていただなんて……！

「し、してません！　してませんよ結けつ婚こんなんて！　そういう呪のろいが掛かかっていると話したら、シグルズはさっさと次の冒ぼう険けんに旅立ってしまいましたから」

「はぁっ!?　シグルズあんた何考えてんのさ!?　そうと知ったら即そく結けつ婚こんでしょ!!　ボクなら弱みに付つけ込こんでまずは」

「おい待て落ち着けセイ！　お前とんでもねー事口走ろうとしてるぜ!?」

「ハッ！　……と、止めてくれてありがとうロキ、助かったよ……」

　いかんいかん、ボクとしたことが紳しん士しにあるまじき行いを暴ばく露ろするところだった。

「弱みに付つけ込こんで、まずは……？」

　あら？　ブリュンヒルデさまは何故なぜか続きに興きよう味み津しん々しんなご様子……。

　いや！　さすがに言えるわけないですから！　ボクが断固としてそう告げると、ブリュンヒルデさまは渋しぶ々しぶといった感じで引き下がるのだった。

「……少々話が逸それたようだが、おれの英えい雄ゆう譚たんはまだ続くぞ。呪のろいによる愛無き結けつ婚こんを望まなかったこのおれは、取とり敢あえずブリュンヒルデに掛かけられた呪のろいを解く手て掛がかりを探して旅に出た。その途と中ちゆうでフン族とブルグント族の争いに巻まき込こまれ、かの『黒き剣けん聖せい』と出くわしたりもしたが……旅は概おおむね順調だった」

　黒き剣けん聖せい！　なるほど、ヴィズガさんがシグルズさんと戦って引き分けたのは、その辺りの出来事だったんだね。

「が、おれの旅が順調なのはそこまでだった。丁ちよう度どライン河か畔はんに差さし掛かかった頃ころだな。その一帯を統治するギューキ王の城へと招かれたおれは、不覚にもそこで忘れ薬を飲まされた。旅の目的を見失い、道どう化けとなったおれはその王子・〝グンナル〟にいいように使われてな。『ヒンダルフィヨル』の娘むすめ──つまりブリュンヒルデとグンナルを引き合わせる事になったのだが……おれはそのすぐあとに……殺された」

「え、ど、どうしてですか……？」

　当時のことを思い出したのか、さすがのシグルズさんもその先のことについては答えない。ボクの質問に代わりに答えたのは、その時の当事者でもあるブリュンヒルデさまだった。

「グンナルが不正を犯おかして私に求きゆう婚こんしたせいで、呪のろいが形を変えて発動してしまったんです。このままでは私、シグルズ、グンナルのうちの誰だれかが死ななければならない。それを聞いた瞬しゆん間かん、グンナルは迷わずシグルズを刺さし殺ころしたんです」

　なっ……そんなことで……。そのグンナルってヤツは最低最悪な男だな……。

「私を最初に目覚めさせた『運命の者』の死によって呪のろいが解け、私は神格を取とり戻もどしました。非道極きわまりない行いをしたグンナルを裁き、『ヘルヘイム』へと導いた私はそのまま『アースガルド』に帰き還かんしたのですが……シグルズの遺産は全すべてギューキ王の手に渡わたり、そして王家は間もなく滅ほろびたのだとか」

「え、滅ほろびた？　繁はん栄えいじゃなくて？　大だい英えい雄ゆうの遺産なんて物を手にしたっていうのにですか？」

「はい。王族もその民たみも、それはもう凄せい惨さんな末路だったとか。視察に行っていたゲルヒルデが言うには、亡骸なきがらは全すべて原型を留めていなかったそうです」

「原型を留とどめていない？　それってどういうことですか？」

「……気分のいい話じゃありませんよ。何でも、全身の皮ひ膚ふが腐くさり落ち、骨は溶とけ、異い臭しゆうを放ち泡あわ立だつ死の泥どろ沼ぬまと化していたとか……。それはまるで、この世の死の全すべてを凝ぎよう縮しゆくしたかのような有あり様さまだったと」

「ッ！　腐くさって原型を留とどめない亡骸なきがら……凝ぎよう縮しゆくされた死、だと……？」

「？　ロキ……？」

　ブリュンヒルデさまの言葉を聞いて、ロキは途と端たんに難しい顔をした。何だろう、何か気になることでもあるんだろうか。

「……以前のエインヘリヤル反乱事件……首しゆ謀ぼう者しやのベルゼの死しに様ざまもそうだった。全身バキバキに折れ曲がって、腐くさって、溶とけて。世界中の死という死を、まとめてぶち込こんだような……。こいつは……こいつは偶ぐう然ぜん、なのか……？」

　小さく何かを呟つぶやき、顔を覆おおった掌てのひらの隙すき間まからロキがこちらに目を向けてくる。

　どうしてだろう……。その目はボクではなく、ボクの中にある何かを見ようとするような、ヒドく恐おそろしい目に見えた気がした。

「……。まぁその辺りの事は後でいい、か。サンキューなシグルズ。お陰かげさんで色々と勉強になったぜ」

「フン、おれの話が何かの役に立ったなら、それでいい。さて……話が済んだのならおれはもう行かせてもらおう。生憎あいにくこちらも忙いそがしい身の上でな、ここ最近は寝ねる間もないほどだ」

「あ、大変な時にお邪じや魔まをしちゃって申し訳ないです。でも何がそんなに忙いそがしいんですか？」

「『ナーストレンド』の男達たちが、総出で船を作っている。〝ナグルファル〟という巨きよ船せんだ」

「へぇ……どうしてそんなものを？」

「『ラグナロク』が近いと聞く。この『ヘルヘイム』も吞のん気きに構えてはいないということだな。もしその時が来たなら、おれとお前たちは敵同士──かもしれないな？　それが嫌いやならいつでもこちらに堕おちて来い。こき使う準備だけは、万ばん全ぜんだ」

　背中で語り、振ふり向むいた横顔で不敵に笑うシグルズさん。

『ラグナロク』は巨きよ人じんとの戦いになりそうだって聞いてたけど、『ヘルヘイム』の軍勢と戦うことになるものなのかな？　天下無む双そうの大だい英えい雄ゆうを相手にするなんて、考えただけでも恐おそろしい。そんな未来がこないことを全力で祈いのるよ。

「ロキ。ボクらのこれからの予定は？」

　ボクはこの場での主導権を握にぎっているロキに問う。ロキは決まってると言わんばかりの落ち着いた様子で答えた。

「もちろん『リジル』を手に入れる。だが……シグルズの遺産を奪うばったギューキ王家が滅ほろんだ以上、『ミッドガルド』で剣けんの行方ゆくえを摑つかむのは至難の業わざだろうぜ。だから一ひと先まずそっちは措おいといて、『ヘルヘイム』でレギン本人を捜さがし出だす」

「あぁ、レギンさん。シグルズさんの養父の人だよね？」

「そうそう。でもって魔ま剣けん『リジル』を打った張本人な。そのレギンが『リジル』を作ったってんなら、そいつにまた同じもんを作ってもらえばいいだけだろ？」

「そっか！　なるほどその手があったよ！」

　レギンさんはシグルズさんが返かえり討うちにしたって話だし、この『ヘルヘイム』のどこかにいるはずだよね。お忙いそがしいところ恐きよう縮しゆくだけど、ヘルさまにもう一度お願いして居場所を教えてもらえれば、アッと言う間に任務完かん了りようだよ。

　と、思った矢先。大おお仰ぎように肩かたを竦すくめたシグルズさんが言った。

「残念だがそう簡単にはいかないだろう。利用されていたとはいえ、ヤツはおれに戦士のいろはを教えてくれた男だ。一度顔を拝みに行きたいとヘルに頼たのんだのだが……あのヘルを以もつてしてもレギンの居場所は知らんと言った。大おお方かた、根暗が祟たたってどこかに隠かくれているのだろうよ」

「マジかよ……冥めい界かいが誇ほこる『隠かくり女め神がみ』の目を欺あざむくなんざ、余よ程ほどのプロだぜ」

　お手上げだと言わんばかりに肩かたを落として見せるロキ。かと言って、ボクらも本当の意味で降参するわけにはいかない。

「しゃーねぇ。レギンの事は俺おれに任せて、セイはブリュンヒルデと一いつ緒しよに一いつ旦たん帰れ」

「そんな、ボクも最後まで手伝うよ。保存食のストックはあるって料理長も言ってたし」

「いんや。結局見つからず仕じ舞まいっつー最悪の事態を想定して、やっぱお前にゃ上で『リジル』探しを頼たのむ。……引き受けてくれるか？」

　なるほど、ここは効率よく手分けしようってわけだね。

　協力することに、もちろん異存はない。ボクはロキの提案を快く引き受けた。

「フェンリル絡がらみの事なので表立っては動けませんが……私もできる限り協力させて頂きますね、セイさん」

「あ、ありがとうございますブリュンヒルデさま！」

　わぁ、なんと心強いお言葉っ、感謝感激だよ！　大おお見み得えを切ったところでボク一人にできることなんて限られてるだろうし……もういっそのこと、ここぞとばかりに二人きりの時間を作って楽しみたいところだね！

　さて、今後の方針が決まったなら長居は無用。ボクとブリュンヒルデさまは速すみやかに『アースガルド』に帰き還かんすべく部屋を出る。

　──その時だった。

「ところでブリュンヒルデ。それとイノシシよ」

　同じタイミングで窓から外に出ようとしていたシグルズが、不意にボクらに声を投なげ掛かけてくる。そして彼かれは……思いも寄らない言葉を続けた。

「実はここ最近、『ナーストレンド』でお前まえ達たちの姿を遠目に見み掛かけたような気がするのだが……ひょっとしてこちらに来ていたか？」

「「…………えっ？」」

　ブリュンヒルデさまも、もちろんボクも、揃そろって惚ほうけた声を出す。

　ボクらが『ヘルヘイム』に来たのは、今日で二回目。ニーズヘッグとの戦いの後から今日までに、この地を訪おとずれた記き憶おくはない。なのにシグルズさんは最近ボクらを見み掛かけただって……？

　一体どういうことなんだろう。どこにでもいるイノシシであるボクはともかく、ブリュンヒルデさまほどの美少女がそうそういるわけがない。他人の空似で済ませるには……。

「別に他人の空似だろ、そんなの」

　突とつ然ぜん横から口を挟はさむロキ。それはボクが今まさに思っていた言葉だったけど、あまりにキッパリ言うものだから逆に面食らっちゃったよ。

　だけど……本当にそうなのかな？　そういうことで……いいんだろうか……？

「あぁったく、わーったよ、気になるならそっちも調べといてやるから、今は早く行け。ほら、ソウェルのルーン刻んでやったから三時間以内に帰れよ。セイを頼たのんだぜ、ブリュンヒルデ」

「あっ、はい！　お任せ下さい！」

　ボクらの帰りを急せかすロキ。ボクの目にはその行動が、何だかいやに不自然なものに映った。

　ロキが何かをボクに隠かくしているんだとして、それは一体何だろう？

　気になるけど……まぁきっと大したことはないんだろうな。だって……。

　だってここは、死者の国。決して死なないこのボクには、無む縁えんの世界なんだから。
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「よぉ～し！　今日から魔ま剣けん『リジル』探しだ！　頑がん張ばるぞ～！」

『ヘルヘイム』から帰き還かんした翌日。朝から一いち念ねん発ほつ起きしたボクは、新たに課せられた使命を声にして張り上げた。

　別にロキに頼たのまれたからってだけじゃない。だってボクは昨日、死者の国『ヘルヘイム』であの伝説の大だい英えい雄ゆうシグルズを直じかに目にしたんだよ？　そんな一大イベントのあとでのほほんと落ち着いてるなんて、そんなのできるわけがない。まぁシグルズさんの性格が思った以上に残念な感じだったのは、ちょっとアレだけど……。

　それに加えて、ブリュンヒルデさまとシグルズさんの間に特別な感情がなかったという話が聞けたのが何より嬉うれしい。胸のつかえが取れて身も心も軽くなったからこそ、こうしてやる気が湧わいてくるのかもしれないね。

「それにしても……大だい英えい雄ゆうの遺産にして、竜りゆう殺ごろしの要になった世界で唯ゆい一いつの魔ま剣けん、かぁ。うんうん、何だかそう口にしてみるとカッコイイかも！　探し出すのが使命とはいえ、個人的にもぜひ手に入れてみたい一品だよ」

　っとと、あんまり浮うかれてばかりもいられないか。

　きっと、冥界したではロキもレギンさんを捜さがして頑がん張ばってるはずだ。どうせだからここは一つ競争ってことで、ロキより早く見つけ出してアッと驚おどろかせてやりたいところだよ。

「さて……まずは何から手を付けて行こうかな」

　こういう時にどうすればいいかは、もう知ってる。一人で悩なやまず仲間を頼たよれば、すぐに道は開かれるんだ。

　今のボクには幸いすぎることに、沢たく山さんの頼たよれる仲間たちがいる。ヴァルキューレさまがたとか、ヴァルキューレさまがたとか、ヴァルキューレさまがたとかね。

　ご自身の任務そっちのけで、いつも親身になってボクの悩なやみに応えてくれる心こころ優やさしい方々。ナデナデしてとお願いしたらホントにしてくれたぐらいだし、もうきっと何をお願いしたって叶かなえてくれるに違ちがいない！

「……なぁ～んてね。しないよ？　そんな甘あまえたこと。今回ばかりはそんな厚こう顔がん極きわまりないことはしないんだ。何故なぜなら昨日寝ねる前に、ちゃ～んとプランは考えておいたからね」

　フフン、前にも言ったはずだよ、ボクはきちんと学習能力を持ったイノシシだって。たまには自分一人だけの力で使命を全まつとうする──それができなくて、何が仲間だというのか。いつも足を引っ張るだけの存在じゃあ、仲間だなんて口が裂さけても言えないよ。

　というわけで……ボクが今回目指すのは、この神界と人間界とを繫つなぐ虹にじの橋『ビフレスト』。その目的はもちろん、人間界『ミッドガルド』にあるギューキ王家の跡あと地ちに、実際に行ってみることさ。

「思わずいつも以上に早起きしちゃったから、今日という時間はたっぷりある。イクスにも昨日のうちに晩ご飯の代行を頼たのんでおいたから抜ぬかりもナシ！　いざ！　未知なる冒ぼう険けんの旅へ、しゅっぱ～っつ!!」

　勇ましく、そして高らかに宣言すると、ボクは進むべき道を真まっ直すぐに歩き出す。

　だけど……進めたその足が止まるのは、ホントにあっという間のことだった。

「駄だ目めだセーフリームニル。お前をここから先に行かせる事はできない」

「ええぇぇぇーーーーっ!?」

　もはやお馴な染じみ〝虹にじの虚うろ〟を経由して、久ひさ方かた振ぶりにやって来た『ビフレスト』。しかしそこへ着いた途と端たん、ボクは橋の番人であるヘイムダルさまに通せんぼされてしまった。

「ど、どうしてダメなんですかヘイムダルさま！　理由を教えて下さい！」

「どうしてかはオレにも分からん。だが一つ言えるのは、それがルールだからだ。神族以外で許可のない者は通してはならない。ルーン魔ま術じゆつの心得がある者も許可なく通してはならない。下界の者達たちを無む闇やみに惑まどわせないためだ」

「どうしてダメなのかよく分かりました」

　うん……。ここまで事細かに説明できておいて、一体何が分からないって言うんだ？　このお方は。

　でも、そっかぁ……まさかボク一人じゃ『アースガルド』から出ることすらできないなんて思わなかったよ。今までそれなりに色々やってきて、ロキやらイクスやら一いち目もく置いてくれる人も増えてきたけど……所しよ詮せんはただの晩ご飯。自分の力だけじゃ足手まといになることさえも許されない、正しよう真しん正しよう銘めい末まつ端たんの存在だったんだなぁ、ボクってヤツは。

「あらあら～？　あなたボクちゃんよねぇ？　こんな所でどうしたのかしら～」

　んっ……!?　こ、このゆったりとした特とく徴ちよう的なセクシーお姉さんボイスは……それにボクを〝ボクちゃん〟と呼ぶお方と言ったら答えは一つ……。

「ヴァルトラウテさま！」

「あ～、やっぱりボクちゃんだったのねぇ。知らない子だったらどうしようかと思っちゃった」

　ほわっと柔やわらかな笑えみを浮うかべて安あん堵どするヴァルトラウテさま。その笑え顔がおには、言葉ではとても言い表せないほどの包容力と母性が満みち溢あふれている。ヴァルキューレ姉し妹まいの四女でありながら、その実最もお姉さんらしいと言われるのも納なつ得とくだよ。

　でもどうして、そんな彼かの女じよがこんな時間のこんなところにいらっしゃるんだろう？　別に聞かない理由なんてないし、ボクは思ったことを素す直なおに尋たずねてみた。

「もちろん、任務があるからよ～？　お姉さんはねぇ、これから『ミッドガルド』に下りて特別なご奉ほう仕しをしに行くの」

「特別なご奉ほう仕し？　それはつまり……今日の任務はエインヘリヤルの選定ではないと？」

「あらぁ、ボクちゃんはお利口さんね～、その通りよぉ。そんな賢かしこいボクちゃんなら知ってるかしら～？　昨夜の未明から急にね、世界中の至る所に〝瘴しよう気き〟が溢あふれ出だしてるってこと」

「えっ、瘴しよう気き……ですか？」

　それって何て言うか、穢けがれた空気……みたいなものだっけ。何でそんな不ふ吉きつなものが突とつ然ぜん溢あふれ出だしてるんだろう？　エインヘリヤルの反乱事件以降、世界はずっと平へい穏おんだったのに……。

「ひょっとしたら『ラグナロク』の前兆なんじゃないかって、オーディン様は酷ひどく警けい戒かいなさっているの。だからヴァルキューレ隊は全員、今日は瘴しよう気きの様子を見てくるお仕事なのよ～。ちなみにお姉さんの担当地域は『ミッドガルド』の西側でね～？　可能であれば瘴しよう気きを浄じよう化か、でももし不可能なら……力ずくで排はい除じよする。その役として、今日はもう一人パートナーが」

「ヴァルトラウテ姉サマ！　お、おぉっ、遅おそくなってゴメンナサイ！」

　とその時、上空からヒドく焦あせったような声が降って来る。オドオドと落ち着きのない、それでいてやたらとくぐもったこのお声は、姉し妹まいの八女──。

「あぁ、やっぱりグリムゲルデさまでしたか」

「ひぅっ!?　セ、セイ君!?　なななっ何でセイ君がここにいるです!?　『早起きは睡すい眠みん時間の損』だって、ヘルムヴィーゲ姉サマも言ってたのに……」

　な、なに当たり前なことを言ってるんだあのお方は。オリジナルのことわざでも考えたつもりなのか？

「別に得がしたくて早起きをしたわけじゃありませんよ？　ボク、今日は『ミッドガルド』に行ってみようと思っていたんですけど……ヘイムダルさまがイジワルなこと言うんです」

「何？　オレは意地悪な事など言っていない。まさか言った方がいいのか？」

「いえ言わなくて結構です」

「八十パーセントのボキャブラリーで言わせてもらう」

「やめてっ！　ホントに結構ですからっ！」

「……了りよう承しようした。オレはお前に意地悪な事は言わない」

　あ、危なかったぁ。このお方は何だっていつもこうなんだ。いや、冗じよう談だんは通じないって前にご自分で仰おつしやってたけどさ。

「ところでボクちゃんの目的地が『ミッドガルド』ならぁ、丁ちよう度どお姉さん達たちと一いつ緒しよね～。ボクちゃんは『ミッドガルド』のどの辺りに用があるのかしら～？」

「ギューキ王家があった場所です。えっと、確かライン河か畔はんがある辺りとか言ってたかな？」

「うえぇっ!?　そそっ、そこってっ、今一番瘴しよう気きが濃こくなってるって場所じゃないですか！　ブリュンヒルデ姉サマとゲルヒルデ姉サマが、そこは最後にみんなで行こうって……！」

　えっ、そ、そんなバカな。そこって今はそんなヤバイことになってるの？

「……。ボクちゃん、どうしてそこに行きたいのか、お姉さんに話してもらえるかしら～？」

　いつになく神しん妙みような表情のヴァルトラウテさまがそう言う。ボクはつられて気持ちを引ひき締しめつつ、少しだけボヤかして答えた。

「竜りゆう殺ごろしの大だい英えい雄ゆうシグルズの遺産が、かつてその地にあったと聞いたんです。ボク、何て言うか……その遺産にちょっと興味がありまして」

「シグルズの遺産が？　なるほどぉ……ヒルデちゃんが目の色を変えたのは、そういう事だったのね～……。ねぇボクちゃん、その場所は今とっても危険なの。姉し妹まいがみんな揃そろう時間まで、お姉さん達たちと一いつ緒しよに別の場所に付き合ってもらえないかしら～？」

「はい、それはもう喜んで。……えっ、ということは、つまり」

「えぇ。ヘイムダル様にはぁ、お姉さんが許可を頂いてあ・げ・る」

「了りよう承しようした」

「って了りよう承しようはやっ!?」

　なんて番人だよこの人！　ヴァルトラウテさまがちょっとオッパイを寄せてウインクした瞬しゆん間かんに即そくＯＫしたぞ！　……一気に親近感が湧わいたなぁ。

「という訳で、今日はしばらくよろしくね～ボクちゃん。ほら、グリムちゃんも」

「ははっ、はいっ！　きょ、今日はしばくよ、よろしくお願いしますっ！」

　グリムゲルデさま……何だか変に言葉を嚙かんだせいで、とんでもないことをよろしく宣言しちゃってますけどボクは頷うなずいても大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか？

　ま、まぁとにかく、これでボクも堂々と『ミッドガルド』に行けることになったわけだね。結局自分一人の力では一歩目から何もできなかったけど……今回はボクの都合で彼かの女じよたちの任務を邪じや魔ますることになるわけでもないし、ギリギリ許される範はん囲い内……だよね？

　この恩義に報むくいるためにも、任務のお役に立てるように今日は全力で頑がん張ばろう。ボクは密ひそかに、心にそう誓ちかうのだった。







　ヴァルトラウテさまとグリムゲルデさま、そしてボクの三人は、虹にじの橋『ビフレスト』を渡わたって人間界『ミッドガルド』へと到とう着ちやく。そしてそこからず～っと西に飛んだ場所──ボクらは今、そこにいた。

　そこは、もう風化しかかっているほど古びた遺い跡せきだった。

　かつて戦いくさに巻まき込こまれでもしたのか、元はあったであろう屋根はなく、瓦が礫れきと化した岩の破は片へんがそこら中に転がっている。植物の蔓つるだらけになった壁かべや柱にも、文字通りの破は壊かいの爪つめ痕あとが刻まれていた。まるでそう、何か巨きよ大だいな怪かい物ぶつが大暴れしたかのような……そんな印象。

「この遺い跡せきはね～、かつて『グニタヘイズ』と呼ばれていたそうなの～」

「！　『グニタヘイズ』……！」

　ヴァルトラウテさまからの解説を受け、ボクは目を見開いて周囲を見回す。

　そうか、ここが『グニタヘイズ』。数百年前、大だい英えい雄ゆうシグルズと魔ま竜りゆうファフニールが激げき闘とうを繰くり広ひろげたと言われる、因いん縁ねんの場所──。

　魔ま竜りゆうファフニールと言えば、ボクの竜りゆう化かは彼かれを勝手にイメージしたものだ。つまりこの場所はボクにとっても、ちょっとした感かん慨がいを覚えずにはいられない。

「一度は来たいと思ってましたけど……でもヴァルトラウテさまたちがここに来たってことは、ここも瘴しよう気きが発生している場所の一つってことですか？」

「えぇ、そうなの。この入り口付近はそれほどでもなさそうだけど～……ねぇグリムちゃん、もっと深いところをじっくり攻せめたら、何か出てきそうかしら～？」

「こ、ここからでは何とも……ただ、奥おくから微かすかに邪じや悪あくな匂においがする気がします……かも？」

　尋たずねられ、どことなく頼たよりない感じで答えるグリムゲルデさま。何だか犬みたいにクンクンしていらっしゃるみたいだけど、それをするには仮面がかなり邪じや魔まそうだ。

「そんな仮面してても鼻が利きくんですか？　外した方がより分かりやすくなるんじゃ？」

「だだっ、駄だ目めですよ外すなんて！　前みたいな事になっちゃっても知りませんよ!?」

　前みたいなこと──そう言われた瞬しゆん間かん、ボクの背筋に寒気が走る。

　以前行われた料理勝負の時、情け容よう赦しやなくボクの首を刎はね飛ばしたあの邪よこしまで綺き麗れいな笑えみ……あ、割と見てみたいかも。

「あの時とは状じよう況きようが違ちがいますし、別に平気じゃないですか？　いくら凶きよう暴ぼうな人格になるって言っても、見み境さかいなく殺し回るようなものでもないんでしょう？　ね、ヴァルトラウテさま」

「そうねぇ……ここから先なにが起きるか分からないし……うん。グリムちゃんにはいつでも全力を出せる準備をしておいてもらった方が得策かもしれないわ～」

「そそそそそそんなぁ～！」

　ニヤリと口元を歪ゆがませ、ワキワキと指を動かすヴァルトラウテさまがグリムゲルデさまににじり寄る。グリムゲルデさまは右に左に逃にげようと足を踏ふみ出だそうとするも、結局は動けない。どうやらヴァルトラウテさまが放つ強きよう烈れつなプレッシャーによって、弱気な彼かの女じよは身動きが取れなくなっているらしい。

「怖こわがらないでぇグリムちゃ～ん、痛くしたりしないからぁ、優やさしくしてあげるよ～？」

「イ、イヤッ！　来ないで、イヤ来ないで、来ない、あっヤダッ、それ取っちゃ……！」

　何故なぜか手に汗あせ握にぎる展開！　よ、よし、いいぞもっとやれ！　そこだっ！

「ほ～ら、こっち向いて？　姉し妹まいなんだし、そんなに恥はずかしがらなくたっていいでしょう？」

「ででっでもっ、セイ君が見てるですますからっ……！」

「いいじゃな～い、それくらいはサービスしなくっちゃ～。ほらほら、あんまり顔ばっかり隠かくしてるとぉ、下がガラ空あきよ～？　こちょこちょこちょ～！」

「あひゃあっ!?　わ、脇わきやめっ、そこ弱いですからっ、あぁぁらめぇ死んじゃうぅぅ!!」
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　な、何たることだ！　ヴァルトラウテさまの凄すさまじいフィンガーテクにより、グリムゲルデさまは昇しよう天てん寸前！　悔くやしい！　仮面がなければ言うことナシなのに！

「さぁそろそろフィニッシュよ～グリムちゃん。ここから手を滑すべり込こませるように仮面を」

「オイ。あんま調子こいてんじゃねぇぞ」

「きゃんっ!?」

　突とつ如じよ口調が変わったグリムゲルデさまにドンと片手で突つき飛とばされ、瓦が礫れきの上に尻しり餅もちをつくヴァルトラウテさま。その右手にはしっかりと白い仮面が握にぎられている──ということは、まさか！

「チッ、クソ共どもが。こちとら見み世せモンじゃねぇんだっての。ブチ殺されてぇのか、あぁ？」

　サッと前まえ髪がみを搔かき上あげつつ、真しん紅くの瞳ひとみでこちらを睨にらみ付つけてくる見慣れないお顔。

　おぉ来たぁ！　前はチラッとしか見られなかったグリムゲルデさまの素す顔がおだ！　でも、何だか物もの凄すごく機き嫌げんが悪そう……。

「も、申し訳ありませんグリムゲルデさま。でもボクは決して好こう奇き心しんから提案したわけではなくてですね？」

「噓うそ吐つき野や郎ろうにゃ針千本。手持ちがねぇから千本ノックでいいか？　お前ボールな」

「ただの好こう奇き心しんでした申し訳ございましぇぇん!!」

　こ、怖こわいよぉ！　このお方めっちゃ怖こわいよ！　誰だれだよこのお方の封ふう印いんを解こうなんて言ったヤツ！　ボクか！

「グ、グリムちゃ～ん、そんなに怒おこらないで、ね？　これから危険なお仕事なの。貴女あなただってもう一人のグリムちゃんが危ない目に遭あうのは嫌いやでしょう？」

「で、このオレに面めん倒どう全部押おし付つけようってか？　笑えるぜオタクら、シリアルみてぇに頭スカスカになってんじゃねぇか？　寝ね言ごとが言いたきゃ寝ねて言いな。永えい眠みんコースでよけりゃ手を貸してやるぜ？」

「いいえ、残念だけど寝ね言ごとなんかじゃないわ。貴女あなただったら分かるんじゃないかしら？　奥おくから漂ただよってくる瘴しよう気きの臭においが、ね？」

「……。チッ、中々濃のう厚こうじゃねぇの。確かに表のグリムにゃ荷が重いかもな……。仕方ねぇ、手中に服せ！　『ヴェルター・シュヴァンツ』！」

　吐はき捨すてるようにそう言って、手元に黒い闇やみを手た繰ぐり寄よせるグリムゲルデさま。それはすぐさま実体を持ち、以前にも見た禍まが々まがしい大おお鎌がまへと姿を変えた。

「いいぜ、乗ってやるよ。ただし……オレが護まもるのはあくまでもグリムだけだ。護まもるついでに助けてやるが、助けるついでにぶっ殺されねぇよう気を付けな」

　大おお鎌がまを肩かたに担かつぎ、フードを取る。なんて凜り々りしい顔つきだろう……。裏のグリムゲルデさまってちょっと口が悪いけど男前で、ボク何だか胸が熱くなっちゃったよ。

　さぁ、いよいよ探たん索さく開始だ。そしてそんなに危険な場所だと言うなら長居は無用。

　慎しん重ちように、そして迅じん速そくに行動しよう。







「なんか……思ってたより中は薄うす暗ぐらいですね」

　踏ふみ入いれた遺い跡せきの奥おく。崩くずれ落おちた天てん井じようの代わりに太い木の根が遺い跡せき全体に絡からみ付つき、進めば進むほどに異様な気配が増していく。

「これ、見た目だけの暗さじゃなさそうね～。もう瘴しよう気きが大分濃こくなってきたみたい。多分太陽の女め神がみソール様のご加護が、薄うすくなってるのかも……」

「慌あわてなさんな、こんくらいは序の口だ。オレを当てにする気があるんなら黙だまって進みな」

　グリムゲルデさまの声に急せかされるように、ボクらは奥おくへ奥おくへと歩ほを進める。すると突とつ然ぜん視界が開け、巨きよ大だいな祭さい壇だんのような物が姿を現した。

　これは……恐おそらくこの遺い跡せきの最深部。ファフニールの財宝は、この祭さい壇だんに積み上げられていたに違ちがいない。

「……ん？　えっ、あれは……」

「？　どうかしたの？　ボクちゃん」

「あ、いえ、別に……」

　見上げた祭さい壇だんの上。そこに、ボクは一いつ瞬しゆん人ひと影かげを見たような気がした。

　だけどそれは多分、目の錯さつ覚かくだ。だってそこにはもう誰だれの気配もないし……そこに居たのは、ボクだったような気がしたから。ボクがこうしてここにいるんだもん、そんなことはあり得ないよね。

　ボクは妄もう想そうを振ふり払はらうために頭を振ふると、首根っこの肉を誰だれかにヒョイと摘つまみ上あげられる。

　それをしたのはグリムゲルデさまだった。

「わっ、ど、どうしたんですか？　何か危ない感じですか？」

「危ねぇかどうかで言ったら、危ねぇな。だから下がってろ。今からヴァルトラウテが瘴しよう気きの浄じよう化かを試ためすからよ」

　言われて正面に目を向けると、そこには祭さい壇だんのすぐ前に立って精神を集中させるヴァルトラウテさまの姿があった。彼かの女じよはスゥッと大きく息を吸すい込こむと、肩かた幅はばまで足を広げて両りよう腕うでを天に翳かざし──そして思い切り、右足で床ゆかを踏ふみ鳴ならした。

「神しん技ぎ──〝フェアシュテルケン・タンツ〟」

　艶つやめく唇くちびるがそう発した瞬しゆん間かん、ヴァルトラウテさまの足元に巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんが展開する。

　仄ほの白じろく光る霊れい妙みようなステージで舞まい踊おどる、赤き戦いくさ乙女おとめ。ゆったりと円を描えがくような動きに合わせるかのように、遺い跡せきを囲う樹木の根が瑞みず々みずしい輝かがやきを放ち始めた。

「こ、これは一体……？」

「〝強化の舞まい〟だ。舞まいによってモノの本質と呼応する事で、対象の色んな面を瞬しゆん間かん的に強化できるイカした技わざでな。ヴァルトラウテはそいつを使って、この地の自じ浄じよう作用を高めてんのさ。大たい抵ていの瘴しよう気きだったら、これで片かたが付く。だが……」

　解説の途と中ちゆうで言葉を区切り、グリムゲルデさまは軽く舌打ちして目を細める。その仕草に嫌いやな予感を抱いだいたボクは、慌あわててヴァルトラウテさまの方を見た。

「くぅっ、キツイわぁ、この子はちょっと駄だ々だっ子こみたい……。もぉ、折せつ角かくボクちゃんにいいところを見せられると思ってたのに～」

　舞ぶ踏とうを中断し、一足飛びでこちらまで後退してくるヴァルトラウテさま。

　だけど、手て柄がらに拘こだわらずに下したその判断は正しい。何故なぜなら彼かの女じよがさっきまでいた仮かり初そめのステージは、既すでに黒く淀よどんだ影かげのようなもので埋うめ尽つくされていたのだから。

「残念賞。余計な手出しして、逆に怒いかりを買っちまったらしいな。その感情があるって事ぁ、コイツは生きてる瘴気ってわけか」

「そ、それってつまりどういうことです？」

「〝呪のろい〟、だよ。世界が穢けがれて生まれたものじゃなく、端はなから世界を穢けがすためだけに生まれ出でた──腐ふ泥でいの澱おりだ」

　そう呟つぶやいた瞬しゆん間かん、グリムゲルデさまはボクの体を後ろに向かって投げ捨てた。

「うわぁ！」

　一見して、その行こう為いはヒドく乱暴だ。でもそれは、決して彼かの女じよが乱暴な女の子だからというわけじゃない。絶対に受け止めてくれると、後ろにいるヴァルトラウテさまを彼かの女じよが信じているからだ。

「お荷物は任せたぜ姉貴！　浄じよう化かを嫌いやがるってんなら容よう赦しやはしねぇ、オレが綺き麗れいに刈かり取とってやるぜ！」

　威い勢せいのいい雄叫おたけびを轟とどろかせ、指先で大おお鎌がまを振ふり回まわしながら地を駆かける。そのまま瘴しよう気きの前に滑すべり込こみ、鎌かまを一いつ閃せん。瘴しよう気きの輪りん郭かくが悶もだえるように揺ゆらいだ。

　苦しんでる……？　グリムゲルデさまが言うように、あんな煙けむりみたいな姿でもあれはやっぱり生きてるんだ。

　斬きられた瘴しよう気きは怒おこったのか、それとも恐おそれたのか。突とつ如じよ質量を増大させて、敵であるグリムゲルデさまを排はい除じよしようとする。

　しかし、それでもグリムゲルデさまは少しも動じなかった。高速で伸のびてくる瘴しよう気きの腕うでを這はうような低い姿勢で躱かわし、蛇へびのようなしなやかさで反はん撃げきに転じる。黒い髪かみと外がい套とうをなびかせ、狂きよう気きを宿した笑えみを浮うかべて立ち回るその様は、まさしく死神のソレだ。

「クククク……そうだ、踊おどれ踊おどれ！　オレは標的を絶対に逃のがさねぇ。ソイツが生きている限りはなぁ！」

　腕うでと肩かた、首と腰こし、時には足さえも支点にして自在に鎌かまを振ふり回まわし、流れるような連れん撃げきが瘴しよう気きを掠かすめ取とっていく。声無き悲鳴を上げる瘴しよう気きに対し、菫すみれ色いろの死神はついにトドメの一いち撃げきを振ふりかざす。

「テメェに似合いの結末を用意してやるよ。神しん技ぎ──〝ゼーリッシュ・ラディーレン〟!!」

　神しん技ぎの解放を告げた刹せつ那な、漆しつ黒こくの鎌かまに青白く燃える炎ほのおが灯ともる。

　火花を散らす横よこ薙なぎ。深く刻まれた残光が、穢けがれた黒き澱おりへ添そえられる手た向むけの花となる。その暗き灯ひを冥めい府ふへの水先人として、生ける瘴しよう気きは音も無く霧む散さんした。

「やったわね～、流石さすがは本気グリムちゃん！　お姉さん惚ほれ惚ぼれしちゃったわぁ」

「ま、ざっとこんなモンだ。このオレに掛かかればな。……ん？」

　鎌かまを肩かたに担かつぎ直したグリムゲルデさまは、何かに気付いて地面に跪ひざまずく。瘴しよう気きが消えた場所に何かが落ちていたらしい。

「何だこりゃ？　……指輪……だな」

　拾い上げられたソレは、鈍にぶい輝かがやきを放つくすんだ金の指輪だった。それ以外には特に変わったところもない。

　まさかさっきの瘴しよう気きが落とした？　いや……普ふ通つうに考えたら、シグルズさんが回収し損そこねた財宝の一つだろう。ということは、これも英えい雄ゆうの遺産の一つなんだろうか？

「ネコババしちゃう～？」

「ハッ、まさか。こちとら盗とう賊ぞくじゃあないんでね。そら姉貴、仮面を寄よ越こしな。用無しはとっとと消えてやるからよ」

　勝利の余よ韻いんに浸ひたるのもそこそこに、ピンと指輪を弾はじいたグリムゲルデさまはヴァルトラウテさまの手から強ごう引いんに仮面をひったくる。そして迷わず仮面を装着すると、彼かの女じよの体がグラリと傾かたむいた。

「うわっと、危ない！」

　咄とつ嗟さにマンナズで人間の姿になり、ボクは彼かの女じよを支える。するとその直後、仮面の目元を擦すりつつ彼かの女じよは目を覚ました。

「はれ……？　ここどこ……ってあうぇえええっ!?　なななっな何でワタシ、セイ君とこんな事になって!?　ききき記き憶おくに御ご座ざいませんのですがっ！」

「あ、いや、これはですね」

「効果テキメンねぇボクちゃ～ん、目覚めのチューはやっぱり万ばん国こく共通なのかしら～」

　うわちょっ!?　ヴァルトラウテさま何ということを！　誤解されちゃうじゃないですか！

「え……？　あ、え？　あれ……チュー？　あれ、あれ？」

「ほら混乱してる！　待って、落ち着いて下さいグリムゲルデさま！　今のは冗じよう談だんなんです！」

「冗じよう談だん？　そんな……セイ君は冗じよう談だんで目覚めのキスを……!?」

「いや冗じよう談だんなのはそっちじゃなくてですね!?」

　混乱の極きわみ！　ダレカタスケテー！

「グリムちゃん、大だい丈じよう夫ぶよ～。もう一人の貴女あなたが、今の貴女あなたを悲しませるような真似まねを許すはずがないでしょう？」

「そ、そう、ですよね！　……ん？　でもワタシ、セイ君にキスされたら悲しむかな……？」

「もうその話は深く考えないで下さい……」

　やれやれ……さっきまでの緊きん張ちよう感はどこへやら。まぁ、お二人がご無事で何よりだよ。

　遺い跡せきの瘴しよう気きは払はらえたとはいえ、任務はまだ終わりじゃない。恐おそらく次に目指すのは、いよいよギューキ王家跡あと地ち。世界で一番瘴しよう気きが濃こいと言われる危険地帯だ。

　気を抜ぬくには早すぎる。足を引っ張ることだけはしないように、最後まで頑がん張ばろう。







　気持ちも新たにやって来たのは、ボクが睨にらんでいた通りの場所。ライン河か畔はんの北に位置する、ギューキ王家跡あと地ちだった。

　傾かたむいた太陽はもう既すでに、朱しゆ色いろの光を世界に滲にじませ始めている。だけど……そのせいだけとは思えないほど淀よどんだ暗さが、その地には息づいていた。

「あっ！　ヴァルトラウテにグリムゲルデ！　それに聞いていた通りセイさんもご一いつ緒しよですね。お疲つかれ様さまです～」

「全く遅おそいですわよ！　まぁ、姉し妹まい最速のワタクシがいるチームに敵かなわないのは仕方のない事ではありますけれど」

　真っ先に跡あと地ちへ辿たどり着ついていたのは声を聞いても分かる通り、ブリュンヒルデさま＆ゲルヒさまチームだった。何らかの手段で先に連れん絡らくを取り合っていたらしく、ブリュンヒルデさまがたはボクが今回の任務に同行していることを既すでに知っているようだ。

「ヒルデちゃん、そっちの担当地域はどんな感じだった～？」

　合流して早々、他チームの任務結果を尋たずねるヴァルトラウテさま。素す早ばやい情報伝達は大事なことだ。ブリュンヒルデさまはビシッと表情を引ひき締しめて、担当地域の様子を話した。

「えぇ……それなのですが、正直言って思っていた以上でした。痛いくらいの怨おん念ねんを放つ黒い澱おりが、辺り一面を埋うめ尽つくしていて……あそこまで濃こい瘴しよう気きを見たのは、私も初めてです」

　なんと……。ボクらの方も大変だったと思ってたけど、どうやらブリュンヒルデさまたちも負けないくらい大変な目に遭あわれたみたいだね。

「ブリュンヒルデさまがたはどこの地域に偵てい察さつに行っていたんですか？」

「私わたし達たちが見てきたのは、小人の国『ニザヴェリール』にあるフレイズマル家の邸てい宅たく跡あとです」

「フレイズマル──それって確かアレですよね？　シグルズさんの養父であるレギンさんの、お父さんに当たるドヴェルグ」

「そうです。そして魔ま竜りゆうとなった男・ファフニールの父親でもあります」

　うん……。つまりそここそが、大だい英えい雄ゆうの財宝を巡めぐる物語の始まりの場所でもある。そして今いるここが、その物語の終着点──。

「……あれ？」

　待った。よくよく考えてみると、ボクらがさっきまでいた遺い跡せき『グニタヘイズ』も、大だい英えい雄ゆうの財宝が深く絡からんでいる場所だ。これって……偶ぐう然ぜん、なのか……？

「あの、もう一つ聞いてもいいでしょうか？　他のみなさんが偵てい察さつに行っている場所って……どこなんでしょう？」

「？　えぇっと、シュヴェルトライテとジークルーネとロスヴァイセの三人が、生前のレギンとシグルズが暮らしていた家の跡あと地ち。オルトリンデとヘルムヴィーゲのコンビが……その……かつて私が幽ゆう閉へいされていた、『ヒンダルフィヨル』の館ですね」

「──……」

　何ソレ……ちょっと待ってよ。瘴しよう気きが発生してる場所って、そういう場所なの？　それって全部……。

「しょ、瘴しよう気きが溢あふれている場所って、今言った場所だけなんですか？」

「ちょっとセイ、さっきから質問攻ぜめではありませんの。何やら声にも落ち着きがないようですが、一体どうなさったんですの？」

「だって……変な共通点があるから……これって絶対おかしいですよ！　瘴しよう気きが発生している場所は全部……大だい英えい雄ゆうシグルズの足そく跡せきに、重なっているんです！」

「「「「!!」」」」

　気付いてしまったボクの言葉に、姉し妹まい四人が息を吞のむ。そしてそれと同時に、その場にいる全員の間に緊きん張ちようが走った。




　瘴しよう気きが──来る!!




　不ふ穏おんな空気を察知したその瞬しゆん間かん、ボクらがいた世界が音も無く立ち替かわる。

　地じ獄ごくの底から滲にじみ出でた、黒い澱おり。この世のあらゆる不幸を凝ぎよう縮しゆくしたかのような怨おん念ねんの塊かたまりが、この地とこの空を赤黒く染め上げていた。

「あぁわぁっ!?　なになになになにですかっ!?」

「お、落ち着いてグリムちゃん！　大だい丈じよう夫ぶ、深呼吸して、怖こわくないから」

「なんて趣しゆ味みの悪い……長居はしたくありませんわね」

「これは……これほどの闇やみが……存在すると言うの……!?」

　目の前に広がるあまりの光景に、愕がく然ぜんとするヴァルキューレさまがた。それはボクだって同じ……いや……どうしてだろう。ボクはこの光景の意味を、誰だれよりもよく識しっている気がした。

　この澱おりは全すべての死。全すべての悲運。この世全すべての──絶望。

　そこには救いなんてないんだ。これはこの世界で救われなかった者たちの、叫さけびそのものなんだから。

　弔ちよう詞しを請こい願ねがう怨えん嗟さの声が、かつて王家として繁はん栄えいした墓標に集つどう。

　渦うず巻まく闇やみ。逆さか巻まく悪意。死を望む呪のろいの言ことの葉はが、ボクの耳にはハッキリと聞こえた。

　そしてそれは────決して耳を貸してはいけない言葉。





　　　　《与あたえよ。欲深き全すべての者どもに──永遠の不幸を》






「!?　セイさん？　ど、どうしたんですか？　突とつ然ぜん人じん化かしたりなんかして」

　ダレカの……コエがする……。

　ダレカがイるなら……コロさなきゃ……。

　だって……ソれがボクだから。そうするコトが、ボクタチのヤクメだから。

　さぁ……コロそうか。カンタンだろ？　オマエもオナじ……タダのドウグなんだからさ。

「なに？　セイさんの体に……瘴しよう気きが集まって……！　いけないっ、まさか瘴しよう気きに取とり込こまれて!?」

「何ですって!?　ど、どうしてこんな……、セイッ！　目を覚ましなさいな、セイッ！」

「ひぅぅ!?　ななななんかっ、目が光ってるんですけどぉ！　仮面取るべきですかぁ!?」

　……サワがしいな。ほら……シズかにさせよう。ユビをダせよ。ヒトつでジュウブンだ。

　ヤりカタはさ──ワかってるだろう？

「……ねぇ、ボクちゃん。お姉さんを見なさい。目を見て、ほら」

「……？」

　オイ。メをムけるヒツヨウはナいだろう？　コロせばスむんだ。

「！　やっぱり、意識はあるのね？　だったら……ねぇみんなお願い！　力を貸して！　お姉さんの神しん技ぎを最大限に高めれば、ボクちゃんを浄じよう化かできるかもしれないわ！」

「っ！　なるほど、その方法は試ためしてみる価値がありそうです！　みんな、ヴァルトラウテに全員の力を集めましょう！」

「今はそれに賭かけるしかなさそうですわね……えぇ、全力でサポートしますわ！　ワタクシの風、お受け取りなさいな！」

「チッ、また〝オレ〟の出番とはな。手ぇ貸すぜ、やり遂とげてみせろよっ、姉貴！」

「みんな……ありがとう！　さぁボクちゃん、貴方あなたにありったけの勇気をあげるわ！　神しん技ぎ、〝フェアシュテルケン・タンツ・シュナイト〟!!」

（！　なに……？　この……光……。ボクは一体……）

　……ヤめろ。オマエはカラッポでいればいいんだ。ジブンをウけイれろ。

（何これ、頭の中に声が……！　自分を受け入れろだって？　誰だれなんだよ、お前！）

　ボクはオマエ。オマエはボクだ。キヅかないフりはヨせ。ミトめろよ、オマエは……とっくのムカシにキヅいているハズだろう？

（何だよそれ……そんなこと言われたって、分かるわけないじゃないか！）

　それはチガうな。ボクからイわせれば、ワからないワケがナい。マワりをミろ。これだけのシをフりマいておいて、ヒガイシャのつもりでいられるとでもオモっているのか？

（死を振ふり撒まく？　被ひ害がい者しや？　なに言ってるんだよお前。お前の言うことなんか知るか、出て行け！　今すぐボクの中からいなくなれよ！）

　ムダなコトはするな。オマエがオマエであるカギり──ボクからはノガれられない。

（……そうかよ。だったらボクは…………逃にげずに立ち向かってやるまでだ!!）

　ナニ？　オマエ……、……まぁいいさ。イマはまだ、タダのヨキョウだから。

　じゃあ……またアトで……な。




「うぅぅおおぉぉおおぉぉぉぉーーーーッッ!!」

　気付けば、ボクは大声で叫さけんでいた。自分の中に巣食う何かを、追おい払はらうように。

　そしてそれは例え話なんかじゃない。現実としてボクの中から引きはがされた黒い瘴しよう気きが、竜たつ巻まきのようにトグロを巻いて上空に舞まい上あがった。

「はぁ、はぁ……しょ、瘴しよう気きが……ボクの中から、あんなに……？」

「あらあら、いっぱい出てきたわね～。……さてと。オイタが過ぎる悪い子には、お姉さんのもう一つの神しん技ぎを見せてあげようかしら。手の鳴る方へ！　『リントブルム・ファーネ』!!」

　パパンと素す早ばやく手を叩たたくと、ヴァルトラウテさまの手元に名めい状じようし難がたい形状の武器が現れる。持ち手の頭とお尻しり、その両方に刀とう身しんが付いた剣けん。何だろう、〝両りよう剣けん〟って言えばいいのかな？

「覚えておきなさい、飴あめで駄だ目めなら鞭むちを打つのがお姉さんの流りゆう儀ぎなの。キツいお仕置きをしてあげるわ！　神しん技ぎ──〝フェアティルゲン・ミリテーア〟！」

　高らかに叫さけび、強く地を蹴ける。背に翼つばさを広げて飛ひ翔しようする彼かの女じよは瘴しよう気きの塊かたまりに接近していき、その途と中ちゆうで……なんと分身した。それも数え切れないほどの数だ！

「オッパイがイッパイ!?」

　いや違ちがう！　何を叫さけんでんだボクは！　と、とにかくこれは嬉うれしい……じゃない、恐おそろしい技わざだ！　これがヴァルトラウテさまのお仕置き用の神しん技ぎなのか！

　と、ボクが驚おどろいている間にも、分身したヴァルトラウテさまは四し方ほう八はつ方ぽうに陣じんを展開。それぞれが手にした両りよう剣けんが一いつ斉せいに音を立て、内蔵された仕し掛かけを作動させる。

　見たこともない蛇じや腹ばら機構の刀とう身しんが、火花を散らしながら瘴しよう気きに向かって伸のびていく。蛇へびのようにうごめく刃やいばは一いつ瞬しゆんにして、瘴しよう気きを雁がん字じ搦がらめに縛しばり上あげた。

「──安息を、貴方あなたに」

　甘あまい吐と息いきのような囁ささやき。そこにセクシーな投げキッスを添そえて、彼かの女じよは勢いよく剣けんを引く。瞬しゆん間かん、瘴しよう気きは絡からまる刃やいばの鎖くさりによって千々に切きり裂さかれた。

　巻き起こった風によって世界の侵しん食しよくは解け、元の夕空が顔を覗のぞかせる。瘴しよう気きは空に吸すい込こまれるように薄うすれていき、散って消えた。

「やったぁ！　凄すごいですヴァルトラウテさま、ってうわっ！」

「セイさん！　大だい丈じよう夫ぶですか!?　どこかおかしなところはありませんか!?」

　見事に瘴しよう気きを退しりぞけたヴァルトラウテさまに駆かけ寄よろうとしたボクだったけど、それはガバッと勢いよく抱だきついてきたブリュンヒルデさまによって阻はばまれた。

「あわわっ、ブリュンヒルデさま!?　ボ、ボクは平気ですから」

「本当ですかっ？　あんなに大量の瘴しよう気きに吞のみ込こまれたのに？　意識を侵しん食しよくされたんですから、何か後こう遺い症しようが残っていても不思議は……」

「ん～……多分、そういうのはないと思いますよ。ご心配をお掛かけしてすみません」

「い、いえ、セイさんが謝あやまる必要はないです。そうですか、ご無事で何よりでした」

　ようやく安心したのか、ブリュンヒルデさまはボクの肩かたから手を離はなして一息つく。あ、しまった、もう少し心配してもらってた方が嬉うれしかったかも……ってコラ、そんな下衆げすな考えを持つなんて紳しん士しのすることじゃないだろ、セイ。

「それにしても……あの瘴しよう気きは一体何だったのでしょうか？」

　話題は自然と襲おそってきた瘴しよう気きの話に戻もどり、首を傾かしげるブリュンヒルデさま。

　確かに……あの瘴しよう気きは本当に凄すごかった。『グニタヘイズ』で見た瘴しよう気きなんて比べ物にならないほどの、膨ぼう大だいで濃のう密みつな瘴しよう気き──。

　あんなものがあったから王家は滅めつ亡ぼうしたのか、それとも……王家が凄せい惨さんな末路を辿たどったからあんなものが生まれたのか。どちらにしても、あれは危険すぎる。

「……あれ？　これ、って……」

　気持ちと一いつ緒しよに沈しずんだ視線が、不意に地面に落ちていたある物を映し出す。

「また指輪だ。しかもこれ、『グニタヘイズ』に落ちてたやつと同じじゃありませんか？」

「あん？　どれ……あぁ、確かに似てるな。人間界の流行はやりかねぇ。ま、こんなトコに落ちてたんじゃあどうせ曰いわく付つきの代しろ物ものだぜ、小こ汚ぎたねぇしとっとと捨てちまえよ」

「そう……ですね」

　グリムゲルデさまに言われて、ボクは指輪を掌てのひらから滑すべり落とす。落ちた拍ひよう子しに転がっていく指輪が妙みように寂さびしげで、何故なぜだかヒドく後ろめたい気分になった。

「にしても災難だったなぁ、イノシシの。テメェが一番の雑魚ざこだと見み抜ぬいたからこそあの野や郎ろうはテメェに取り憑ついたんだろうがよ、中々どうして見る目がありやがるぜ」

「こらグリムゲルデ、あまり失礼な事を仰おつしやらないで下さいまし。この場で神族じゃないのはセイだけなのですから、強い弱いは関係ありませんわ」

「ケッ、突つっかかんなよ、事実だろうが。で？　実際どうなんだよセイ。頭から瘴しよう気きの肥こえ溜だめに浸つかったご感想はよ」

　素す顔がおのグリムゲルデさまにニヤついた顔で言げん及きゆうされ、ボクはドキドキしながらも瘴しよう気きに吞のまれていた時のことを思い出してみる。

「何て言うかあの瘴しよう気き……しきりに何かを話はなし掛かけてきていたような気がします。やけに親しげというか……あれはそう……まるで古い知人のような……」

「な、何ですのそれは。まさかあの瘴しよう気き、狙ねらってアナタに取り憑ついたとでも？」

「いえ、そこまでは分かりませんが……でも、最初は全然違い和わ感かんがなかったんです。何の疑いもなく突つき動うごかされて、何か恐おそろしいことをしてしまいそうな気がして……その時、不意に眩まぶしい光が見えたんです。あれってヴァルトラウテさまの神しん技ぎですよね？」

「そうなるかしら～。まぁ、お姉さん一人だけの力ってわけではなかったけれど。それにあれはボクちゃん自身の力でもあのよ～？　あの時お姉さんが強化したのは、貴方あなたの勇気だから」

　ボクの……勇気……？　そうか、だからボクはあの時、真正面から瘴しよう気きに立ち向かうことができたのか。勇気があれば、こんなボクでも多少はどうにかできるものなんだなぁ。

「さてと。瘴しよう気きの発生原因までは分からず仕じ舞まいでしたが、問題の瘴しよう気きは無事に晴らせた事ですし長居は無用ですわ。ここにいないチームには直帰するよう連れん絡らくして、ワタクシ達たちもさっさと帰き還かんしませんこと？」

「そうですね……って、ちょっと待って下さい！　ボク、実はここに用事があって！」

「用事？　こんな所に何の用がありますの？」

「それはその、個人的な興味で『リジル』という名前の剣けんを探してまして。かつてはこの国にあったらしいので、もしかしたら何か手て掛がかりがあるんじゃないかと」

　ボクがそう言うと、ゲルヒさまはあまり興味がなさそうな感じで相あい槌づちを打った。その代わりに、事情を察したブリュンヒルデさまが代表してその場を取り仕切る。

「セイさんの知的好こう奇き心しん、大変素す晴ばらしいと思います！　危険が去った今なら歩き回っても問題ないはずですし、私わたし達たちもお手伝いしますよ。ね？　みんな」

「そうねぇ。ボクちゃんの頼たのみなら、お姉さんにも異論はないわ～」

「ワ、ワタクシにだってありませんけれど。要はこの国の宝物庫だった場所を探し出せばいいんですわよね？」

「はい、それができれば一番です」

「チッ、オレは面めん倒どうなんざ御ご免めんだぜ。あばよ、後は仲良し同士で勝手にやりな」

　グリムゲルデさまだけは、手をヒラヒラさせて協力を拒きよ否ひ。さっさと仮面を装着すると表の人格に戻もどってしまった。

　おっと。この後フラつくことはもう分かってたから、当然ボクが受け止めたよ。

「んん……ハッ!?　そそそそそんなっ、またセイ君が目覚めのチューを!?」

「──」

　あ。

　今……ブリュンヒルデさまが声にならない声を上げたぞ？　ボクには分かる。

「待って！　だからそれは誤解なんですってば！」

「何がゴカイなんですか？　セイさん。グリムゲルデは今『また』って言いましたけど」

「いや違ちがっ、それは誤解してます！」

「そんなっ、五回もしてるなんてっ！　ふ、不潔ですセイさん！　信じてたのに！」

「違ちがっ!?　そうじゃないんです！　ああ～！　あなたが信じるボクを信じてぇっ!!」

　こうして──夜の足音が近付く空に、不幸を呪のろうボクの叫さけびが木こ霊だまする。

　これで『リジル』の手て掛がかりが見つかればまだ救いがあったけど……結局、ボクにはなんの救いもありませんでしたとさ……トホホ～。
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『ミッドガルド』の瘴しよう気き偵てい察さつ任務から帰き還かんして、早くも数日の時が過ぎた。

「はぁ……中々上手うまくいかないもんだなぁ……」

　大きな溜ため息いきと愚ぐ痴ちが、同時に零こぼれた。幸せが全力疾しつ走そうで逃にげていきそうな溜ため息いきだ。

　溜ため息いきの原因は言うまでもなく、魔ま剣けん『リジル』探しが遅ち々ちとして進展しないこと。はぁ、実際にギューキ王家の跡あと地ちに行ってみれば、どうにかなると思ってたんだけど……

　期待通りの展開になるなんて保証は、元々なかった。それでもボクの中では一番期待できる方法だっただけに、それが真っ先に空から振ぶりしてしまったのは精神的にかなり痛い。

「ロキの方は……まぁきっとダメなんだろうなぁ」

　別れてから今まで、『ヘルヘイム』に残ったロキからは一度たりとも音おと沙さ汰たナシ。ということは、向こうもこちらと同じく進展はナシってことになる。

　ロキ曰いわく、隠いん棲せいしていた伝説の鍛冶かじ師し・イーヴァルディさんを見つけ出すのも相当苦労したって話だったし、ドヴェルグっていうのはみんなやたらと隠かくれるのが上手うまいみたいだ。レギンさんを見つけ出すのもかなり梃てこ摺ずらされることになるんじゃないだろうか。

「芳かんばしくないのはお互たがいさま、か。だったら、ボクだけ諦あきらめるわけにはいかないよね」

　消しよう沈ちんしかけていたボクは、気合いを入れ直すためにバシッと頰ほおを叩たたく。そう、イノシシの蹄ひづめじゃなく、人間の手でね。

　ちなみに言うと、今ボクがいるのは例の大図書館。そこで早朝からずっと、昔の文ぶん献けんを読よみ漁あさっている。ギューキ王家もそうだけど、ファフニールの根城『グニタヘイズ』に行った上でもダメだっていうなら、ボクにできることなんてもうこれくらいしか残ってないしね。

　なのでこうして本の虫の真似まね事ごとをするのが、最近のボクの日課だった。

「ギューキ王家の滅めつ亡ぼう……その後……ダメだぁ、この本にもそれらしい情報は載のってないや」

　ボクはそれまで読んでいた本を閉じ、椅い子すの背にもたれかかる。ふぅ……本を読むからには人間の姿に変へん化げしてないといけないわけで、長時間の読書はボクには堪こたえるんだよね……。

　と、ボクが目め頭がしらを押おさえていたその時、不意に図書館の入り口から扉とびらが開く音が聞こえた。

「え、誰だれか来た？　あれは……ジークルーネさまじゃないか」

　麗うるわしきヴァルキューレ九姉し妹まいのツンデレ役、七女のジークルーネさま。彼かの女じよはいつもの超ちよう然ぜんとした表情で図書館に入ってくると、すぐさまボクの存在に気付いたようだ。

「あらセイじゃない。何して……ってそうだ、姉さん達たちから聞いたわよセイ。アンタこの前、『ミッドガルド』で物もの凄すごい瘴しよう気きに取とり込こまれたんだって？　部屋で休んでなくて平気なワケ？」

「えっ、ひょっとしてボクのことを心配して下さってるんですか？」

「!?　だだっ、誰だれがアンタの心配なんかっ！　いつもいいようにばっかり解かい釈しやくしないでよね、このバカ！」

　う～ん、これこれ。ジークルーネさまには申し訳ないけど、相変わらず反応が楽しいなぁ。バカとか罵ののしられてもボクは嬉うれしいだけだから、何一つ実害はないし。

「いやぁ、あれからもう何日か経たってますし、ボクなら全然平気です。ご心配をお掛かけしてしまってすみません」

「ふん、ホントよ全く。あんまり心配させないでよね」

　って、やっぱり心配してるんじゃないか。まぁそれを突つっ込こんだら本気で怒おこられそうだから、さすがにしないでおくけどさ。

「で、なに？　勉強？　わざわざ人化してまでやるなんて、中々いい心こころ掛がけね。たまには素す直なおに感心してあげるわよ？」

「あ、ありがとうございます。まぁ勉強というか、ちょっとした調べ物なんですけどね」

「なに調べてるの？」

　言って、横からボクが読んでいる本を覗のぞき込こんでくるジークルーネさま。その拍ひよう子しにフワリといい匂においが香かおってくるのにドギマギしつつ、ボクは答えた。

「『ミッドガルド』のギューキ王が手にしたという、大だい英えい雄ゆうの遺産についてです」

「ギューキ王？　ライン河か畔はんの？　そこって前に姉さん達たちと行ったんじゃないの？」

「そうなんですけど……知りたかったことが知れなかったので、アプローチの仕方を変えてみようかなって」

「ふーん……でもそれって結構古い時代の事よ。その辺の事が知りたいならそれじゃなくて、あっちの棚たなの本がオススメよ。ついてきなさい」

　一体何の気まぐれか、珍めずらしく親身になって接して下さるジークルーネさま。ボクは案内して下さる彼かの女じよを追って、図書館の奥おくへと向かう。

「あら、丁ちよう度どいい具合にハシゴがあったわ。セイ、取ってあげるから下で支えてて」

「あ、はい！」

　目当ての本は棚たなの上の方にあるらしく、ジークルーネさまはハシゴを棚たなに掛かけてスルスルと昇のぼっていく。ハシゴを支えるために陣じん取どったボクだけど……分かるよね？　今ボクが上を見上げるとどうなるか……。いや、ご期待に添そえないようで申し訳ないけど、見ないよ？　だってボクは、もう何度も言うように紳しん士しですから。

「この本よセイ、まだ幾いくつかオススメがあるから受け取って。……ってちょっと何してるのよ？　俯うつむいてたら危ないでしょーが」

「いえその、俯うつむくのをやめたらもっとアブナイ光景がですね……」

「はぁ？　ワケ分かんない事言ってないで、いいから早く受け取ってよ。ホラホラ」

　ほう？　今いいと言ったな？　ご本人からお許しを得たというのであれば仕方があるまい。ボクは曇くもりなきマナコで見定めるよ。下でも正面でもなく……天を！
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「……おっふ」

　思った通りナイスな眺ながめ。お尻しりのラインがバッチリだよ。でもちょっと腰こし布ぬのが邪じや魔まかなぁ。もっとこう、あれ、前に回らなきゃダメ？　ここは絶対領域だけでも拝みたいところ──。

「セイ。おぬしも中々のワルよのぅ」

「!?」

　突とつ然ぜん背後から声を掛かけられ、ボクは驚おどろいて振ふり返かえる。そして不幸にもその拍ひよう子しに、押おさえていたハシゴを盛せい大だいに揺ゆらしてしまった！

「ぅわあちょっとぉ!?　あわっ、まっ、おち、落ちるぅ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ!!」

　天のキザハシから悲鳴とともに舞まい落ちてくる、漆しつ黒こくの戦いくさ乙女おとめ。ボクは咄とつ嗟さに腰こしを落として待ち構え、お姫ひめ様抱だっこで彼かの女じよを受け止めた。

「っ、……あ……セイ。あ、ありがと、受け止めてくれたんだ。……重くない？」

「全然。鍛きたえてますから」

　彼かの女じよを床ゆかに降ろしつつ、シュッと敬礼のようなポーズで返してみる。そう……ボクは弟子でしのイクスに勝つために、最近まで結構な筋力トレーニングを続けていた。結果として肉の味を落としてしまったんだけど……それがこうして役立つ日がくるとはね。

「いっ、言っとくけど、今ので惚ほれたとか絶対にないから！　あんなんで惚ほれる女がこの世にいると思った!?　第一アンタが振ふり落おとしたんだし！」

「ご、ごもっともで御ご座ざいます……」

　まるで自分に言い聞かせるかのように喚わめきまくるジークルーネさまは措おいといて、問題はボクの背中にいきなり話はなし掛かけてきた人物だ。あの声は……。

「ヘルムヴィーゲさま、ビックリさせないで下さいよ」

「かっかっか！　わしを責められる立場かのぅ？　んん？」

　くっ……ジークルーネさまの絶対領域に踏ふみ込こもうとした現場を押おさえられた以上、ボクにはもう何も言い返すことができない。

「あっ、ヘルムヴィーゲ！　やっぱりここだったのね、ヒルデ姉さんの読み通り。もっと最優先で見に来るべきだったわ」

　見に来る……？　ってことはそうか、一体なんの用事でジークルーネさまは図書館に立ち寄ったのかと思ってたけど、ヘルムヴィーゲさまを捜さがしてのことだったわけだね。そしてヘルムヴィーゲさまは毎度恒こう例れいのサボりと。

　予想通りというか何というか……。けどまぁ、時間としてはまだお昼を回ったくらいだし、今日は比ひ較かく的てき早めに見つけ出せた方なんじゃないかな？

「全くヘルムヴィーゲさまってば、今回はどんな任務をサボりたくて隠かくれてたんですか？」

「決まっとるじゃろ、荷物持ちじゃよ。あの外がい海かい王おうエーギルのところに、また食しよく糧りようを買い付けに行くでな。しかも今回は仕入れ量が多いから姉し妹まい総出ときとる。は～ぁ困ったもんじゃわい、わしは確かに姉し妹まい一の力ちから自じ慢まんかもしれんが、どうせ一番こき使われるんじゃ。他人様に頼たよる前に、まずは自分らが筋力をつけてみせい。そうは思わんか？　のうセイ」

「あ、あはは……まぁ、一理ないこともないですが……」

　気けだるそうに答え、やれやれと首を振ふるヘルムヴィーゲさまにボクは苦笑いで相あい槌づちを打つ。

　なるほど、食しよく糧りようの買い付け任務か……懐なつかしいなぁ。ボクも一度だけお供させて頂いたことがあったけど、あの時は本当に大変だった。だって最後には両りよう腕うでをバッサリ切断だもん。

　幸い腕うで斬きり役を務めて下さったのが剣けんの達人シュヴェルトライテさまだったから、痛みも出血も最小限で済んだけど……あの双そう剣けんが自分に向けられるのは二度とゴメンナサイだよ。

「む。やはりここだったかヘルムヴィーゲ。今度サボれば容よう赦しやなく剣けんの錆さびにすると言っておいた筈はずだが、よもや忘れた訳ではあるまいな？」

　その時、問題の双そう剣けんがボクの目の前で抜ぬき放はなたれる。でも今その切きっ先さきが向けられているのはボクじゃなくて、ヘルムヴィーゲさまの方だった。

「ぐぬぬ、シュヴェルトライテか。さてはルーンで呼び寄せよったな？　ジークルーネ」

「トーゼンでしょ？　ちなみにシュヴェル姉さんだけじゃなく、姉し妹まい全員ね」

　ジークルーネさまがそう告げた瞬しゆん間かん、先行してきたシュヴェルトライテさまを追うようにして他の姉し妹まいたちがぞくぞくと図書館になだれ込こんでくる。

「あぁっ、何という事！　こういう時にはワタクシが真っ先に見つけ出さなければいけませんのに……後おくれを取りましたわ。これではもう、姉し妹まい最速を謳うたうのは憚はばかられますわね……」

　シュヴェルトライテさまに続いてやって来たのは、スピード命の次女・ゲルヒさま。彼かの女じよは何かと一番になりたがるけど、そんな彼かの女じよに姉し妹まい一いち優やさしい妹が声を掛かける。

「そ、そんな事ないよゲルヒお姉ちゃん！　だってゲルヒお姉ちゃんは一番遠くにいたんだもん、今回はしょうがなかったよっ！」

　うん、ナイスフォローだよヴァイセ。世の中にはやってやれないこともある。それをやんわりと分からせてあげるのは大切なことさ。

「あーヴァイセ、別に気にする事はないのですし。ゲルヒ姉ねえはホラ、立ち直りの早さも姉し妹まい一いちなのですし」

　と、そこに別方向からのフォローを投なげ掛かけたのは三女のオルトリンデさま。彼かの女じよが放った姉し妹まい一いちという単語を耳にした瞬しゆん間かん、項垂うなだれていたゲルヒさまは勢いよく跳とび起おきた。

「姉し妹まい、一いち……！　と、当然でしてよ！　えぇもうこの通り平気ですわ！　ワタクシはどんな速さも姉し妹まい一いちですもの！　ホォ～ッホッホッホ！」

　おお。やんわり優やさしい言葉じゃなくても、強制的に元気にする方法があったとは……いやぁお見み逸それしました、さすがはオルトリンデさまだね。

「すすっ、凄すごいですっ！　ホントに一いつ瞬しゆんで立ち直れるなんて、恐おそろしく個性的な性質……ぜ、是ぜ非ひともあやかりたいです。それに比べたらワタシなんて、姉し妹まいで一番の無個性ですから……はぁ、何でもいいからワタシも一番になってみたい……」

　いえグリムゲルデさま……あなたはもういくつもの一番を持ってることに、いい加減気付いて下さい。

「ヴィーゲちゃ～ん、はぁい、捕つかまえたわぁ。……あら？　もう、やっぱりヴィーゲちゃんはヴィーゲちゃんなんだから～」

「あ～ん？　何じゃいヴァルトラウテ、そりゃ一体どういう意味じゃ？」

　うん、そうだよその通り。図書館にやって来て早々その豊満なお胸をヘルムヴィーゲさまに押おし付つけて、ヴァルトラウテさまは一体全体なにを仰おつしやっているんだ？

「だって本気でサボる気だったらぁ、こうして甲かつ冑ちゆうなんて着こまないでしょう？　やる気マンマンみたいでお姉さん嬉うれしいわぁ」

「ぎょわ～!?　こ、こりゃ黙だまらんかヴァルトラウテッ！　わしゃ～やる気なんぞ毛ほどもないわい！」

　あ……なるほどそういうことですか。ヘルムヴィーゲさまも素す直なおじゃないレベルで言ったら、ジークルーネさまとどっこいですねぇ。

　そして──ここに姉し妹まい八人が揃そろった以上、最後に登場なさるのは……。

「ヘ・ル・ム・ヴィーゲェェ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　あぁっと、やはりカンカンです！　ズンズンと歩み寄るブリュンヒルデさまは腰こしの剣けんに手を掛かけるほどお怒いかりのご様子！　さぁ、ヘルムヴィーゲさまの運命や如何いかにっ！

「なんのっ、セイ・シールド!!」

「ボクの運命や如何いかにっ!?」

「はわっ!?　セイさんいらしたんですかっ!?　す、すみません、またしてもお見苦しいところを……！」

　サッとボクを押おし出だして後ろに隠かくれ、ブリュンヒルデさまの視界から逃のがれるヘルムヴィーゲさま。ブリュンヒルデさまは悲鳴を上げて剣けんを鞘さやに戻もどすと、顔の前で素す早ばやく両手を振ふった。

　そうか！　ボクの前だとブリュンヒルデさまは存分にお怒いかりになることができない！　ヘルムヴィーゲさまめ、中々上手うまく切きり抜ぬけるじゃないですか……。

「えぇっとセイさん、また図書館にいらっしゃるという事は、何か調べ物ですか？」

「はい、そうなんです。前にロキと約束した通り、魔ま剣けん『リジル』の行方ゆくえについて引き続き調査中でして」

「あ……そうでしたね。すみませんセイさん、私も協力すると言っておきながら、中々手伝えなくて……」

「い、いえいえそんな、頭を上げて下さい！　ブリュンヒルデさまには日々の任務がありますから、お忙いそがしいのは仕方がないことです。手て掛がかりくらいはボク一人でも見つけてみせますので、今は任務を優先なさって下さい」

　申し訳なさそうにするブリュンヒルデさまに、ボクは慌あわててフォローの言葉を贈おくる。

　そんな簡単に頭を下げられると困っちゃうよ。最近はボクのせいで任務を後回しにさせてしまうことが多かったのに、謝あやまられるなんてとんでもない。たまにはボクも頑がん張ばらないと。

「ではヘルムヴィーゲも見つかった事ですし……セイさんのお邪じや魔まにならないように、私わたし達たちはこれで失礼しますね」

「はい！　任務頑がん張ばって下さい！」

「って、お待ち下さい姉あね様さま。この任務にはセイ殿どのにもご同行頂かなければ」

「へ？　何を言って……あっ！　そうでした！」

　ん？　ボクも一いつ緒しよじゃなきゃダメなの？　今日のヴァルキューレさまの任務は、確かエーギルさまのところへ買い付けに…………あ。

　そ、そうだった。あれから中々その機会がこないからすっかり忘れてたけど、エーギルさまに言われてたんだ。今後の取引の際には、ボクも一いつ緒しよに立ち会うことを所しよ望もうするって。

「す、すみませんセイさん。どうやら思いっきりお邪じや魔まをしてしまう事になりそうです……」

「いえ、全然大だい丈じよう夫ぶです！　むしろずっと思ってたんです、たまにはボクの方からも、みなさんの任務をお手伝いしたいって」

　そう。何かにつけて任務のお邪じや魔まをし続けてきたのはボクばかり。こう言ってしまうとおこがましいけど、これでようやく肩かた身みの狭せまさから一つ解放される気がするよ。

　とはいえ……エーギルさまは威い勢せいがいいというか声が大きいというか、割とおっかないお方だから、いざお会いしに行くとなると気が引けるなぁ。

　それにあの宮きゆう殿でんは壁かべも床ゆかも全すべてが純金製。万が一傷を付けてしまったらと思うと気が気じゃない。豪ごう華か絢けん爛らんも結構だけど、金銀財宝は見せびらかさずに隠かくすべき場所に隠かくしておいてほしいもんだよ。

　といってもお宝大好きなあのお方のことだ。実は見えないところに超ちようレアなお宝を山のように抱かかえていても不思議じゃない。きっと世にも珍めずらしい財宝を収集して、る……？

　……ん!?　ちょっと待った、ひょっとしたら──。

「ブリュンヒルデさま！　エーギルさまって、ぶっちゃけ成なり金きん趣しゆ味みですよね？」

「えぇっ!?　いえその、え～っと、まぁそう……ですね。世の黄金の大半はあのお方の所有物になりますし。その圧あつ倒とう的てきな富に物を言わせて、お屋や敷しきの宝ほう物もつ殿でんには世界中のありとあらゆる財宝が収集されているという噂うわさも……」

「やっぱり！　ではその中に──シグルズの遺産がある可能性もありますか？」

「！　なるほど！　はいっ、その可能性は大いにあると思います！」

　ボクの狙ねらいを汲くみ取とったのか、ブリュンヒルデさまは手を叩たたいて肯こう定ていを示した。

　この買い付け任務……ボクにとっては邪じや魔まどころか、まさに天の助けになりそうだ！

　さぁ行こう！　外界王エーギルさまの宮きゆう殿でんへ！







　──人間界『ミッドガルド』──。

〝中なかつ国くに〟とも呼ばれるそこは、かつて主神オーディンさまが二人のご兄弟とともに創造なされた、九きゆう界かいの中心に位置する世界。

　劫ごう初しよの時、大地の裂さけ目め『ギンヌンガガプ』が原初の巨きよ人じん〝ユミル〟の血で満たされ、それは海となる。

　海に横たわったユミルの体は大地となり、頭ず蓋がいは空となり、脳のう髄ずいは雲となり、骨は山に、歯は岩に、髪かみは草木、睫毛まつげは世界を仕切る巨きよ大だいな壁かべとなった。

　……と、いうことらしい。ボクが昔に読んだ文ぶん献けんには、そう書いてあったよ。何だかスケールが大きすぎて、いくら何でも眉まゆ唾つば物ものだけどね～。

　それはさておき、ユミルの睫毛まつげで創つくったという巨きよ大だいな壁かべを越こえた西の先。そこにある世界こそが、ボクらが今いる場所。ドヴェルグたちが住まう常とこ夜よの世界『ニザヴェリール』だ。

　そして外がい海かい王おうエーギルさまがお住みになられているのは、その世界の海底。数か月振ぶりに見た宮きゆう殿でんの美しさは、まさに絵にも描かけない。きっと何度見たって息を吞のんでしまうだろう。

「お～うおうおうっ!!　久しいじゃねぇの風の嬢じようちゃん達たち！　しかも姉し妹まい総出たぁ壮そう観かん過ぎて言う事ねぇ、儂わしはド派手に歓かん迎げいするぜい！」

　黄金の玉ぎよく座ざにふんぞり返り、黄金の装そう飾しよくで全身を着き飾かざる色黒の強面こわもて男おとこ。フワフワとした白い口ヒゲが王者の風格を物語るその巨きよ人じんこそ、外がい海かいを統すべる王・エーギルさまだ。

　相変わらず威い勢せいのいいお声で、怖こわさ満点。ボクはイノシシモードなのをいいことにこっそりみんなの後ろに隠かくれた。

「オイオイそんな隠かくれなさんなセーフリームニル。儂わしは会いたかったんだぜい？　オメェさん、随ずい分ぶんとド派手な力を宿してるってぇ話じゃねぇか、あぁん？」

「ド、ド派手な力、ですか……？」

「おうよ！　何でも例の生き返りの力を他人に譲じよう渡とできるってな。おまけにあの『金きん鶏けい』〝グリンカムビ〟にまで変へん化げするらしいじゃねぇの。な？　ここは一つ、ド派手に食わせちゃくれねぇか？　死ぬほど美味うまいってぇ鶏にわとりの評判、儂わしにもちょっくら味わわせてくれや」

　うおぅ、何てこったい。エーギルさま、ボクにここで死ねと仰おつしやられますか。友好的とはいえ、さすがは無む慈じ悲ひな霜の巨人ヨトウン……って、オーディンさまたちも大体遠えん慮りよなく言ってくるか。

　でもオーディンさまは、無む闇やみに他種族に食べさせるなと仰おつしやっていたけど……この場合はどうなんだろう？　断っちゃっていいものやら……。

　意見を求めてブリュンヒルデさまの方に目を向けると、彼かの女じよも即そく断だんはできないようだ。しばらくウンウンと悩なやんで──おっ、ビシリと敬礼のポーズを取った。何ソレ、凄すごく可か愛わいい。

「分かりました！　我々アースの民たみと極きわめて密な関係にあるエーギルさまのお願いを、無む下げにするわけには参りません。どうぞ、今宵こよいはボクもといグリンカムビの肉をご堪たん能のう下さいませ！」

「シャ！　そうこなくっちゃあいけねぇや！　おう、コイツを煮にるなり焼くなり好きにしろ」

　うん……後ろに控ひかえていたシェフへの命令が、半はん端ぱなく怖こわい。

　まぁでも幸いというか何というか、日にち没ぼつまではあと数時間足らず。今料理になってしまってもそれほど今日という時間を損するわけじゃない。魔法の鍋エルドフリームニルを持ってきてないから食べ放題ってわけにはいかないけど、ここは気前よくご飯になって外交に一役買うのも悪くないよね。

　……………………。

　…………。







　──そして日にち没ぼつ後。

「よぉっし来た来たぁ！　お待ちかねの実食タイムといこうじゃねぇか！　ド派手によぉ！」

　さて。断だん末まつ魔まの叫さけびを上げる間もなく屠と畜ちくされてしまったボクだけど、こうして純金製の大皿に盛られている姿を見ると、何だか妙みように誇ほこらしく感じるのは何故なぜだろう。

　とはいえ、そこにあるのはグリンカムビに変へん化げした姿のボクだけどね。

「はぐっ。もぐもぐ……カァ～！　なるほどうめぇ！　こりゃ寧むしろ食うべきじゃなかったかもなぁ、病やみつきになっちまいそうだぜい！」

「お、お気に召めしましたようで何よりです」

　仰おつしやることに噓うそ偽いつわりはないようで、ボクの肉を一心不乱にお召めし上あがりになるエーギルさま。

　ボクを含ふくめ、みんなの前にも豪ごう勢せいな食事が用意されているけど、エーギルさまの豪ごう快かいな食べっぷりを見ているとこっちまでお腹なかいっぱいな気分にさせられるよ。

　何だかんだでディナーパーティーにまで発展してしまった今回の訪問。目的だった食しよく糧りようの買い付けも以前の約束通り半額で済み、あとは丁てい寧ねいに挨あい拶さつをして帰るだけだ。

　……と、言いたいところだけど……ボクにはまだ別の目的が残されていた。

「エーギルさま。本日は手厚くおもてなし頂き、本当にありがとうございました」

「気にするこたぁねぇやい。オメェさんにゃあド派手に死んでもらったわけだしな」

「いえ、これも職務ですから。それでその……唐とう突とつなのですが、実はエーギルさまに折り入ってご相談させて頂きたいことがございます」

「相談だぁ？　あぁいいぜ、とっくり聞かせてもらおうじゃねぇの」

「あ、ありがとうございます！　……実はボク、とある宝具を探しているんです。それは人間の大だい英えい雄ゆうシグルズの遺産。竜りゆうの心臓を貫つらぬけるという魔ま剣けん、『リジル』です」

「ほう？　ド派手にお目が高ぇじゃねぇか。竜りゆう殺ごろしの遺産と言やぁ、お宝中のお宝だぜい」

　真面目な顔で話を聞いて下さっていたエーギルさまが、低い声で相あい槌づちを打つ。

　へぇ、数々のお宝に囲まれて生活なさるエーギルさまにそう言わせるなんて、やっぱり凄すごいお宝なんだね。問題は、それをエーギルさまが所持しているかどうか……。

「あぁ、期待を持たれる前に言っとくがな、儂わしは持っちゃいねぇよ？」

「えっ！　あ、そ、そうなんですか……」

　すみません、実はとっくに期待しまくってました……いきなりガッカリです。

「だがよ。その剣けんの在あり処かだったら──よぉく知ってるぜい」

「!!　ほっ、ホントですかっ!?」

　それはどこに……と、続けるはずの言葉は出せなかった。エーギルさまが人差し指をビシリと立てて、沈ちん黙もくを命じたからだ。

「分かるよな？　チビスケ。何かを得たいのならそれ相応の対価が要いる、そいつは世界が始まる前からの鉄則だ。魔ま剣けんの情報を差し出す前に……儂わしは余興を所しよ望もうする」

　よ、余興？　それって……前に来た時みたいに難題を突つき付つけられるってこと!?

　これはマズイ展開だぞ！　だって前はその余興が、アースの未来を左右するほどの大ごとにまで発展しちゃったんだよ!?　何てこった、ボクは余計なお願いをしちゃったのかも……！

「おう！　〝ヒミングレーヴァ〟！　こっち来いや！」

　エーギルさまがバシンと膝ひざを叩たたき、何かを広間に呼び寄せる。

　それは人名だったようで、呼ばれてユラリと姿を現したのは一人の少女。

　雨上がりの空を思わせるコバルトブルーの長ちよう髪はつを背に流し、朝日のような乳白色の羽は衣ごろもを身に纏まとう。服というよりは長い布をいくつも重ねたような大だい胆たんすぎるデザインで、もはや肌はだのほとんどを隠かくせていない。

　革かわ製せいのボーンサンダルで黄金の床ゆかを鳴らし、彼かの女じよはエーギルさまの前に深く跪ひざまずいた。

「お呼びでありましょうか、お父様」

　外がい海かい王おうを父と呼ぶ、その少女。それを聞いた瞬しゆん間かん、ボクは以前ブリュンヒルデさまが仰おつしやっていたお話を思い出した。エーギルさまにはヴァルキューレと同じく、九人姉し妹まいのご息そく女じよさまがいらっしゃるということを。

　つまり、彼かの女じよこそが──。

「セーフリームニルは初対面だったよな？　紹しよう介かいするぜ。こいつぁ儂わしの自じ慢まんの九人娘むすめ、〝波の乙女おとめ〟の長女・ヒミングレーヴァだ」

「……お初にお目に掛かかるのであります。ヒミングレーヴァと申す者であります」

　クルリとこちらに向き直り、可か憐れんな声で挨あい拶さつをして下さるヒミングレーヴァさま。

　あぁぁぁ、マズイ、予想通りだ。ブリュンヒルデさまたち風の乙女おとめと双そう璧へきをなす波の乙女おとめの長女さまは、思った通りとてつもない美び貌ぼうの持ち主だったよ。

「どどっ、どうもっ、ボボボクはセーフリームニルと申もうしゅものでしゅ！」

　緊きん張ちようして思いっきり嚙かんでしまったボクを見て、ヒミングレーヴァさまは小さく首を傾かしげる。ヤバイ、絶対変なヤツだと思われた。でもしょうがないじゃないか、あんな氷みたいな青い瞳ひとみで見つめられたら誰だれだってこうなる。

　ヴァルキューレさまがたからも氷みたいな冷たい瞳ひとみを向けられてる気がするけど、本当にしょうがないことなんです許して下さい。

　と、そんな微び妙みような空気が漂ただよい始めた広間に、エーギルさまがその意図を告げられた。

「で、だ。余興ってぇのは他でもねぇ。このヒミングレーヴァと風の乙女おとめの一人が、ド派手に決けつ闘とうしてみせてくれや。勝ち負けは問わねぇ。ま、軽かる～くな。簡単だろ？」

　なるほど、普ふ通つうに決けつ闘とうを楽しみたいってわけか。ヴァルキューレさまのうちの誰だれかが代表して、あの子と戦う。相手はあちら側の長女だし、ここは当然……。

「分かりました──私が受けて立ちます」

　一歩踏ふみ出だし、凜りん然ぜんと言い放つのは我らがヴァルキューレ姉し妹まいの長女・ブリュンヒルデさま。

　だけどその瞬しゆん間かん、彼かの女じよの八人の妹たちから小さなどよめきが上がった。

「よろしいのですか姉あね様さま！　彼かの女じよは万ばん全ぜんな状態の姉あね様さまでさえ引き分け続けたほどの難敵です、神じん器ぎを失った今の姉あね様さまでは……！」

「そうですわ！　ワタクシは無ぶ様ざまに負ける姉ねえ様さまのお姿など見たくありませんの！」

　シュヴェルトライテさまとゲルヒさま、姉し妹まいの中でも武ぶ闘とう派はなお二人が切せつ羽ぱ詰つまった声で警けい鐘しようを鳴らす。え、なに？　この決けつ闘とうってひょっとしてブリュンヒルデさまが不利な感じなの？

　ボクも不安な気持ちでブリュンヒルデさまに目を向ける。それでも、彼かの女じよは毅き然ぜんとした態度を崩くずさずに相手の顔を見み据すえて言った。

「大だい丈じよう夫ぶ、心配いりません。……セイさんの前で、あんまりカッコ悪いところばかり見せられませんからね」

　一いつ瞬しゆんだけ視線を外した彼かの女じよと、ボクの目が合う。その目から読み取れた感情、それは自信というよりは……〝意地〟だった。

「長女には長女。いいじゃねぇの、これこそド派手に燃える展開ってもんだぜい。そら、とっとと構えな。儂わしは気の利きいた口上なんざ言わねぇからよ、すぐに始めるぜい」

　エーギルさまが玉ぎよく座ざから立ち上がり、水平に手をかざす。

「遠えん慮りよは無用に願うのであります」

「もちろんです。いつでもどうぞ」

　睨にらみあう両者。ブリュンヒルデさまは重心を落として腰こしの剣けんに手を這はわせ、対するヒミングレーヴァさまは一いつ切さい構えず徒と手しゆ空くう拳けん。一体彼かの女じよはどんな戦せん闘とうスタイルなのか……。

　緊きん張ちようの糸が限界まで引ひき絞しぼられた刹せつ那な。

　息を吞のむ音さえ聞こえそうな静けさの中……その静せい謐ひつは一いつ瞬しゆんにして破られた。

「始めッ!!」

　開戦の合図と同時に、ブリュンヒルデさまは風のごときスピードで踏ふみ込こむ。その動作には隙すきもなければ迷いもない。瞬まばたきのうちに十歩の距きよ離りを殺した彼かの女じよは、横よこ薙なぎの一いつ閃せんを鞘さやから走らせる！

　明らかに先せん手てを制した、神しん速そくの抜ぬき付け。でもその剣けんは甲かん高だかい衝しよう撃げき音おんに阻はばまれて、ヒミングレーヴァさまには届いていなかった。

「ふむ……衰おとろえたかと思っていたのでありますが……まずまずの冴さえでありますね」

　ヒミングレーヴァさまの手元──ブリュンヒルデさまの剣けんをすんでのところで受け止めているのは、人の顔くらいの大きさの光るリング。

「あれはまさか……チャクラム!?」

　父さん母さんが南方の地へ旅行に行った時に買ってきてくれた文ぶん献けんに、確かそんな風変りな武具が載のっていた気がする。それに似た形状の何かが、彼かの女じよの武器なのか。

「ではこちらも。ちゃんと避よけないと死ぬのであります」

　淡たん々たんと言葉を紡つむぎ、ヒミングレーヴァさまはもう一方の手にも同じ光の戦せん輪りんを形成。人差し指を支点に高速回転するソレを、ブリュンヒルデさまの顔めがけて振ふり抜ぬいた！

「上から目線は──やめて下さい！」

　迫せまり来る戦せん輪りんの軌き道どうを読み、半はん身しんを逸そらして躱かわしつつ攻こう勢せいに転じるブリュンヒルデさま。

　さっきのシュヴェルトライテさまの口くち振ぶりから察するに、彼かの女じよたちはこれまでに何度も手合わせをしてきた仲らしい。その中で勝敗が決まったことはないというのだから、ブリュンヒルデさまの言い分は尤もつともだと思う。

「はぁぁーーーーっ!!」

　気き炎えんを吐はくとともに軽かろやかなステップを刻み、ブリュンヒルデさまは反はん撃げきを許さない連れん撃げきを叩たたき込こむ。前に後ろに立ち位置を入いれ替かえ、時には宙へ跳とび上あがりつつ死角を狙ねらう。その華か麗れいさはまるで舞ぶ踏とう。激しくも優美な剣けんの舞まいが戦場に火花を散らし、戦いを加速させていく。

　それでも、ヒミングレーヴァさまは一歩も引かなかった。独特の足あし捌さばきを駆く使しし、まるで海を漂ただようクラゲのように全すべての攻こう撃げきをいなしている。両の手に構えていた戦せん輪りんはいつの間にか手元を離はなれ、彼かの女じよの意のまま自由自在に舞まい踊おどる。これはもはや武芸じゃない、魔ま術じゆつの領域だ。

「くぅっ!?」

　その時、ブリュンヒルデさまが苦く悶もんの声を発した。見れば彼かの女じよの太ももは鮮せん血けつで濡ぬれている。ダメージの要因が読めなかったボクが目を凝こらすと、そこには驚おどろくべき光景があった。

「そんな！　戦せん輪りんが増えてる……！」

　ヒミングレーヴァさまの周囲には、気付けば六つもの戦輪が漂ただよっていた。恐おそらくはこれこそが彼かの女じよの真のスタイル。ズルイとは言わないよ。ここまでの芸当を身に付けるためには、きっと相当な修練を積まなければならなかったはずだから。

「盾たてを失なくした今の貴方あなたには、これを凌しのぎ続ける手立てはないのであります。惨むごたらしい結末を迎むかえる前に……優やさしく幕を引いてあげるのであります」

　勝利を宣言したその時、ヒミングレーヴァさまは前方に両手をかざす。と同時にそれぞれの戦せん輪りんたちが反発するかのごとくぶつかり合い、彼かの女じよの周りを超ちよう高速で飛ひ翔しようし始めた。

　そして……それらは文字通り、弾はじかれたように牙きばを剝むく。

「きゃああぁぁーーーーっっ!!」

　剣けん一つでは捌さばき切れるはずもなく、ブリュンヒルデさまは迫せまる戦せん輪りんに全身を切り刻まれて吹ふき飛とばされた。飛び散る血の赤が黄金の床ゆかを染め、ここに……戦いは決着した。

　どうせなら勝利するブリュンヒルデさまのお姿が見たかったけど……仕方ないよね。

「っ…………まだ…………まだ、です……」

「！　ブ、ブリュンヒルデさま……!?」

　どうして……？　どうしてブリュンヒルデさまは、まだ立ち上がろうとするんだ？

　そりゃあボクだって彼かの女じよを最後まで応おう援えんしたい、でももう決着はついたんだ。これ以上続けたところで……残念だけど勝ち目はない。痛々しい傷を増やすだけだよ。

「どうしてですかブリュンヒルデさま！　これ以上は無理ですよ！　なのに何で……！」

「すみません、セイさん……それでも私は……諦あきらめたくないんです」

「諦あきらめたくないって……勝つことをですか!?　そんなの今はいいじゃないですか！　勝ち負けは問わないって、エーギルさまも仰おつしやってます！　そんな無茶したって」

「負けたくないんですっ！　あなたの前では、もう二度とっ!!」

　その時になって──ボクは初めて彼かの女じよの本音をぶつけられた。

　彼かの女じよは続ける。その胸むねの奥おくにずっとしまっていた、全すべての想おもいを吐はき出だすように。

「ニーズヘッグと交こう渉しようしに行った時……私はあなたを守ると言いました。でも結局は取り巻きの蛇へびさえ倒たおし切れずに、セイさんに助けてもらって……。反乱事件の時もそう。私はベルゼを倒たおした気になって、やっぱりセイさんの目の前で殺されて……〝グルヴェイグ〟の力で生き返らせてもらいました。情けないです。私は……本当に情けない」

「……」

　そう……だったのか。彼かの女じよはずっと、そんな風に思ってたのか。

　これは……この想おもいには……口出しすることはできない。ボクにできるのは、ただ黙だまって彼かの女じよの気持ちを受け止めることだけだ。

「どんな逆境に立たされても最後には必ず勝利を摑つかむ、そんなあなたが私の憧あこがれ。だけどあなたは……私の情けない姿しか知らない。今ここで負けてしまったら、私は……きっとただ甘あまえ続けるだけの女になってしまいます。だから…………私は絶対に諦あきらめない!!」

　秘めたる想おもいを言葉に変えたその瞬しゆん間かん、彼かの女じよが纏まとう青せい藍らんの鎧よろい兜かぶとが音を立てて可動部を露ろ出しゆつさせる。それは青き戦いくさ乙女おとめブリュンヒルデさまが、あの神しん技ぎを発動させる合図だ。

　展開した鎧よろいが神しん気きを放ち、彼かの女じよの剣けんに光と力を送おくり込こむ。

　でも……いいんだろうか？　これを一振ふりすれば、多分この広間ごと崩ほう壊かいさせてしまう恐おそれがあると思うんだけど……。

「仇あだなす敵を絶ち滅ほろぼせ……神しん技ぎ──〝パンツァー・シュトラール〟!!」

　全すべてを滅めつする破は壊かいの力が解き放たれ、空間を斬きり裂さきながらターゲットに伸のびていく。

　その衝しよう撃げきは広間にあった数々の調度品を吹ふき飛とばし、その閃せん光こうは観戦者たちの視力を奪うばう。

　再び目を開いた時──ヒミングレーヴァさまは、掠かすり傷きず一つなく立っていた。

「……。見た目ばかり、派手」

　ブリュンヒルデさまの神しん技ぎをたった一言の感想で切り捨てる彼かの女じよの前には、一つに収束されて巨きよ大だい化した戦せん輪りんが浮うかんでいた。

　そんな、あれで防いだっていうのか!?　ブリュンヒルデさまの渾こん身しんの一いち撃げきを……！

　だけどボクらの驚おどろきは、それだけにはとどまらなかった。半はん壊かいした広間の奥おくで盛せい大だいな溜ため息いきを吐はき、エーギルさまは言う。

「あーあ……こいつぁド派手にやってくれたもんだなぁ。……気が変わったぜい。おいヒミングレーヴァ、あの小こ娘むすめを殺せ」

「「「「「「「「「「「!?」」」」」」」」」」」

　思いも寄らないその言葉を受け、ヴァルキューレ九姉し妹まいとボク、そしてヒミングレーヴァさまでさえも絶句する。

　エーギルさま……今、なんて……？

「別に驚おどろくほどの事もねぇだろうが。ちょいと考えりゃ分かんだろ？　最初に勝ち負け問わずと条件付けてやったのは、この広間の被ひ害がいを最小限に抑おさえるためだ。死ぬ気でドンパチやられちゃ敵かなわねぇからよ。……だが見み込こみもねぇ勝ちに拘こだわり、あの小こ娘むすめは儂わしの大事なコレクションを根こそぎゴミにしやがった。なら当然こっちも条件変へん更こうだ。勝つまで戦え。そして……己おのが死をもって敗北を認めるものとする」

「お、お父様、何も殺しまでしなくても。それではアースの者達たちの反感を」

「娘むすめが親に口答えすんじゃねぇや!!　ヴァルキューレならよぉ、どうせセーフリームニルの肉は食ってんだろぉ、なぁオイ？　だったら一度くらい死ね！　でもってこの有あり様さまにしっかりケジメつけてもらわねぇといけねぇよなぁ!!　そいつが筋ってモンだろ、アァ!?」

「そ、そんな滅め茶ちや苦く茶ちやな……」

　何なんだよこの王さま……前にも思ったことだけど、極きよく端たんにもほどがある！

　確かにブリュンヒルデさまなら死んでしまっても生き返れるだろう。でももしこんな理由でアース女め神がみが殺されたなんてことになったら一大事だ。それこそ、かつてアース神族とヴァン神族が争った時のような大戦争にまで発展してもおかしくない。

　何より……たとえ生き返れるからって、ボクはこれ以上ブリュンヒルデさまに死んでほしくなんかないんだ！

「みなさん教えて下さいっ！　ブリュンヒルデさまがヒミングレーヴァさまに勝つためには、どうしたらいいですか!?」

「う、うぅむ……残念じゃがセイよ……こればかりはどうしようもないわい」

「そんな！　何かないですか!?　理想論でもいいです！　無い物ねだりで構いませんから！」

　早々に諦あきらめムードなヘルムヴィーゲさまを縋すがるように見上げる。だけど彼かの女じよは申し訳なさそうに視線を逸そらすばかりで、これ以上相談に乗ってくれそうもなかった。

「っ……ねぇ、ヴァイセは何かない!?　グリムゲルデさまも！」

「ご、ごめんセイくん、ここからの逆転劇となると、わたしには……」

「お、同じく、です……あ！　何ならワタシが代わりに死んでお詫わびすればっ！」

「それはダメです。その覚かく悟ごはご立派ですけど、それじゃあ何の解決にもなりません」

　くそ……このままブリュンヒルデさまが殺されてしまうのを黙だまって見てろって言うのか？　そんなのボクは我が慢まんできないし、許せない。何か……何かないのか……！

「セイ氏。本当に下らない理想論でいいのなら、リンデに無い事も無いのですし」

「！　ほ、本当ですかっ!?　何でもいいんです！　言ってみて下さい！」

　実現不能な絵空事でも構わない。とにかく発想が欲ほしいんだ。そんなボクに控ひかえめながらも声を掛かけて下さったオルトリンデさまに感謝しつつ、ボクは続く発言を待った。

「当たり前の事ですし。ヒルデ姉ねえに全ぜん盛せい期きの力があれば、勝つか引き分けなのですし。これまではずっとそうなっていたのですし」

「全ぜん盛せい期きの力……それはどうすれば取とり戻もどせますか？」

「決けつ闘とうの前にシュヴェルも言っていた通り、今のヒルデ姉ねえは神じん器ぎを失っているのですし。失われたその神じん器ぎ──〝エアレーズング・シュルト〟があれば、或あるいは」

　エアレーズング・シュルト……それって多分アレのことだよね。前々からたまに話題に出てた、ブリュンヒルデさまの盾たて。確かシグルズさんに全部壊こわされたって話だったけど……。

　それさえあれば、少なくとも負けはない。だけど確かに理想論だ。今この場に無い物を用意することなんて、どう足搔あがいても不可能──。

　……いや……本当にそうだろうか？

　さっきブリュンヒルデさまは仰おつしやった。どんな逆境に立たされても、最後には必ず勝利を摑つかむ──それがこのボク、セーフリームニルであると。

「……──」

　時間が無いのは分かってる。それでもボクは目を閉じ、自分の胸に自問する。

　思い出せ、セイ。

　絶対に負けられないというその局面で、ボクは竜りゆう殺ごろしを超こえるために竜りゆうではなくフェンリルに変へん化げした。もうダメかという瀬せ戸と際ぎわで、ボクはグリンカムビにも変へん化げした。

「──なれる──」

　……できないと思うな。その弱き心は、全ての可能性をゼロにする。

「──なれるんだ──」

　思おもい込こめ。全すべての可能性と調和しろ。ボクが識しる世界の全すべてに、ボクはなれると。

「そうだ──ボクは──」

　さぁ……遠えん慮りよなく思おもい描えがけ。




　だってボクは彼かの女じよの盾たてを──とっくの昔に〝識しっている〟のだから。




「ッ!?　な、何だあの光はっ！　こいつぁ一体全体、何事でぇ!!」

　エーギルさまは先ほどまでの怒いかりを忘れ、玉ぎよく座ざから盛せい大だいに転げ落ちる。

　その場の全すべての視線が向けられているのは、広間に立たち昇のぼる光の奔ほん流りゆう。その中心にいるのはもちろん、このボクだ。

　いや……この身はもう、ボクじゃない。ボクたちと言うのが相応ふさわしい。

《ブリュンヒルデさま！　〝コレ〟をお使い下さい！》

「えっ？　こ、この声……セイさんなんですか!?　どうしてそんな姿に……」

　広間を満たす光の渦うずが消えた時。驚きよう愕がくするブリュンヒルデさまの目の前には、宙を自在に浮ふ遊ゆうする沢たく山さんの盾たてがあった。
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　そう──この盾たての群れこそが、今のボク。そしてこれこそが、戦いくさ乙女おとめブリュンヒルデさまが失なくした神じん器ぎエアレーズング・シュルトだ。

《ブリュンヒルデさまもご存じですよね？　ボクのマンナズのルーンが、変へん化げの達人ロキも舌を巻くほどの特異性を秘めていること。ボクはファフニールにもフェンリルにもグリンカムビにもなって、今度はあなたの神じん器ぎになった。それだけのことです》

「それだけ、って言われても……」

　目の前の異常な光景に、ブリュンヒルデさまは戸と惑まどいの色を隠かくせない。

　だけど混乱するのは後回しだ。この場の誰だれもが混乱している今こそが、勝利を摑つかむたった一度のチャンスなんだから。

《さぁブリュンヒルデさま、防ぼう御ぎよは全すべてボクが引き受けます！　あなたは全神経を攻こう撃げきに集中させて、ヒミングレーヴァさまを！》

「！　……はいっ!!」

　全ての疑問を振ふり払はらい、ブリュンヒルデさまは咄とつ嗟さに相手の懐ふところに飛とび込こんでいく。機先を制して間合いに入ったブリュンヒルデさまの剣けんがヒミングレーヴァさまの戦せん輪りんを弾はじき、返す刀が彼かの女じよの頰ほおに赤い線を走らせる。

「うぐっ!?　……小こ賢ざかしいのであります！」

　瞬しゆん間かん、これまで氷のような無表情を貫つらぬいてきたヒミングレーヴァさまが吠ほえた。その目に宿ったのは怒いかりと驚おどろき。そしてその奥おくに揺ゆらいだのは……僅わずかな焦あせり。

　軽傷とはいえ手傷を負わせられたことで、ヒミングレーヴァさまは一いつ切さいの油断と甘あまさを捨てた。収束していた戦せん輪りんを六つに分ぶん離りさせると、得意の遠えん隔かく操作による連れん撃げきを開始する！

《やらせるもんかっ！》

　縦じゆう横おう無む尽じんに弧こを描えがく死の軌き道どう。ボクはその一つ一つを瞬しゆん時じに見切り、盾たてとなった身を挺ていして防ぼう御ぎよに撤てつする。ボクを信しん頼らいしたブリュンヒルデさまの剣けんは際限なく速度を速め、ヒミングレーヴァさまの体に鋭するどく傷きず痕あとを刻み付けていった。

「くっ!?　そんな、この速さ……全ぜん盛せい期き以上……！」

　ここに来て、形勢は完全に逆転。防戦一方になったヒミングレーヴァさまは盾たて代わりにしていた戦せん輪りんを全すべて叩たたき落おとされ、ついに無防備となる。

　その一いつ瞬しゆんの隙すきこそが、決着。冷ひや汗あせが伝うヒミングレーヴァさまの喉のど元もとに、ブリュンヒルデさまの剣けん先さきが音も無く突つき付つけられた。

「ここまでです。それとも──ご息女にも死ぬまで続けさせますか？　エーギル様」

「……。参ったぜい。そんなおっかねぇ目で見ねぇでくれや。ちょいと頭に血が上って、茶目っ気出しただけだったんだからよぅ」

　えぇー、本当にそうかなぁ……。甚はなはだ怪あやしいながらも、エーギルさまはヒミングレーヴァさまの代わりに両手を上げて降参の意志を示して下さった。

　と同時に、後方からは歓かん声せいが巻き起こる。

「姉ねえ様さま！　それにセイ！　素す晴ばらしいですわ！　一体これはどういう手品でして？」

「むむぅ。まさか神じん器ぎにまで身を変えるとは……恐おそろしいまでのマンナズなのですし」

「あらあら～。ボクちゃんはもう何にでもなれちゃうのね～。ねぇボクちゃん、ちょっと相談なんだけど、お姉さんってサイズの合うブラが中々見つからなくてね～？」

「なななな何をいきなり破は廉れん恥ちな事をっ!?　けしからん！　けしからんですぞ、姉あね様さま！」

「あぁ全くじゃ。それよりセイや、わしのもとへ来い。その力を最大限役立てる方法を教えてやるぞい。なぁに、ちょっとキラキラした石になってもらうだけじゃて」

「ちょっと、ヴィーゲ姉さんだけはやめときなさいセイ。ところでセイ……三百年前に絶版になったプレミア付きの魔ま導どう書しよの話……興味ない？」

「セセセッ、セイ君はセイ君はひょっとしてっ、愛や勇気や幸せなんかにもなれたりするのでしょうかっ!?　そうだっ、ワタシに存在感をぜひっ！」

「こぉらぁお姉ちゃん達たちっ！　欲望丸出しでカッコ悪いよっ！　セイくん困ってると思う！」

　うんヴァイセありがとう、ボクすっごく困ってたんだ。でも、ヴァルトラウテさまのお願いだけは後で詳くわしく聞いておこうかな……。

「セイさん、ご無事ですか？　いくら盾たてに変へん化げしたとはいえ、戦せん輪りんをまともに受けたら痛かったのでは……」

　数名の欲深い妹たちとは違ちがい、すぐさまボクの身を案じて下さるブリュンヒルデさま。

　ボクは感激に打ち震ふるえつつマンナズのルーンを解除、元のイノシシ状態に戻もどると同時に胸を張って答えた。

「ボクなら全然へっちゃらです！　それもこれも、ブリュンヒルデさまの盾たての性能が良かったからでしょうね、きっと」

「それは安心しました。そして……ありがとうございます、セイさん。あなたのお陰かげで私は、初めてヒミングレーヴァに勝かち越こす事ができました」

　言って、ブリュンヒルデさまはチラリとライバルの方に目を向ける。するとライバルさまはグッと言葉を吞のみ込こんだかと思うと、吞のみ込こみ切れずに不平不満をポロリした。

「勝かち越こし……？　冗じよう談だんでありましょう、貴女あなたは結局、そのイノシシの力を借りて勝ったに過ぎない。わたくしは、負けた訳ではないのであります」

「そうですね。その通りです。私もいずれは本当の神じん器ぎを蘇よみがえらせてみせます。その時こそ改めて決着を。いい戦いでした、ヒミングレーヴァ」

　ブリュンヒルデさまが右手を差し出す。ヒミングレーヴァさまは少しだけ躊躇ためらいつつも、最後にはしっかりと握あく手しゆを交かわすのだった。

「次は絶対に負けないのでありますぅ……っ！」

「次も絶対に勝ってみせますぅ……っ！」

　あれ、この握あく手しゆ、しっかり過ぎない？　なんか手の骨がミシミシいってますよ？

　これも一つの友情の形……なのかなぁ、ハハ、ハ……。







「さてと。さっきはマジで悪かったなぁ、儂わしも短気は自覚してるが、自制となると話は別でな。ついついド派手に暴走しちまう」

　ヒミングレーヴァさまが退場なさり、改めて仕切り直し。

「いえそんな！　全すべては私が後先も考えずに神しん技ぎを使ってしまった結果です。謝あやまって済む問題でない事は承知の上ですが、どうかお許し下さい」

「いや、いいんだって、過ぎた事こたぁ言いっこナシだぜ、お互たがいにな。で、だ。取とり敢あえずやる事こたぁやってもらったんでな、こっちも約束通り情報を提供するぜい。ただ……」

　そこまで言って、エーギルさまは何故なぜか一度押おし黙だまる。

　殊こと更さらに不安を煽あおる沈ちん黙もく。だけど次の瞬しゆん間かん、その沈ちん黙もくを破って聞こえてきたのは、あまりにも予想外な名前だった。

「あれは今となっちゃ、誰だれも手に入れる事はできねぇ。魔ま剣けん『リジル』の在あり処かはな……魔ま狼ろうフェンリルの口ん中だよ」

「え……フェンリルの……口？」

　言われて、ボクは以前の彼かれとのことを思い出す。

　まずは彼かれの口だけでも自由にしたい。ボクはそんなロキの頼たのみを引き受けた。そして彼かれの口につっかえ棒として押おし込こまれていた剣けんを外し、巨きよ大だい化させたヘチマを剣けんに偽ぎ装そうして……元の剣けんは島を囲む湖の底に……ポイした。

「「ああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッッ!!」」

　思い至ったその瞬しゆん間かん。ただ一人事情を知るブリュンヒルデさまとボクは、盛せい大だいにデュエットした。

　他のみんなが頭上に疑ぎ問もん符ふを浮うかべる中、ボクらが思うことはただ一つ。

　──そうだ、『リングヴィ』に行こう。







[image: 間章二　～イノシシと魅惑のブランチ～]




　エーギルさまから頂いた貴重な情報により、ボクの……いや、ボクとブリュンヒルデさまの次なる目的地は決まった。

　とは言うものの、ボクらはひとまずみんなと一いつ緒しよに『ヴァルハラ』まで帰き還かん。買い付け任務を途と中ちゆうで投げ出すなんて以もつての外ほかだからね。

　帰き還かん後すぐに『ニザヴェリール』までトンボ返りすることもできたけど、何しろもう夜遅おそい。フェンリルがいる孤こ島とう『リングヴィ』までは『ニザヴェリール』からでも遠い上、今日は〝グルヴェイグ〟使用による疲ひ労ろうもあるだろうということで、ボクらは翌日の朝を待ってから改めて出発することに決めた。

　そして迎むかえた翌朝──。

「おはようございます！　セイさんいらっしゃいますか？」

　コンコンコン、と規則正しいノック音がボクの部屋に鳴なり響ひびく。おや？　約束していた時間よりかなり早めだけど、もう迎むかえに来て下さったのか。こっちも早めに準備を済ませておいて正解だったよ。

「おはようございますブリュンヒルデさま！　毎度のことで申し訳ありませんが、今日もまたよろし、く……」

　歓かん迎げいの言葉は途と切ぎれ、笑え顔がおで迎むかえたボクの笑え顔がおが凍こおり付つく。

　あれ……おかしいな、ブリュンヒルデさまがいない。開けた扉とびらの向こうにいるのは、六女のヘルムヴィーゲさまだけだ。

「おはようございますセイさん！　今日もいい朝ですよ！　……なーんつってのぅ」

「なっ、なっ……声、真似まね……!?　何やってんですかヘルムヴィーゲさま！」

「かっかっか！　まんまと騙だまされよってからに。おぬしの姉あね君ぎみへの愛はそんな程度か？」

　うおお、何も言い返せない。ボクとしたことが、こともあろうに愛いとしい人の声を聞きき違ちがえるなんて……！

「あ、愛ゆえに、全すべての人の声がブリュンヒルデさまの声に聞こえてしまう病気でして……」

「あーそりゃ難なん儀ぎじゃな。医者を紹しよう介かいしてやるぞい、頭の方のな」

「結構ですっ！　ところで一体何の用です？　ボク、これから出で掛かける用事があるんですけど」

「ほう？　なら、悪いがその予定はキャンセルじゃ。何しろおぬしにはこれから、わしと付き合ってもらうんじゃからのぅ」

　唐とう突とつに、しかも特に悪びれもせずにそんなことを宣のたまうヘルムヴィーゲさま。

　こ、このお方は……もう看過できないね。ここはビシッと諫かん言げんして差し上げなければ。

「ヘルムヴィーゲさま！　先約がある以上、ボクはあなたの言いなりにはなりません！」

「ぬ、言うではないか。たとえそれが、世界の滅めつ亡ぼうに関わる事であってもか？」

「たとえそうであっても、です」

「むむむ……そうか。おぬしに宝石の山に変へん化げしてもらいたかったのじゃが、残念じゃ」

「世界の滅めつ亡ぼうと全く関係ないですね……」

　どうしてそんな例え話を出したのやら。まぁ、引き下がってくれたのならよかったよ。

「ボ～ク～ちゃん。いる～？」

　とその時、ヘルムヴィーゲさまに続いてボクの部屋に現れたのは、四女のヴァルトラウテさまだった。

「はい、いますよ。どうかしましたか？」

「えぇ、実は……あら？　ヴィーゲちゃんが先に来てたのね～？　ひょっとして、先約ができちゃったかしら～？」

　部屋に入ると同時に、ヴァルトラウテさまは先に来ていた客人の存在に気付く。招かれざるそのお方は壁かべに寄より掛かかりながら、不ふ機き嫌げんそうに答えた。

「フン、わしは見事に玉ぎよく砕さいしたわい。更さらに先約がおるんじゃと」

「という事は、お姉さんのお願いも無理そうな感じかしら～……」

「いえ、聞くだけなら平気です。どんなご用件でしょう？」

「昨日言った通りのお願いよ～。お姉さんのブラに変へん化げしてもらいたくて……駄だ目めかしら？」

「お引き受け致いたしますっ!!」

　ってしまった！　口が勝手に……！　いや違ちがう、今重要なのはそこじゃない。そもそもブラになってっていう昨日の話は本気だったということでオーケーなのでしょーか？　ボクはてっきりからかわれてるだけなんだとばっかり……。

　──否いな。疑うなセイ。彼かの女じよは本気だ、そんなの目を見れば分かる。折せつ角かく勢いで引き受けたんだ、ここは最後までノッていくのが真の漢おとこというものさ！

「な、何故なぜじゃ！　何故なぜ引き受けおったセイ！　世界が滅めつ亡ぼうするとしても聞かぬと、今いまし方がた言うておったじゃろうが！」

「ヴァルトラウテさまのブラが無いことで世界が滅めつ亡ぼうしないと、誰だれが決めたんです！」

「誰だれが決めずともないわ、そんなもん！」

　えぇい黙だまれ！　もはや聞く耳持たん。ヴァルトラウテさまのブラに、ボクはなる！

「うおおおおおっ！　マンナズ発動ッ！」

　全神経を研とぎ澄すませ、ボクは得意のルーン魔ま術じゆつを発動させる。一いつ瞬しゆんの閃せん光こうの後、ボクは魅み惑わくのファンデーションに……、……なっていない、だと……？

　まさかの不発。ボクは元のイノシシの姿から、何一つ変わっていなかった。

「あ。そう言えば……。実はボク、そもそもブラジャーっていうのがどういう物なのか、よく知らないんですよね……失念してました」

　いやぁ、何しろホラ、ボクって男だし。母さんもイノシシだからブラとは無む縁えんで、人間の彼かの女じよもいない。まぁ母親や彼かの女じよのブラジャーをまじまじ観察するのもどうかとは思うけど……。

「それはつまり、知らないとなれない、って事かしら～？」

「はい。ボクはマンナズを感覚的に使っているものですから、そのもののビジョンをしっかり頭にイメージできないことには……」

　そう。即すなわちボクが使うマンナズは、変へん化げしようとする対象を事前によく知っておく必要があるんだ。何になるにしてもね。

「じゃあブラを観察させてあげるわ～。あ、でもお姉さんのは無理ねぇ、ブラ持ってないから。ほら、見ての通り今もノーブラなのよ～」

「み、見てもいいんですか!?」

「いいとは言ってないわよ～？」

　あ、言ってないのか、そうなのか。くそ……冷静さを欠いているぞセイ、落ち着くんだ。

「という訳で、ヴィーゲちゃんお願いね～？」

「何故なぜそうなる！　というか、わしもブラは付けてないし、持ってもおらんぞ？」

「あぁ……確かにヘルムヴィーゲさまには必要なさそうですもんね」

「何じゃそのつまらなそうな言い方は。キャミソールならば今も着ておるが……どうせ興味ないじゃろ？」

「あります！」

「あるんかい！　全く最低じゃな、このド変態イノシシめが」

　はっ、マズイ……ヘルムヴィーゲさまのボクへの評価がグングン落ちていってる気がする。彼かの女じよから嫌きらわれる分には構わないけど、それであることないこと言いい触ふらされたりしたら大変だ。ここはいい加減紳しん士しな対応をしなければ。

「ボクちゃんがランジェリーにも興きよう味み津しん々しんなのは分かったけれど、今はブラの話をしましょう？　他の姉し妹まいならきっとブラを持ってるから、それを参考にさせてもらうのはどうかしら？」

「と、仰おつしやるからには……ひょっとして！」

「えぇ。行きましょう、『ヴィーンゴールヴ』にね～」

　──こうして、ボクは思いも寄らない形でまたもや女め神がみの館に向かうことになった。今日はブリュンヒルデさまと『リングヴィ』に行く約束があるけど、『ヴィーンゴールヴ』に向かうのなら問題ない。迎むかえを待つんじゃなく、ボクの方から彼かの女じよを迎むかえに行けばいいだけだからね。

　……言っておくけど、こんな頻ひん繁ぱんに『ヴィーンゴールヴ』に通ってる男は神界でもボクくらいだということをお忘れなく。

　身も心も美味おいしいポジション。それがこのボク、セーフリームニルなのさ。







　さてさて、やって参りました。男子禁制、しかしてイノシシ上等な、乙女おとめの園そのへ。

　やって来た今でも信じられないよ。だってボクはこの聖域に、ヴァルキューレさまがたのおブラを観察させてもらいに来たんだから。

　いや……分かってるさ。もう自分で言っちゃうけど、この展開はハッキリ言っておかしい。エロスを超こえて終末が近付くレベルだよ。でも、ボクは一歩も退く気はない。

「あっ、セイくんだっ！　お姉ちゃん達たち、こんな朝早くにセイくん連れてどうしたの？」

　早くも第一乙女おとめ発見。九女のロスヴァイセ嬢じようでございやす。あ～あ、今日のボクらに真っ先にエンカウントしてしまうなんて、ヴァイセはツイてないなぁ。日ひ頃ごろの行いは天使のはずなんだけど。

「おはようヴァイセちゃん。突とつ然ぜんだけど、ヴァイセちゃんはブラって着けてるかしら～」

「ほ、ほんとに突とつ然ぜんだね。えっとその……も、もちろん着けてる、けど……」

　小声でそう答えつつ、チラリとボクに目を向けてくるヴァイセ。目が合った瞬しゆん間かん、ヴァイセは慌あわてて視線を逸そらしたように見えた。下着の話だし、さすがに恥はずかしいのかな？

「そう！　よかったわ～。じゃあ、それをボクちゃんに見せてあげてくれないかしら？」

「え？　…………エェッ!?」

　一いつ瞬しゆんのフリーズ、からの絶ぜつ叫きよう。う～ん、何という完かん璧ぺきなリアクション。この反応はきっとヴァイセにしか……いや、誰だれでもこうなるよ、決まってるでしょ。

「そそそっ、そんなの駄だ目めだよっ、恥はずかしいもん！」

　お姉さんの無茶な注文を全力で拒きよ否ひするヴァイセ。あらら、耳どころか首まで真っ赤になってるよ。でも……ちょっと前は普ふ通つうにネグリジェ姿でボクと話していたような。その成長が嬉うれしいやら悲しいやら。

「別に今着けてるやつじゃなくてもいいのよ～？　持ってるのなら何でもオッケー」

「そ、それだったら……って、それだって恥はずかしいよっ！　どうしてそんなの見せなくちゃいけないの!?」

「フン。ヴァルトラウテはこのセイに、ブラ変へん化げを習得させるつもりなんじゃと。全く、馬ば鹿かげた話じゃろ？」

「こ、今回ばかりはヴィーゲお姉ちゃんの言う通りかも……」

　えぇ、ボクもその通りだと思います。でもね、バカでも何でもやり遂とげなければならんのです。これは『アースガルド』の最重要案件なのです。

　なのでここはぜひとも協力を承しよう認にんして頂くべく、ボクは人生一番の紳しん士し力ぢからを込こめて言った。

「ヴァイセ、安心してほしい。キミがどうしても嫌いやだと言うのなら、ボクは無理にお願いしたりはしないよ。神に誓ちかってね。ただ……その代わりに教えてほしい。誰だれだったらボクにブラを見せてくれると思う？」

「誰だれも見せてくれないと思うよ」

「デスヨネー」

　そうだね、いるわけないよね。知ってた。

　あぁ、分かってたならこんなこと聞くべきじゃなかった。『アースガルド』のいい子筆頭であるヴァイセが、まさかボクにブリュンヒルデさまそっくりのジト目を向けてくるなんて……。

　くっ、さすがにこれは無理なのか？　いかにボクがマスコット的な存在だからってそこまでは許されないのか？　その限界を超こえてこそのボクだと思っていたのに……！

「フッ。済まないが話は聞かせてもらったぞ」

「！　この声は……シュヴェルトライテさま！」

　腕うでを組み、廊ろう下かの陰かげから姿を現したのは姉し妹まいの五女、シュヴェルトライテさまだった。

　妙みようだな……話を聞いていたという割に、彼かの女じよはとても落おち着つき払はらっている。姉し妹まい一いち生き真面目まじめな彼かの女じよにはこの手の話はご法はつ度とかと思っていたのに……もしや、意外にも協力を!?

「ここは私に任せてくれ！　さぁ！　これが私のブラだ！」

　ババーン！　という幻げん聴ちようとともに取り出したるは、清き純白を湛たたえた布。細く長い帯状のそれは、どう見ても……！

「サラシじゃないですかっ！」

「あぁそうだとも。だが私にとっては紛まぎれもなくブラジャーだ。参考にならないか？」

「残念ながら、なりません」

「即そく答とう!?　ま、待て、もっとよく考えてくれてもいいだろう？　ほら、この生き地じを見てくれ、なんと綿が百」

「おぉ、綿一〇〇％ですか？」

「いや、一二〇％だ！　売り子がそう言っていた」

「そこ限界突とつ破ぱできませんよ普ふ通つう！」

　どんな売り文句だよその店員さん！　シュヴェルトライテさまも騙だまされちゃダメです！

「いい物なのだが、やはり参考にはならんか……。折せつ角かくサラシを人目に晒さらしてまで売うり込こんだというのに……はっ！　もしや……これがほんとの、サラシ者……!?」

　あー、ひょっとしてシュヴェルトライテさまって、ダジャレが好きなのかな？　それが笑えるかどうかは別として。

　とにかく、シュヴェルトライテさまは今回も全力で滑すべって下さった。何だか毎回申し訳ないですが……でも、その協力的かつ挑ちよう戦せん的な姿勢は本当に感謝してますからね？

「他に誰だれか……あら？　あそこの観葉植物のところ、誰だれか隠かくれてるわ～」

「!?　いませんいませんいませんいませんいませぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]んっ!!」

　脱だつ莵とを追おい越こす勢いで逃にげていく人ひと影かげ。いないと叫さけびこれでもかと存在をアピールするあの後ろ姿は、確実にグリムゲルデさまだ。さてはボクらの話を盗ぬすみ聞ぎきしてたな？　後でお部屋に伺うかがいますので、ブラを洗って待っていて下さい。

「おっと、これはセイ氏。女じよ子し寮りようへの夜よ討うち朝あさ駆がけは、男の嗜たしなみ……という事ですし？」

　と、ここにきて三女のオルトリンデさまが登場。またしてもボクに勝手な容疑を掛かけようとしてるみたいだね。ここは何としても弁解しなければ。

「違ちがいます！　別にボクは不法侵しん入にゆうしようとしたら捕つかまって、取り囲まれて尋じん問もんを受けてる最中とか、そういうわけじゃないんです！」

「解説どうも。バッチリ把は握あくしたのですし」

　何故なぜか誤解が深まり、敵意満点の眼差まなざしでボクを睨にらみ付つけてくるオルトリンデさま。

　し、しまった！　ただ否定したかっただけなのに、客観的に見たらそうとしか思えない構図だよね、今のボク！

「丁ちよう度ど今日はイノシシ肉が食べたいと思っていたところなのですし。ハントしてジビエなのですし」

「わああ待って待って！　ヴァルトラウテさま助けて！」

「リンデちゃんストップ！　ボクちゃんを連れてきたのはお姉さんなの～。みんなのブラをボクちゃんに見せてあげたくて……」

「それは、冥めい土どの土産みやげという話ですし？」

「そういう話にしておけば、見せてくれるかしら～？」

「いやヴァルトラウテさま!?　話が違ちがいますよ！」

「……？　何やら話の意図が見えないのですし。それが冗じよう談だんでないのだとしたら、当然協力できないですし」

「あ、冗じよう談だんなら協力してくれるのかしら～？」

「冗じよう談だんじゃ済まない仕打ちをセイ氏が望むのであれば、頷うなずくのもやぶさかではないですし」

「望みません！　真しん剣けんに望みません！」

「あらそう……？　う～ん、やっぱり難しい話なのかしら～」

　思うように話が進まず、眉まゆ尻じりを下げて首を捻ひねるヴァルトラウテさま。そんなに上手うまくいくはずないですよ。あの優やさしいヴァイセに断られた時点で、ボクはもう諦あきらめムードです。

「何よ騒さわがしいわねぇ。みんな揃そろって一体何なの？　って、セイまでいるじゃない！」

「何ですって？　まあセイ！　早朝からワタクシに会いに来て下さいましたの？」

　おっと。さすがに人数が増えてきたせいか、騒さわぎを聞きつけてジークルーネさまとゲルヒさまがやって来たぞ。

「あらあら、丁ちよう度どいいところに来てくれたわぁ。ねぇ、二人はブラ持ってるわよね～？」

「は、はぁ!?　ブラ!?　な、何言ってんですか藪やぶから棒ぼうに！」

「落ち着きなさいなジークルーネ、たかがインナーの話ではありませんの。当然持っておりますけれど、それが何か？」

　顔を真っ赤に染めて喚わめくジークルーネさまと、大人な対応でそれを宥なだめるゲルヒさま。おや、ゲルヒさまは恥はずかしがっていない……？　これは期待できるかも！

「悪いとは思うんだけどね～、そのブラ、ボクちゃんに見せてあげてくれないかしら～」

「はぁ[image: ～][image: ～]？　えぇいいわよ？　その目をくり抜ぬいた後でならね」

　うわっ、ジークルーネさま、今度はヒドく冷静に指の骨を鳴らしてらっしゃる！　限界を超こえた呆あきれが、静かな怒いかりへと感情を昇しよう華かさせてしまったようだ。

「なっ、ななっ、何故なぜそんな物を殿との方がたにお見せする必要がありますの!?　意味が分かりませんわ！　そんな事をしたら……けけっ結けつ婚こんしなければならなくなりますのよ！」

「え、そんなルールありましたっけ？」

　そんなの聞いたこともないよ。どこぞの妖よう精せいじゃあるまいし。

　ていうかゲルヒさま、見せろと言われた瞬しゆん間かんに態度が逆転したなぁ。まぁ普ふ通つうはそんな頼たのみに繫つながるとは思わないだろうし、取り乱すのは当然か。

　ふぅ……とりあえず、ここまでで全員がブラを見せられないってことはよく分かったよ。となると残すは八女のグリムゲルデさまと、我らが長女ブリュンヒルデさまのお二人のみ──。

　そう思った時、まるで見計らったかのようなタイミングでブリュンヒルデさまがお姿を現した。その後ろには、隠かくれるようにしてグリムゲルデさまもいる。

「セイさん……。助けを求めてきたグリムゲルデから事情は聞きました。その……まさかセイさんが、そんなにも女性の下着を欲ほつしていただなんて……」

「いえ全然違ちがいますよ!?　それも一番大事なところが！　欲ほつしてるのはボクじゃなくてヴァルトラウテさまです！」

「え？　あ、そうだったんですか。な、何だぁ、安心しました。そうですよね、よく考えたらセイさんがそんな物を欲ほしがるはずないですもんね」

　えぇ、全くです。グリムゲルデさまってば、話をよく聞きもせずにとんでもない偽にせ情報をブリュンヒルデさまに垂たれ込こんで……もう謝あやまったって許してあげないよ？

「あ、あぁ、あのっ、勘かん違ちがいしちゃってスミマセンでしたっ！　ワ、ワタシも変だとは思ったんですけどその……セイ君ならそれも充じゆう分ぶん有り得るかと思って……」

「謝あやまるか侮ぶ辱じよくするかどっちかにしてくれません？　グリムゲルデさま」

　あぁ、了りよう解かい。どうやら彼かの女じよは許しを請こうつもりはサラサラないらしい。

　この恨うらみ晴らさでおくべきか……と、ボクが復ふく讐しゆうの機会を窺うかがっていた時、ふとヘルムヴィーゲさまがパンと手を叩たたいて言った。

「さて。これで姉し妹まい全員揃そろった訳じゃし、正しい事情も共有できた。結論から言って、〝セイにブラを見せるというのは無理〟。そういう事じゃな？」

「どうしてヘルムヴィーゲが仕切っているのかだけ分かりませんけど、そういう事ですね」

「え、ブリュンヒルデさまも見せて頂けないんですか？」

「みみっ、見せられる訳ないじゃないですかっ！　恥はずかし過ぎますよっ！」

　烈れつ火かのごとき勢いで却きやつ下かするブリュンヒルデさま可か愛わいい。すみません、実は分かってて聞きました。

「これセイ、話の腰こしを折るでないわい。……とまぁ、そこでどうじゃろう？　ここは一つ──『ブラジャーくじ』を試ためしてみんか？」

「「「「「「「「「『ブラジャーくじ』……？」」」」」」」」」

　ヘルムヴィーゲさまの謎なぞの提案により、ボクらの声が綺き麗れいに重なる。でも、ボクにとっては何となくワクワクする響ひびきだ。

「そ、それは一体何ですか？」

「ふっふっふ……つまりこうじゃ。姉し妹まいの中でブラジャーを持っている者全員が、一つの箱にそれぞれのブラジャーを投入する。無論、匿とく名めいでな。そしてその中からランダムで選ばれたブラジャーを、セイがじっくりと観察するのじゃ。どうじゃ？　これなら誰だれのブラが選ばれたかセイには分からんから、気き恥はずかしさも薄うすれるじゃろ？」

「ア、アグリー！　大変素す晴ばらしいお考えです！」

「じゃろ～？　わしは天才じゃな！　かっかっか！」

　ボクは思わずヘルムヴィーゲさまに握あく手しゆを求める。蹄ひづめだけど。いやぁ、ここにきてようやく為ためになる発言をしてくれましたね！

「いいわね～、それって凄すごく面おも白しろそう！　ぜひやりましょ～、ね？　みんな」

「ね？　って……ラウテ姉さんったら他人ひと事ごとだと思って全くも～！」

「ですが……それは確かに名案ですわ。誰だれのブラが選ばれようと、何食わぬ顔をしていれば誰だれの物かは悟さとられないのですから」

「あっ、そういう事かぁ！　それだったらセイくんに協力してあげられそうだねっ！」

「フッ、中々どうして面おも白しろいですし。リンデはその案に乗ったのですし」

「ふぇぇっ!?　どどっ、どうしてそんなにみんな自信ありげなんですかっ!?　ワタシは絶対、顔に出ちゃいますよう!!」

「アンタ……そんな仮面しといてよく言えるわね、そのセリフ。ま、まぁその……みんながやるってんなら、あたしだって別に構わないけど？　ヒルデ姉さん次し第だいってとこかしら」

「え、わ、私、は……」

　虚きよ勢せいを張っているのが見え見えなジークルーネさまにサラリと決定権を委ゆだねられ、ブリュンヒルデさまはビクリと肩かたを震ふるわせる。

　さぁ、どうしますかブリュンヒルデさま。このボクのステップアップを望んで下さるのなら、ここはぜひとも首を縦に振ふって頂きたい。そうすれば、ボクのマンナズはより完全なものになるのです！　さぁ！　さぁ！　さぁさぁさぁ!!

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!　わ、分かりました！　この『ブラジャーくじ』、受けて立ちます！」

　ぃよっしゃあぁーーーーッ!!　ありがとうございます！　ありがとうございますっ！

　ボクは心の中で渾こん身しんのガッツポーズを決めつつ、このハチャメチャな展開に感謝を捧ささげた。

　って、いやもうハチャメチャすぎるでしょ！　何だよ『ブラジャーくじ』って！　こんなの絶対おかしいよ！







「とゆー訳で場所をわしの部屋に移しまして……第一回！　『戦いくさ乙女おとめブラジャー当て大会』の開幕じゃあ～！」

「ってなんか趣しゆ旨し変わってない!?」

　すかさずツッコミを入れるジークルーネさまだったけど、そんなのは何のその。自分に全く被ひ害がいがないためノリノリなヘルムヴィーゲさまの暴走は止まらない。

「まぁイベント名は気にせんでよい。さて──ここにある『ブラボックス』の中には、戦いくさ乙女おとめ九きゆう姉し妹まいのうち六名のブラが既すでに入れられておる。ここまではよいな？」

　ブラボックス、ブラボー！　続きをどうぞ！

「参加者は、長女ブリュンヒルデ。次女ゲルヒルデ。三女オルトリンデ。七女ジークルーネ。八女グリムゲルデ。そして九女ロスヴァイセ。その中の誰だれのブラが選ばれようとも、恨うらみっこなしじゃ。では……早さつ速そく引くぞい？　ダララララララ～」

　楽しげなドラムロールを口ずさみつつ、ヘルムヴィーゲさまは箱に手を突つっ込こんで中身を搔かき回まわす。あれ……？　この流れはひょっとして、ヘルムヴィーゲさまが引く感じ？

　な～んだ、ボクが引くんじゃないのかぁ。ここまで来たら何でもアリだと思ってただけに、ちょっとガッカリ。

「バーン！　これじゃあ！」

　満まんを持じして取り出されたのは、初雪のごとく白きブラジャー。純潔を謳うたうその至宝が、今まさにボクの前足に委ゆだねられた。これ、ボクが引くのと実質変わらなくない？

「え……っと……あの、これってホントに……観察しちゃっていいんでしょうか……？」

　土ど壇たん場ばになってさすがに気が引け、ボクはチラリとみんなを盗ぬすみ見みる。

「って、みんな目が死んでるーー!!」

　そうか！　このブラが誰だれの物かをボクに悟さとらせないため、みんなで連れん携けいして無表情に徹てつしているんだな！　……生ゴミを見るような目で見られてるってわけじゃ……ないよね？

　と、とにかく、このブラの持ち主を特定するのは後回しだ。まずは目的であるブラ変へん化げ習得に全力を注がなければ……。

「ふむふむ。なるほど……ブラっていうのはいくつものパーツが組み合わさってできているんだな。本体のカップは何かふんわりした肌触りのいい素材で出来てて、肩かたヒモは頑がん丈じようそうだ。ワイヤー的な物も使われてるのかな……これならしっかりバストを支えてくれそうだね。サイドのベルトを背中に回して、ホックで固定、と。取り外しも慣れれば簡単そう」

　よし、大体理解できたぞ。ここまで分かれば問題なく変へん化げできるだろう。

　さて……あとはこのブラが、一体誰だれの物なのかという点だが……。

「う～む……」

　ボクはブラの観察を続けるフリをして、ブラからヴァルキューレさまがたの方に観察対象をこっそり移す。さぁ──推理を始めようじゃないか。

　まずはヴァイセの様子からだ。この企き画かくに早くも飽あき始めているのか、さっきまでよりは目に生気が戻もどってきている気がする。そして何よりの問題として、このブラはヴァイセには少し大きすぎるのではないだろうか？　彼かの女じよの胸は決して無ではないが、豊満とは程ほど遠とおい。以前に背中で感かん触しよくを確かく認にん済みという点も証明になる。よって──ヴァイセは除外。

　グリムゲルデさまはどうだ？　……ダメだ。しきりにモジモジしているようだが、仮面のせいで表情は全くの不明。しかし、態度だけは誤ご魔ま化かせない。彼かの女じよのことだ、もし自分のブラが選ばれたとなればどんなに頑がん張ばってもノーリアクションは貫つらぬけない。泣なき叫さけぶかショックで気を失っているはずだ。となれば、彼かの女じよも恐おそらくシロ。

　次いでジークルーネさまだが……ありがたいことに、彼かの女じよはとても分かりやすい。無表情が上手うまくいっている時点で、このブラが彼かの女じよの物でないことは既すでに明白なのだ。ほぼ平へい坦たんなバストを見ても、このブラとは一いつ致ちしない。よって除外。

　お次はオルトリンデさまだが、ここからが難しい。何故なぜなら彼かの女じよが無表情なのは、いつものことだからだ。正直言って、表情から彼かの女じよを突つき崩くずすことは不可能に等しいだろう。この謎なぞを解く鍵かぎはバストサイズのみだが……見事にフィットしそうな印象を受ける。唯ゆい一いつの疑問は、果たして彼かの女じよが『白』のブラを好むのかという点。……ひとまず保留としておこう。

　そして、難関のゲルヒさまだ。彼かの女じよのお澄すまし顔は完かん璧ぺきで、そこから感情の機き微びは一いつ切さい読み取れない。さらに彼かの女じよの高潔な人ひと柄がらを考えると、白というカラーリングも相応ふさわしい。バストサイズはどうだろう？　……可もなく不可もなく……か。フッ、申し分がないな。煩わずらわせてくれるよ、さすがはヴァルキューレ姉し妹まい一いちの風の持ち主だ。

　最後に──愛するブリュンヒルデさま。正義の体現者たる彼かの女じよにポーカーフェイスは荷が重いかと思っていたが、中々どうして上出来だ。この場をどうにか無事に乗り切りたいという気持ちがヒシヒシと伝わってくるようだ。バストサイズは語るまでもなく、ジャスト。以前見たネグリジェも白だったことを鑑かんがみれば色も妥だ当とう。地味すぎず派手すぎないデザインからしても、まさにパーフェクトハーモニー。完全調和だ。……今、誰だれかボクを笑ったか？

　くそ……三人までは絞しぼり込こめたが、ボクにできるのはここまでだ。まさにブラのバミューダトライアングル。この謎なぞは『ラグナロク』が訪おとずれるその日まで、決して解き明かされることはないだろう。

「ふぅー……。堪たん能のうしまし、じゃなくてっ、勉強になりました！　これでボクはいつでもヴァルトラウテさまのブラになることができると思います！」

「そう～？　よかったわぁ。だったら今晩辺り、早さつ速そくなってもらおうかしら～」

「お安い御ご用ようです！」

　ボクは得意げに前足を上げて答える。

　よ～し、待ちに待った瞬しゆん間かんはもうすぐだ。何だかみんなポーカーフェイスを崩くずして冷ややかな目でボクを見てるけど、ここまで来たら周りの視線なんて気にしないぞっ。

「あ、でもぉ……ブラになったボクちゃんが生きてるままだと、流石さすがにちょっと恥はずかしいかも……。その辺りどうにかならないかしら～？」

　どうにかって……それを言われると、もう答えは一つしかないのですが。

「え～っと、まぁ……ボクが死ぬしかないかと……」

「死んじゃって大だい丈じよう夫ぶなのぉ？」

「いや大だい丈じよう夫ぶじゃないですけども」

　死んで大だい丈じよう夫ぶかだなんて、そんなとんでもないセリフ初めて聞いたよ。世界広しと言えど、それはきっとボクにしか聞けないセリフだね。

「変へん化げを解かずに命を落とした場合、ボクはその姿のままで死にます。なのでブラとして死んだボクの体は、ずっとブラのまま残るんです」

「でも……それだとやっぱりボクちゃんが犠ぎ牲せいになっちゃうのよねぇ……」

　困ったように呟つぶやき、それきり黙だまり込こんでしまうヴァルトラウテさま。それからボクらの間にはしばらく沈ちん黙もくが続いたけど、ふとヴァイセが口火を切った。

「ラウテお姉ちゃん。やっぱりブラは諦あきらめよ？　こんなおかしな事でセイくんが命を落とすなんて、絶対馬ば鹿かげてるもん」

「う～ん、残念だけどその通りね～。ごめんねボクちゃん、お姉さんが間ま違ちがってたわ～」

　と、いうわけで……。

『アースガルド』の歴史を揺ゆるがしたこの〝ブラ騒そう動どう〟は、結局のところ断念という極きわめて平和的な形で処理されるに至るのだった。

「いや～、一時はどうなるかと思いましたけど、よかったです。最後にはまともな意見で落ち着いて。あ、すみません、このブラお返ししますね」

「あっ、はい、どうもありがとうございます」

　そう言ってボクからブラを受け取ったのは、ブリュンヒルデさまだった。

「……………………えっ？」

　瞬しゆん間かん、空気が凍こおり付つく。
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　みんなは見たんだ。今この瞬しゆん間かん、一つのブラが一人と一匹ぴきの架かけ橋はしとなっている光景を。

　ブリュンヒルデさまのお顔がみるみるうちに赤く染まっていく。呆あつ気けにとられているボクから素す早ばやくブラをひったくると、彼かの女じよは言った。

「あっ……!!　い、いえそのっ、こここっこれは違ちがいますっ！　別にこれが私のだからってわけじゃなくてっ、ほら、私長女なので！　姉し妹まいを代表して受け取ったんです！　はい箱に仕し舞まっちゃいますね！　みんな後で回収して下さいね！」

　ズボッとブラを箱に突つっ込こむブリュンヒルデさま。だがしかし、焦あせったことで制せい御ぎよを失なくした彼かの女じよの力がヘルムヴィーゲさまお手製の『ブラボックス』を破は壊かい。中に入っていた全すべてのブラが床ゆかに散乱してしまった。

「わぁんっ!?　わたしのブラが出てきたぁっ！」

「ちょっ!?　何してんのよ姉さん！　こら見るなバカァッ！」

「こ、ここはワタクシの速さで！　……ふぅ、回収完かん了りようですわ」

「ひひぃん!?　は、ふぅ～……」

「おっと、グリムはやっぱり気を失ったのですし。あ、ちなみにリンデのブラは入れたように見みせ掛かけて、実は最初から入れていないのですし」

　箱から飛び出してきたブラは各おの々おのが即そく座ざに回収。ご自分のブラがご自分の手に行ゆき渡わたる。

　というか……出てきたブラをブリュンヒルデさま以外のみんなが死守しようとした時点で、あの白いブラが誰だれの物だったかはもう……。

「っ……[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]!!」

　押おし殺ころした悲鳴をあげつつ、ブリュンヒルデさまは部屋から飛び出して行った。

「あ、姉あね様さま何処どこへ!?　セイ殿どのっ、紳しん士したる者、ここは追おい掛かけるべきなのでは？」

「いえ、それは違ちがいますシュヴェルトライテさま。真の紳しん士しなら、今はむしろ追おい掛かけるべきじゃない。残念ながら今の彼かの女じよを癒いやせるのは、〝時間〟だけです」

　少なくとも、今日は『リングヴィ』に向かうのは無理だろうな……。明日か、せめて明後日あさつてには、全すべてを忘れて元気なお姿を見せてくれるといいんだけど……。

　まぁボクは、今日という日の経験を一生忘れないだろうけど、ね。
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「お……おはようございますセイさん。さ、さぁ、参りましょうか」

　明くる朝。ブリュンヒルデさまは意外にも一晩で戦線に復帰。『ヴァルハラ』で待つボクを迎むかえに来て下さった。

「あ、おはようございますブリュンヒルデさま！　あのぉ……昨日のことは」

「それはもう言わないで下さい」

「御ぎよ意い」

　えぇ、ボクもう絶対言わないので、とりあえず腰こしの剣けんから手を離はなして頂きたく存じます。

「私のせいで予定が一日遅おくれてしまいましたが、できる限り遅おくれは取とり戻もどしてみせます。今日はこうしてグラーネも一いつ緒しよですので」

「と、いう訳だ。今日はよろしく頼たのむぜ、セイさんよ」

「うん、こちらこそよろしくね、グラーネくん！」

　ボクが敬礼をするつもりで前足を動かすと、グラーネくんはフッと笑って首根っこを甘あま嚙がみ。そのまま優やさしくボクを背中に向かって放り投げた。

　緩ゆるい放物線を描えがくボクをブリュンヒルデさまがキャッチ、ボクはいつもの定位置にちょこんと陣じん取どる。

「ふふっ。それでセイさん、前にも何度か行っているので分かっているとは思いますが……ここからが長いですよ。またお昼近くまで掛かかるかと思いますけど、平気ですか？」

「はいっ！　それは全然大だい丈じよう夫ぶです！」

　今回は出し惜おしみなくグラーネくんの足を頼たよるわけだけど、それでも初めて『リングヴィ』に向かった際にとった方法、〝加速エワズのルーンの三人掛がけ〟に比べたらまだまだ速さが足りないようで、到とう着ちやくまでには少し時間が掛かかるらしい。

「悪いなセイさんよ。言い訳に聞こえるかもしれないが、俺おれはどちらかと言うとスピードよりもパワータイプでな。急ぎの用に少しばかり不向きなのは、どうか勘かん弁べんしてほしい」

「なに言ってるのさグラーネくん！　そんなのわざわざ謝あやまることじゃないよ、だってボクらは親友なんだから！」

「は？　親友……？」

　ボソリと聞き返され、ボクは心の中で「しまった」と声を上げた。これはマズイ……グラーネくんと親友になりたいっていうボクの願いは、既すでに二回も断られてる。なのにボクだけ一方的に、それも許可なく親友認にん定ていしていたことがこれでバレちゃったじゃないか！

「あ……いや、ゴメン。友達から親友へのランクアップは、まだ早かったよね……」

「ん？　ランクアップ？　……あっ！　友達以上の関係って、そういう事だったのかよ！」

　何やら得とく心しんしたらしいグラーネくんが、突とつ然ぜん彼かれらしからぬ大声で叫さけんだ。え、一体彼かれは何をどう勘かん違ちがいしてたんだろう？　友達以上の関係って言ったら、それしかないよね？

「悪かったなセイさん。そういう事なら俺おれも拒こばむ理由はないぜ。今日から俺おれとお前は正しよう真しん正しよう銘めい、本人公こう認にんの親友同士だ」

「！　グ、グラーネくん……！　ありがとう！」

　やった！　何だかよく分からないけど、唐とう突とつに親友へのランクアップに成功したぞ！

　う～ん、こうなってくると、変に欲が出てしまうのはヒトもイノシシも一いつ緒しよだね。思わず更さらなるランクアップに挑ちよう戦せんしたくなるよ。

「ね、ねぇグラーネくん。親友にまで仲が発展した今のボクたちならさ……次のステップに進んでもいいんじゃないかって思うんだ」

「次のステップ？　何だそりゃ？」

「ヤダなぁ、野や暮ぼなこと聞かないでよ。親友以上の関係って言ったら……もうアレしか残ってないでしょ？」

　ボクの言葉に首を傾かしげたグラーネくんは、瞼まぶたを閉じて自分の中の常識と知識を照らし合わせていく。数秒後──ハッと何かに思い至った彼かれが示したのは、前二回を上回る拒きよ絶ぜつだった。

「駄だ目めだっ！　これ以上のランクアップだけは絶対に有り得ない！　悪いが親友止まりで勘かん弁べんしてくれ！」

「そ、そっか……残念だけど分かったよ。でもさ……いつかはなれるって、信じてるから」

　そう──親友以上の関係──〝真しん友ゆう〟にね。

　だけどどうしてかな。それ以降グラーネくんは徹てつ底ていして尻尾しつぽを下向きに垂れ下げて、決してボクにお尻しりを見せることはなかった。







　ボクとグラーネくんの関係が固まったのを皮切りに、ブリュンヒルデさまは移送ラドのルーンを発動。ボクらは一気に『ニザヴェリール』の海岸沿いまでやって来た。

　そこから先はグラーネくんの足が頼たよりだ。彼かれの父・スレイプニルやフレイさまの黄金のイノシシ・グリンブルスティにはさすがに及およばないとはいえ、彼かれもまた世界屈くつ指しの駿しゆん馬め。常とこ夜よの空を流星のように切きり裂さいて、快適な速度で突つき進すすんでいく。

　そして数時間後。ブリュンヒルデさまの見み込こみよりも幾いく分ぶん早く、ボクらは目的地である孤こ島とう『リングヴィ』に到とう着ちやくした。

「お待たせしましたセイさん、到とう着ちやくですよ」

　グラーネくんが颯さつ爽そうと孤こ島とうに降り立ち、まずはブリュンヒルデさまが背から降りる。次いでボクを地面に優やさしく降ろして頂くと、ボクは跳はねるようにしてフェンリルのもとへ。

「おぉ～い、フェンリル[image: ～][image: ～]！」

　スリ鉢はち状に窪くぼんだ島の中心、巨きよ大だいな岩を抱だき枕まくらにして眠ねむる特大サイズの狼おおかみにボクは駆かけ寄よる。

「……何だお前らかよ。脅おどかすなよな、咄とつ嗟さに剣けんを口に戻もどしちまったじゃねぇか」

　そう非難しつつ、口に収まった巨きよ大だいな剣けんをグニャリと曲げてペッと吐はき出だすフェンリル。

　吐はき出だされた剣けんは何度か地面をバウンドして転がり、横たわる頃ころには元の真まっ直すぐな形状を取とり戻もどしていた。

　うんうん、さすがは特注製のヘチマ剣けん。きちんと期待通りの性能を発揮してくれてるみたいだね。

　でもそれより何より……彼かれの尻尾しつぽの動きが相変わらず半はん端ぱない。久ひさし振ぶりに再会できて嬉うれしいのは分かるけど、その分わかり易やすすぎる自己主張はやっぱり何とかした方がいいと思うなぁ。

「ちょっとフェンリル、尻尾しつぽ振ふるのやめてよ。砂ぼこり凄すごいからさ」

「は、はぁ!?　別に振ふってねぇし！　それじゃまるでこのオレが、お前と会えて嬉うれしがってるみてぇじゃねぇか！　喰くい殺すぞテメェ！」

　牙きばを剝むき出だし、ギシギシとグレイプニルが泣き声を上げるほどの剣けん幕まくで抗こう議ぎするフェンリル。だけど残念かな、尻尾しつぽの動きは微み塵じんも衰おとろえていない。

「チ……ところでどうした？　こんな地の果てに一体何の用があるってんだ。まさかまた何か知ち恵えを貸せとか、七しち面めん倒どう臭くせぇ相談事を持って来やがったんじゃねぇだろうな？」

「ううん、安心して。今回はフェンリルに用があるってわけじゃないんだ」

「……そ……そうか……オレに用はねぇのか……そうなのか……」

　答えた瞬しゆん間かん、フェンリルの耳と尻尾しつぽが目に見えて垂れ下がる。あらら、シュンとしちゃったよ。面めん倒どう事はイヤなんじゃなかったの？

「ほら、前までフェンリルの口に押おし込こまれてたデッカイ剣けんがあったでしょ？　あれを回収しに来たんだよ」

「あぁ……あのクソ忌いま々いましい鉄てつ屑くずか。何だってそんなモンを？」

「キミを自由にするために必要なんだ。間接的にだけどね」

「ほお？　オレの口を戒いましめていたあの剣けんが、オレの自由に貢こう献けんする事になるのか。ククッ、そりゃいい、何とも皮肉な話じゃねぇか」

　ボクの話に数すう奇きな巡めぐり合あわせを感じたのか、フェンリルは吐はき捨すてるように呟つぶやく。言われてみれば確かにそうだなぁ……やっぱり運命ってのは上手うまく回ってるもんだよね。

「というわけでフェンリル。ボクが湖のどの辺りにあの剣けんを捨てたか、覚えてないかな？」

「って、オレに用はねぇんじゃなかったのかよ！」

　うんまぁ、それはそれということでね……。あの時のボクは何も考えてなかったから、ただ無造作に放り投げちゃったんだ。この島の大半はフェンリルの咆ほう哮こうで吹ふき飛とんじゃって目印になる物が何もないし、どうしたものやら。

「クンクン……、駄だ目めだな。湖の底に沈しずめちまって結構経たつし、臭においを辿たどるのは無理そうだぜ。幸いお前はマンナズが使えるんだしよ、何か適当な海洋生物になって探しちゃどうだ？」

「うーん、だよねぇ……はぁ、やっぱり地道にやるしかないか……」

　ボクがうんざり顔で溜ため息いきをついたその時、ふとブリュンヒルデさまが手を叩たたく。

「セイさん、ここまで出向いておいて言うのもアレなのですが……もし可能であれば、いっそセイさんがあの剣けんそのものに変へん化げしてしまうのはどうでしょう？」

「え？　剣けんそのものに……あっ、そっか！　その手がありましたね！」

　さすがはブリュンヒルデさま、ナイスアイデアです！

　そうだよね、何たってボクは一昨日、ブリュンヒルデさまの神じん器ぎにだってなれたんだ。魔ま剣けんの一つや二つ変へん化げするなんてわけないさ。むしろどうして自分で思い付かなかったんだろう。

　件くだんの魔ま剣けんはフェンリルの口に収まっていた頃ころからよく見てるし、イメージも浮うかべられる。ボクなら多分やれるはずだ。

「よし行くぞ！　はぁぁぁぁっ、マンナズ!!」

　ボクは最大級の気合いと心を込こめて、マンナズのルーンを発動させる。

　だがしかし──何も起こらなかった。

「あ、あれ？　おかしいな……マンナズ！　マンナズッ！」

　しつこく何度もトライしてみたけど、どうも上手うまくいかない。おいおい、戦いくさ乙女おとめの神じん器ぎよりそこらの魔ま剣けんの方が高難度だなんて、そんなの有り得ないでしょ。

「う～ん……思ったんですけど、セイさんはどうして一昨日、私の神じん器ぎになれたんでしょう？」

「そこなんですよね……実はボクにもよく分かってなくて。ドラゴンには初めから変へん化げできたし、フェンリルとグリンカムビの場合は、ある時ふと〝なれる〟って強く思えたというか……。神じん器ぎの時も大体おんなじで、なれると思おもい込こんだらなれちゃった、みたいな」

「は？　いやちょっと待てよ。お前、まさかオレにまで変へん化げできるのか？」

　自分の名前を耳みみ聡ざとく聞きつけて問うフェンリルに、ボクはこともなげに頷うなずいてみせる。

「ま、マジかよ信じらんねぇ……やっぱお前タダモンじゃねぇよ、親父おやじが気に入る訳だぜ」

「そ、そう？　いやぁ～、最強の魔ま狼ろうにそこまで言われると照れちゃうなぁ、ハッハッハ」

「でもあれだな。なれると思えばなれるとか、何かアレみたいじゃね？　……ゴキブリ」

「!?　ちょっと待って、なにゆえっ!?　なにゆえボクがゴキブリ!?」

　ホントおかしいよ！　言うにこと欠いてこのボクがゴキブリ？　こいつはキッチリ説明してもらわないと納なつ得とくできないね！

「だってよ、ヤツらは飛べると思った瞬しゆん間かんから飛びまくるらしいじゃねぇの」

「いやそれは俗ぞく説せつだよ！　真っ赤な都市伝説ですから！　それにアイツらは飛んでるわけじゃない、基本的にはただ滑かつ空くうしてるだけなんだよ！　しかも別に全てのゴキブリが飛べるわけでもないし、飛びやすい条件も色々とあるんだから！　気温とか！　ざっくり言うと熱帯夜なんだけど、夜中に大きな羽音が聞こえたら要注意。それにヤツらは木が好きだから木造の家なら新築だろうと出てくる可能性があるし、何も食べなくても二週間くらい生きられるし、一秒間に体長の四十倍くらいの距きよ離りを走れるし、メスは年間およそ三百匹ぴきの子供を」

「いやいやいや待てよお前……何でそんなに詳くわしいんだ？　まさかマジで……」

　え？　ちょ、違ちがうよ？　それはホラ、勝つためにはまず敵を知るところから始めたというか……よくあるでしょ？　そういうの。

「セ、セイさんの正体は、ゴキ……」

「いや違ちがいますからね!?　絶対違ちがいますから!!　そんな目でボクを見ないで下さいブリュンヒルデさまっ!!」

　こ、これは一刻も早くボクの力の謎なぞを解き明かさないと大変なことになるぞ！　よし、とっとと魔ま剣けん探しを終わらせて、次は自分探しの旅に出ることにしよう！

　というわけで、ボクはマンナズのルーンでアザラシに変へん化げ。早さつ速そく湖に飛とび込こむ……前に、念のため準備運動をやっておこうかな。

「あ、私もお手伝いします。こんな事もあろうかと、今日は下に水着を着ていまして」

「!?」

　みっ……水着だって!?　ブリュンヒルデさま、今水着と仰おつしやられましたか!?

　言うが早いか、彼かの女じよはその場で全すべての装備をパージ。艶つややかな肌はだとともに露あらわになったのは、鎧よろいと同じく青のビキニスタイル。飾かざり気けのないシンプルな水着ではあるものの、清せい楚そな彼かの女じよにぴったりなデザインだ！

「……ビューティフォー……」

「セ、セイさんその、そんなにこっち見ないで、下さい……は、恥はずかしいです」

「あわわっ、も、申し訳ありませんっ、つい！」

　おっといけない。イノシシ界一の紳しん士しであるボクとしたことが、思わずガン見してしまったよ。いや、今はアザラシだけどね？

　だがしかし、見るなと言われてもそれは無理な相談だよ。ただでさえ魅み力りよく的な水着姿を晒さらしているにも拘かかわらずそうやって体を隠かくすようなポーズをされてしまったら、好こう奇き心しんと探求心に火が点つくのは必ひつ定じよう。下心を抜ぬきにしたって、自然と視線が吸い寄せられちゃうんだもん。

　とはいえ……その思いとは別に、ボクには一つ疑問に思うことがある。

「あの、ブリュンヒルデさま。フェンリルとグラーネくんもその水着姿見てますけど、どうしてボクだけダメなんでしょうか？」

「えっ!?　そ、それはほら……グラーネは家族みたいなものですし、フェンリルはあれでいて紳しん士しですから、割と平気と言いますか……」

　ん？　気のせいかな、それだとボクがフェンリルと違ちがって紳しん士しじゃないってことになるような……？　いやいやまさか、このボクに限ってそんな風に思われてるはずないよね。

「じゃあ今だけフェンリルになります！　揺ゆるがす者、我わが名は『魔ま狼ろう』フェン」

「駄だ目め駄だ目め駄だ目めっ!!　フェンリルになったからってセイさんは駄だ目めなんですっ!!」

「そ、そんなぁ……ならボクは一体どうしたら水着姿を凝ぎよう視しさせてもらえるんですか？」

「どう足搔あがいても凝ぎよう視しはムリですっ！　そんなに見たければこっそり盗ぬすみ見みて下さい！　あっ、いえその、今のは別に盗ぬすみ見みる事を推すい奨しようした訳ではなく……」

　よぉし、やった！　これで心置きなく水着姿を堪たん能のうさせて頂けるぞ！　何しろ本人公こう認にんですから！　……って、ブリュンヒルデさま相手にちょっと悪ノリがすぎたかな……？

　……反省しよう。ゴキブリ以下の存在で、本当に申し訳ない……。







　さぁ、そんなこんなで捜そう索さく開始だ。

　実際に湖に飛とび込こんでみて分かったことだけど、湖の中はボクが想像していた以上に暗かった。しかも湖はかなり深いようで、湖底に沈しずんだ例の魔ま剣けんを探そうと思ったら、視界は完全にゼロ。あわよくば水着姿を本気で盗ぬすみ見みようと企たくらんでいたボクだけど、どうにもそれは無理そうだった。

（ここかな？　ここかな？　うーん……手て探さぐりで探すのって怖こわいなぁ。もし見つけられたとしても、剣けんに前まえ脚あしが触ふれたら切れちゃうかもしれないし……ブリュンヒルデさまは大だい丈じよう夫ぶかな？）

　心配になって見回してみると、遠くに大きな火の玉が揺ゆらいで見えた。ブリュンヒルデさまのケナズのルーン魔ま術じゆつなんだろうけど、水の中でも消えない炎ほのおって何だか神秘的だなぁ。

　とにかく、明かりがあるならブリュンヒルデさまは安心だ。ボクは手元に意識を戻もどしつつ、湖底を前まえ脚あしで撫なでながらゆっくりと泳いでいく。すると、前まえ脚あしではなく顔面に何かが触ふれた。

（うわっ、ビックリしたぁ。何だこれ？　岩……にしては、随ずい分ぶん柔やわらかいな）

　ボクが慎しん重ちように手て触ざわりを確かめると、なんと目の前のソレはビクリと動いた。

　こ、これはひょっとして生き物なのか!?　待ってよ、軽く人間サイズはあるぞ……まさか、クラーケンか何かの化け物なんじゃ……!?

　くそっ、そんなのが棲すんでる湖だなんて聞いてない！　今ここでコイツを逃にがしたらブリュンヒルデさまが危険だ。だったら……ボクがこの手でコイツを倒たおす！

（強ごう欲よくなる者、我わが名は──『欲よく堕だ竜りゆう』ファフニール!!）

　得意のマンナズでドラゴンに変へん化げし、ボクは化け物を鷲わし摑づかみにする。よしっ捕つかまえた！　クラーケン相手に水中戦は不利だ、このまま一気に引き上げてやる！

　水圧にも負けない強きよう靭じんな翼つばさを羽ばたき、湖底から急きゆう浮ふ上じよう。派手に水面を割って空に飛び出したボクが握にぎっていたのは──クラーケンの触しよく手しゆなんかじゃなくて、なんとブリュンヒルデさまだった。しかも彼かの女じよは今まさに、ボクの指を剣けんで斬きって脱だつ出しゆつしようとしているではないか！

「まままま待って下さいボクですボクですボクですぅっ!!」

「きゃあっ!?　セ、セイさん！　何だぁ……びっくりしました」

　大きく溜ため息いきを吐はいて剣けんを止めるブリュンヒルデさま。そ、そっか、どうやらお互たがいに同じようなことを思っていたみたいだね。相あい性しようバッチリで嬉うれしい限り……。

「いや～、まさかブリュンヒルデさまだったなんて思いもしませんでしたよ。遠くに火の玉が見えたから、てっきりその辺りにいるとばかり」

「す、すみません……火の玉を一定間かん隔かくで置いていったら、湖を照らし出せるかなと思い付きまして。知らないうちにセイさんの方に近付いて行ってしまったみたいです。魔ま力りよくの温存なんか気にせず、移動中も明かりは灯ともしておくべきでしたね。迂う闊かつでした」

　言って、ボクの手の中で申し訳なさそうに縮こまるブリュンヒルデさま。いや、迂う闊かつだったのはボクも同じだ。引き続き二人で湖を捜そう索さくするなら、何か対策を練らないといけないね。

　そう思ってチラリと眼下を見下ろすと、ボクが飛び出した衝しよう撃げきで左右に割れた湖面がぶつかり合い、水みず飛沫しぶきを上げていた。

「……あれ？　こうなるってことは……そうか！　この手が使えるかも！」

　思わず歓かん喜きの声を上げるボク。そんなボクを見て、ブリュンヒルデさまの表情がパッと華はなやいだ。

「セイさん、ひょっとしてまた何か思い付いたんですか？」

「はい！　ブリュンヒルデさま、今からボクが思いっきり湖面を殴なぐり付つけて湖を割りますので、空から湖底を見回してみて下さい」

「！　なるほど、さすがセイさん！　そうすれば暗い湖にわざわざ潜もぐらなくても湖底が見み渡わたせますね！　任せて下さい、魔ま剣けんは絶対に見み逃のがしませんので！」

　興奮気味に返事をするブリュンヒルデさまは、翼つばさを広げて位置につく。アイコンタクトでお互たがいに合図を送ると、ボクは一いつ旦たん上じよう昇しようして距きよ離りを取り、勢いよく湖に落下した。

　体重を乗せたボクの拳こぶしが湖面を引ひき裂さく。剝むき出だしになった湖底に着地して空を見上げると、ブリュンヒルデさまが一点を指さして叫さけんだ。

「セイさんっ、魔ま剣けんありますっ！　左後方です！」

「!!」

　指示された方に目を向けると、そこには間ま違ちがいなく魔ま剣けん『リジル』が横たわっていた。

　ボクはすかさず魔ま剣けんの柄つかに尻尾しつぽを絡からめ、その場から飛び上がる。さすがに重くて尻尾しつぽの付け根が痛かったけど、何とか堪こらえて岸辺に魔ま剣けんを突つき立たてた。

「ふぃ～、魔ま剣けんゲットだよ」

「お疲つかれ様さまでしたセイさん！　カッコ良かったですよ！」

　イノシシの姿に戻もどった早々、降りてきたブリュンヒルデさまが祝福のハグをプレゼントして下さる。あぁ、この至福……これがあればボクはどこまででも頑がん張ばれます。

　とにもかくにも、これでロキからの任務は無事に達成。どうせ期待なんてしてなかっただろうから思いっきり自じ慢まんしちゃお。会うのが今から楽しみだよ。

「……ん？　そう言えば、この感かん触しよくって……」

　思わず気が抜ぬけたその時、ボクは何故なぜだか不思議に思った。ボクの体を包つつみ込こむ、この柔やわらかな感かん触しよく……ついさっきも体験したような気がするんだけど。

「あの、ブリュンヒルデさま」

「はい、何でしょう？」

「さっき湖の中でぶつかった時、ボクはブリュンヒルデさまのどこを触さわってたんですかね？」

「……あ、えっと……ど、どこですかねぇ？　あははは……」

　目を逸そらしつつ頰ほおを染め、ブリュンヒルデさまはおもむろにボクを胸から遠ざける。

　──はい、答え合わせは済みました。何だか偶ぐう然ぜんとは思えないくらい、最近おっぱいに縁えんがあるなぁ。

　とにもかくにも、ボクってホントに、運がいい。







　ボクはブリュンヒルデさまの水着姿を記き憶おくと網もう膜まくにしかと焼き付け、ついでにお胸の感かん触しよくも脳ミソに刻みつつ、大岩の陰かげで着き替がえを済ませたブリュンヒルデさまと合流した。

「今いま更さら気付いたんですけどこの剣けん……大きすぎてこのままじゃ持ち歩けませんよね。シグルズさんは一体どうやってこんな物を扱あつかってたんでしょう？」

「いえ、流石さすがにこれをこのまま使っていた訳ではないと思いますよ。これはフェンリルの口に合うように、オーディン様がルーン魔ま術じゆつで巨きよ大だい化させたものでしょう。解除の魔ま術じゆつが使えれば元のサイズに戻もどせたのでしょうけど……残念ながら私には……」

　言って、ブリュンヒルデさまは申し訳なさそうに縮こまる。

　そっか……ここにオーディンさまがいらしたら困っちゃうけど、それに準ずるくらいのルーン魔ま術じゆつの使い手がいればよかったのになぁ。

　まぁボクらがすぐに協力を仰あおげそうなルーンの使い手といったら、ロキかジークルーネさまくらいだけど。

「仕方ない。残念ですけどここは一いつ旦たん諦あきらめて、あとでロキにでも相談してみましょう」

　そう言いつつ、ボクは竜りゆう化かを解除してイノシシの姿に戻もどる。

「ほお？　おいセイ、この俺おれにどんな相談だって？」

「どんなってそりゃあ……えっ!?　そ、その声は……っ！」

　その時──突とつ如じよ上空から聞き慣れた声が降りかかる。久ひさし振ぶりに聞いた彼かれの声に興奮が隠かくせない。その声の主こそ、今まさにボクが口にした人物──。

「ロキ！　久ひさし振ぶり！　よくボクらがここにいるって分かったね」

「へっ、俺おれを誰だれだと思ってやがる。そんなのはラタトスクの野や郎ろうに訊きけば一発だぜ」

　生ける伝説、八はつ本ぽん脚あしの軍馬スレイプニルに跨またがって神こう々ごうしく現れたのは、狡こう猾かつ神しんロキ。

「「親父おやじ……」」

　ロキとスレイプニルの登場により、フェンリルとグラーネくんの言葉が綺き麗れいに重なる。あ、そっか。フェンリルがロキの息子むすこであるように、グラーネくんもまたスレイプニルの息子むすこにあたる。ならこうしてハモってしまうのは無理もないよね。

　それにしても、こうしてロキと会うのは本当に久ひさし振ぶりだ。たった一人『ヘルヘイム』に残ってドヴェルグの鍛冶かじ師レギンの行方ゆくえを追い続けていたロキだったけど、まさかここまで長い間会わずにいることになるなんて思ってなかった。

　そんなロキがこの場にやって来たということは……どうやらロキの方も何か進展があったみたいだね。

「色んな意味でナイスタイミングだよ、ロキ。ほら見て、実は前に捨てちゃったこの剣けんこそが魔ま剣けん『リジル』だったんだ。フフン、ボクの方はちゃんと約束を果たしたよ！」

　言って、ボクは目一杯ぱいに胸を反らしてみせる。

「ほぉ、こいつが……でかしたぜセイ、流石さすがは俺おれが見み込こんだ相棒だ。生憎あいにくと俺おれの方は暗あん礁しように乗り上げちまったし、マジで助かったぜ」

「いやぁ、それほどでもないけどね。って……そっちは暗あん礁しように乗り上げちゃったの？　じゃあやっぱり、レギンさんを見つけ出すのはロキでも無理だったってこと？」

「いんや。相当手を焼かされはしたけどな、レギンの野や郎ろうは俺おれが責任を持ってきっちり見つけ出してやったぜ」

「おお！　だったら、」

「だが──」

　いい報告が聞けて沸わき上あがるボクに、ロキが強い語調で言葉を重ねてくる。

「ちょいと事情が変わった。見つけてもらった『リジル』だけは回収してくが……残念ながら剣けんの素材探しは、一いつ旦たんここまでだ」

「えっ……？」

　突とつ然ぜんの宣言。これまでの方針が急きゆう遽きよ変へん更こうになり、ボクとブリュンヒルデさま、そしてボクらの背後にいるフェンリルは揃そろって顔を見合わせた。

「ほんと勝手で悪ぃと思う。フェンリルにはまた待たせちまう事になるだろうし……けどよ、こっちはこっちでドでかい情報を手に入れちまったんだ。『リジル』なんざ、今はどうでもよくなっちまうくらいの……な」

　そう告げると同時に、ロキはどうにも複雑な表情を浮うかべた。何だろう……それは何かを悲しんでいるようにも見えるし、誰だれかを憐あわれんでいるようにも見える。

　どちらにしてもここから先は──いい知らせが聞けるだなんて到とう底てい思えなかった。

「セイ。それから……そうだな、ブリュンヒルデもだ。ちょっくら黙だまって俺おれについてきてくれねーか？　見て欲ほしいもんと……聞いて欲ほしい話がある」

　有う無むを言わせない強制力を放つ、その瞳ひとみ。

　ボクとブリュンヒルデさまは反論する余地もなくグラーネくんに騎き乗じよう、スレイプニルを駆かるロキの後に続いて『リングヴィ』を後にするのだった。
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　ロキのルーン魔ま術じゆつによって標準的な片かた手て剣けんサイズに戻もどった『リジル』を回収しつつ、ボクらがやって来たのは『リングヴィ』のやや東。

　さっきまでいた『リングヴィ』がある黒くろ妖よう精せいの国『スヴァルトアールヴヘイム』と、隣りん国ごくである小人の国『ニザヴェリール』。その境界線上にある寂さびれた河原が、案内された場所だった。

「ここが目的の場所なの？　ロキ。特になんにもなさそうだけど……」

　ブリュンヒルデさまの手でグラーネくんの背中から降ろしてもらい、ボクは辺りを見回しながら湿しめった川辺に蹄ひづめの音を響ひびかせる。ロキはそんなボクの様子を何故なぜだか無言で見つめつつ、川の上流を指さして言った。

「あそこに小せぇ滝たきが見えるだろ？　実はあの滝たきの裏はちょっとした洞どう窟くつになっててな。そこで話をしようじゃねーか。スレイプニルとグラーネはここで待ってろ。親子水入らずってのも、たまには悪くねぇだろ？」

　言われるがまま、ボクとブリュンヒルデさまはロキに続く。飛沫しぶきを上げる滝たきの向こうには、ロキの言葉通りちょっとした洞どう窟くつが広がっていた。

　遊びたい盛さかりの子供たちがこっそり秘密基地を作るにはもってこいな環かん境きようだと思うけど……そこにヒトの気配はない。あるのはただ──。

「これは……鍛冶かじ場ば……でしょうか？」

　洞どう窟くつの奥おくは、袋ふくろ小路こうじになっていた。そこにあるのは蛇じや腹ばら機構の小さなフイゴと、大小様々なハンマー。そして使い古され傷だらけになった金かな敷しき。ブリュンヒルデさまが仰おつしやる通り、ここは誰だれかの鍛冶かじ場ばだったみたいだね。

　打ち捨てられたのはいつぐらいだろうか……。それは数百年も前のことのようにも思えるし、ここ最近のようにも感じられる。この不気味な生活感は……例えるならそう、ここには〝生ける屍しかばねが暮らしていた〟──そう考えればしっくりくるような。

「……ここはな……とあるドヴェルグの隠かくれ家がだったんだ。そこに粒つぶみてぇな鉄てつ屑くずがゴロゴロしてるだろ？　あの辺りには昔、それこそ山のような大量の黄金が積まれていたんだぜ」

　ロキの解説を受け、ボクは奥おくに積み上げられた鉄てつ屑くずをしげしげと観察する。

「これは……指輪じゃないか。それも全部同じデザインみたいだ。どうして同じ指輪が、こんなにいっぱい積み上げられてるんだろう？」

「そいつは恐おそらく、ここに隠かくれ住んでたヤツが作ったんだろうさ。それと同じようでいて全く違ちがう、〝完全な〟指輪を作り出したくてな」

　ということは……この指輪たちは全部、不完全だということ。数え切れないほどの試し行こう錯さく誤ごを重ねた末に山と積まれた、失敗作……。

　こんなにも多くの失敗を繰くり返かえしてまで作り出そうとするなんて、そのドヴェルグは一体どんな指輪を求めてたっていうんだろう。ここに捨てられてる指輪だって、ボクからすればどれも充じゆう分ぶんよくできているように見えるのに。

　そりゃあ厳しく見ればほんのちょっとくすんでたりするけど、それでも綺き麗れいな金色の──。

「？　あれ……金の……指輪？　この指輪、ボクどこかで……」

　何だろう。ボクはこの指輪を、見たことがある気がする。それもそんなに前のことじゃない、つい最近の出来事だったような……。

「なぁセイ。まだ……何も思い出さねーか？」

「え？　思い出すって……この指輪のこと？」

「それもそうだが、それだけって訳じゃねぇ。この滝たきの洞どう窟くつの事もそうだし、この鍛冶かじ場ばの事もだ」

　両手を広げてロキが示したのは、この場にある〝全すべて〟。つまり……この場所全体が、ボクと何かで繫つながってるってこと？

　ロキに言われ、ボクは改めて周囲を見回してみる。

　薄うす暗ぐらい洞どう窟くつ。煤すすけた鍛冶かじ場ば。指輪の山。……どれも初めて見る景色……のはずだ。何かを思い出せるような要素なんて、何一つ──、

「ッ！　痛ッ……！」

　突とつ如じよ、アイスピックで穿うがたれたかのような鋭するどい痛みが頭の内側を駆かけ巡めぐる。見えない記き憶おくの糸を手た繰ぐり寄よせようとした、その矢先のことだった。

　どうして……？　ボクはこんな場所、全然知らないのに。こんな鍛冶かじ場ばなんて、見たこともないのに。

　なのにどうして……ここがこんなにも〝懐なつかしい〟と、感じているんだ？

「ロキ様、私には話が全く見えないのですが……。セイさんは『アースガルド』の、それも神聖なるイーダフェルトの森で拾われたイノシシですよ？　そんなセイさんがこの洞どう窟くつに、何か関係があると？」

「あぁ。寧むしろそれ以外の何が見えてくるってんだ？　この話に」

　不信感を募つのらせるブリュンヒルデさまにぞんざいな態度で応こたえながら、ロキはまるでボクの中を見み透すかすようにして言葉を紡つむぐ。

「お前は知っているはずだぜ。ここに隠かくれ住んでいたドヴェルグの名は──〝アンドヴァリ〟。なぁセイよ。その名前に聞き覚えがあるだろ？　見覚えがあるはずだよな？　この場所に」

　覚え……？　分からないよ、ロキはさっきから何を言ってるんだ？

　こんなへんぴな洞どう窟くつに見覚えなんてあるわけない。アンドヴァリなんていうドヴェルグも知るわけがない。どうしてロキはそんな分かりきったことを、ボクなんかに……。

「相変わらず惚ほうけたツラだな、セイ。いいぜ。分からねーなら大人しく聞け。お前らと別れた後の『ヘルヘイム』で……俺おれが何を知ったのかをな」

　そうして、ロキは静かに語り出した。

　このボク──セーフリームニルの全すべてにまつわる、真実を……。





○　　　　○　　　　○　　　　○　　　　○






「やれやれ……ここだな。レギンが隠かくれ住んでるっつー噂うわさのホラ穴は」

　全く梃てこ摺ずらせてくれるぜ、一体何日がかりでここまで辿たどり着ついたのやら。

　まぁいい。とにかくこれでようやっと話が聞ける。『ヘルヘイム』中を何日もかけずり回された疲つかれより、今はそっちの喜びの方が幾いく分ぶんデカイのが救いだぜ。

「おいこらレギン！　いるのは分かってんだ、出てきやがれっ！」

　ガンガンとホラ穴の入り口を叩たたき、大声で中に呼よび掛かける。が、当然のように返事はない。なるほど、どうぞお入り下さいませってわけか。そんじゃあ遠えん慮りよなく。

　バァン！

「邪じや魔まするぜレギン！」

「なっ!?　ば、馬ば鹿かな！　不意の襲しゆう撃げきに備えて強固に作ったわたしの扉とびらが破られただと!?　お、お前、どこの手の者だ？　ヘルの使いか？　それともシグルズに雇やとわれた暗殺者……」

「よぉ、お前がレギンで間ま違ちがいねーよな？」

「だ、だったらどうしたというのだ、殺すのか？　死者の洗礼から逃にげ続けたこのわたしを」

「安心しろよチビ親父おやじ。俺おれはお前の敵でもなけりゃあ誰だれの手先でもねぇ」

「ほ……本当か……？」

　一いつ丁ちよう前まえに住みよくリフォームされたホラ穴小屋の隅すみで、ガタガタと蹲うずくまる中年ドヴェルグ。病的なまでに瘦やせこけたそいつの前で丸まる腰ごしなのをアピールしてやると、レギンはようやく俺おれを敵以外の者として認にん識しきした。

　まぁ勢いで入り口の扉とびらを蹴け破やぶっちまったけど、そこは勘かん弁べんって事で。

「実はお前に折り入って頼たのみがある。竜りゆうの心臓を貫つらぬく魔ま剣けん『リジル』……そいつをもう一度打っちゃくれねーか？」

「ほう、『リジル』か……それはまた随ずい分ぶんと懐なつかしい名を聞いたものだな。今いま更さらそんなものを手に入れて、一体何とする」

「お前にゃ関係ねー話だ。頼たのめるよな？」

「ふん、そんな態度の客には打ってやらん」

「あん？　誰だれが客だっつったよ？　この隠かくれ家がの事をヘルやシグルズに教えてやっても、俺おれは一向に構わねーんだぜ」

「っ！　お、おまえ客じゃないのか？　一体誰だれなんだ？」

「ロキ。狡こう猾かつ神しんロキだ。お前らにとっちゃ、きっと忘れられねぇ顔と名だと思ったんだがな？　なぁ、フレイズマル家の三さん男なん坊ぼうさんよ」

　俺おれがそう名乗った途と端たん、レギンは目を見開いて硬こう直ちよくした。それそれ、その反応だ。

　かつて俺おれ達たち神族に賠ばい償しようをせびりやがった連中の一人、こっちだって忘れやしねぇ。

　……いや、最近まですっかり忘れてたか。

「お、お、思い出したぞ、お前はあの時のアース神！　……お前のようなやつと関わり合いにはなりたくないが……敵に回すのはもっと怖こわい」

「おっ、だったら話が早そうだな？」

「そうだな、話はここまでだ。何しろわたしには、もう二度と『リジル』を打つ事はできんのだからな」

「……何だと？」

　そりゃ一体どういう事だ？　俯うつむかれてちゃ話になりやしねぇ。俺おれはレギンの頭を摑つかんで無む理り矢や理り顔を上げさせると、その理由を尋たずねた。レギンは怯おびえながらも簡潔に答える。

「必要素材がない。世界のどこにもな。当然だろう、魔ま剣けんとはそういうものだ」

「……」

　なるほど、そりゃ納なつ得とく。魔ま剣けんクラスの武器がそう簡単に出回らねーのはそういう事だ。

　ち……どうやら俺おれの方は完全に時間の無む駄だだったらしい。『リジル』の件は神界うえのセイ達たちに期待するっきゃねーか……。

　とはいえ、俺おれだって無む駄だ足あし踏ふんでハイさようならって訳にはいかねぇ。折せつ角かくレギンを見つけ出したんだ、聞きてぇ事なら他にも山ほどある。

　何しろこのレギンって野や郎ろうは、それこそ色んな連中と関わりを持つキーパーソンだ。神の恐きよう喝かつ者フレイズマルの息子むすこであると同時に、あのファフニールの弟。ファフニールはドヴェルグでありながら伝説の魔ま竜りゆうで、もう一人の兄がカワウソのオッテル……じぇねぇや、オッテルがカワウソだったか。おまけに竜りゆう殺ごろしの養父で、シジュウカラが暗殺を企くわだてて、俺おれがお前であいつが俺おれで……って、あぁぁあっ！　ちくしょう頭がこんがらがっちまったぜ！

「おいレギン！　ちょっと情報整理するから付き合え！」

「な、何だ突とつ然ぜん？　何の情報だ？」

「あん？　え～っと……そう、お前を取り巻く連中の関係についてだよ。この際だ、いっちょここらで改めて、一から擦すり合あわせていこうぜ。でなきゃそもそも聞きてぇ事が出てこねぇ」

　俺おれが有う無むを言わさずそう告げると、その空気を感じ取ったレギンはやれやれといった具合に肩かたを竦すくめた。

「我々フレイズマル一家とお前達との馴なれ初そめでも話せばいいのか？」

「あぁ。割とマジで、そっから希望だ。何しろ軽く三百年は前の話だしよ」

「そう言われてみれば、お互たがい年を取ったものだな……」

　同意か同情か知らねーが、感かん慨がい深ぶかく溜ため息いきをつくレギン。それを言うなよ、こっちも一気に年取った気分になるじゃねーか。

　レギンはそのまま黙だまって椅い子すに腰こしを下ろすと、話に付き合う覚かく悟ごを決めたらしい。

「よっしゃ。そんじゃあ早さつ速そくおっぱじめるとするか。お前ら一家との出会いは──そう、俺おれ達たちが『ニザヴェリール』を旅していた時の事だったよな」

「……そうだな。そして一いつ瞬しゆんの事だった。それまで一いつ介かいの鍛冶かじ師しに過ぎなかった我ら家族が、運命という名の渦うずに吞のみ込こまれたのは」

　何だよ、随ずい分ぶんと大たい層そうらしい言い方しやがって。当て付けのつもりか？

　まぁいい。あの当時──〝世界視察〟と称しようして世界各地を渡わたり歩あるいていたアース神族の主神オーディン、ヴァン神族の主神ヘーニル、ついでに俺おれの三神は、小人の国『ニザヴェリール』に差さし掛かかった。別に観光旅行じゃねぇぞ？　色んな情勢を見み極きわめるためだ。ついでに名物とかを買かい込こみつつな。

　そこでその日の宿に困っていた俺おれ達たちが偶ぐう然ぜん扉とびらを叩たたいたのが、フレイズマルって名前のドヴェルグが暮らす家だった。

　その家には、フレイズマルという大黒柱を中心に三人の息子むすこ達たちがいた。長男ファフニール、次男オッテル、三男レギン。どいつも鍛冶かじ師しとしての腕うでは一流で、長旅でへたっちまった俺おれらの装備を徹てつ夜やで修理してくれたっけな。

「あの時、わたしは正直言うと肝きもが冷えた。アースとヴァン両神族の長おさが、揃そろって家を訪ねて来たのだからな。だが……わたしの父は初めから逆だったようだ。お前たちに上手うまく取り入ることができれば、何かしら運が巡めぐってくる──恩を売るには打って付けの機会だ、とな」

　へぇ、なるほどな。あの夜随ずい分ぶんと甲斐かい甲斐がいしく面めん倒どうみてくれたのはそういう事か。お陰かげでこっちはまんまと売うり込こまれちまった訳だが……。

「だがその翌日、事件が起こった。次男のオッテルを……お前たちが殺した」

　責めるようなトゲのある口調でレギンが言い、俺おれは柄がらにもなく狼狽うろたえた。それが紛まぎれもない事実だからってのもあるが……認めたくなかったからだ。その罪の、所在ってやつを。

「……オイオイ、事実だけ見りゃそうだが、事情はあん時にも話したはずだぜ？　同じ集落の連中が、イタズラ好きのカワウソに困ってたから退治した、それだけだ。そいつがマンナズのルーンで変へん化げしたオッテルだったなんざ、こっちは知る訳ねーだろうが」

「その通りだ。だからこそ、わたしはその事を恨うらんではいないさ。しかし父は違ちがった。問題児だった次男が死に、その上取り入るどころか神々の弱みに付つけ込こめる。実の息子むすこが殺されて小こ躍おどりする父を見た時、わたしは心底恐おそろしくなったよ」

　そりゃ……気持ちは分かるぜ。フレイズマルってのはとんでもねぇ奴やつだった。悲しむでも怒おこるでもなく、笑って賠ばい償しよう金きんをせびりやがったんだからな。

　賠ばい償しよう金きんを払はらえるほどの金を持ち合わせていなかった俺おれ達たちは、正直頭を抱かかえた。けど、そこで思い出したんだ。丁ちよう度どその集落の近くに、とんでもない大金持ちのドヴェルグが暮らしてるって事をな。

　だから俺おれはオーディンの命めいもあって、そいつから黄金を拝借した。もちろん後で返すつもりだったが……やべぇ、そういや返すのすっかり忘れてたな。仕方ねぇ、後で返しに行くか。ドヴェルグは長命な種族だし、何事もなけりゃあまだギリギリ生きてるだろうからな。

「で、賠ばい償しよう金きんを支し払はらった俺おれらは取とり敢あえず無罪放ほう免めん。旅を再開したって訳だ。でもよ、ヴィズガの爺じいさん──『黒き剣けん聖せい』から聞いた話じゃ、その黄金はファフニールが持ち去ったんだろ？　お前らは俺おれらと別れてすぐに、財宝を巡めぐって殺し合いをした……違ちがうか？」

「あぁ……その想像は間ま違ちがっていない。わたしは兄と共きよう謀ぼうし、父を暗殺した。それでも黄金を手にしたのは、兄だけだったがな」

　項垂うなだれ、自じ嘲ちようするような乾かわいた笑えみを浮うかべるレギン。やっぱりな……詳くわしい経けい緯いまでは分からねーが、俺おれの予想は大当たりだったって訳だ。

「それよりロキ、今『黒き剣けん聖せい』と言ったな？　ヴェルンドの子こ倅せがれがわたしの話をしたのか？」

「ん？　あぁ、前にチラッとな……って、子こ倅せがれ？　お前、まさかあのヴェルンドとも知り合いなのかよ？」

「ふん、あやつはわたしの元もと弟子でしだ」

「何だと？　……あぁそうか！　そういや爺じいさん、親父さんヴエルンドがお前に弟子でし入いりしてた時期があったとかなんとか前に言ってたな」

「いかにも。わたしはヴェルンドの師だった。尤もつとも養子であるシグルズがあやつをいびるせいで、あやつがわたしに師事していたのはほんの数年だったが……よもやあの時の小こ童わつぱが『ラグナロク』を制する剣けんを打つ事になろうとはな。鼻を高くするには、少々縁えん遠どおいが」

　勿もつ体たいない事をしたものだ、と遠い目をして嘆なげくレギン。

　……そうか。やっぱこいつはタダ者じゃねぇ。まさか軍神フレイが持つ〝勝利の剣けん〟の製作者が、こいつの弟子でしだったとはな……。

　ま、これ以上話をややこしくされてもしょうがねぇ。ヴェルンドの話はまた今度だ。

「ちょいと話が逸それちまったが、お前ら家族と俺おれ達たちの関係をまとめるとこうだな。父フレイズマルは次男オッテルの死を利用して、俺おれ達たちを恐きよう喝かつ。そのせいで俺おれ達たちは成なり金きんドヴェルグに借りを作る羽目になった。その後、長男ファフニールと三男レギンで父親を殺し、賠ばい償しようの財宝を奪うばった」

「……そしてファフニールは魔ま竜りゆうとなり、財宝を持って逃とう亡ぼう。わたしはシグルズを竜りゆう殺ごろしの戦士として育て上げたが、最後の最後で返かえり討うちに遭あい、今に至る……と、いうわけだな」
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　よしよし……いいぞ。こうして情報を整理してみて改めて分かったぜ。このレギンって野や郎ろうは間ま違ちがいなく、竜りゆう殺ごろし伝説の始まりを担になうドヴェルグだ。

　中でも俺おれが知りたかったのは、竜りゆう殺ごろし伝説の裏側。ただのドヴェルグでしかなかったファフニールが、何故なぜセイと同じように竜りゆうとなれたのか──俺おれはそいつを聞きたかったんだ。

　ひょっとしたらそいつが……セイの正体を知る手て掛がかりになるかもしれねーし、な。

「なぁレギン。今整理した情報を踏ふまえた上で、もうちょい詳くわしく話を聞かせてくれねーか？　聞きてぇのは、俺おれ達たちがあの場を去った後の部分。その時お前ら家族に一体何があったのか……竜りゆう殺ごろしの伝説が、どのようにして生まれたのかを」

「……。それを話せば、大人しく帰ってくれるのか？」

「あぁ。この名に誓ちかってやるぜ」

　俺おれがそう答えると、レギンは一いつ瞬しゆん胡う散さん臭くさそうに顔をしかめる。が、それでも最後には観念したように息を吐はくと、ゆっくりと話し始めた──。







「お前もよく知っているだろうが、わたしの父フレイズマルは恐おそろしく狡こう猾かつな男だった。ともすれば狡こう猾かつ神しん、お前を遥はるかに凌しのぐほどにな。そんな父が、あの日……アレを手にした瞬しゆん間かんから、全すべてが狂くるい始めたのだ」

「アレ……だと？」

「あぁそうだ。正確には、おかしくなったのは父だけではない。わたしも含ふくめた家族全員が、狂くるってしまった。次男オッテルを殺した賠ばい償しようとしてお前まえ達たちが支し払はらった……あの指輪を手にした事でな」

　指輪、だと……？　何だそりゃ、俺おれ達たちが支し払はらったのは近所の成なり金きんドヴェルグから拝借してきた金銀財宝だ。その中に一つくらい指輪が交じってたところで不思議はねーが……一体それの何がマズイってんだ？

「まぁ聞け。例の指輪を手にした瞬しゆん間かん、父は気が狂くるったかのように黄金に魅み入いられた。全すべての黄金は自分一人の物だと主張する父に対し、兄のファフニールは猛もう反はん発ぱつしてな……驚おどろいたよ。真面目まじめで勤勉だったはずの兄が……わたしに父の暗殺計画を持もち掛かけてきたのだから」

　小刻みに震ふるえる両手を見つめて、レギンは続けた。何より驚おどろいたのは、自分がその恐おそろしい企くわだてに迷わず頷うなずいてしまったことだと。

　それはあたかも……何者かに無む理り矢や理り殺意を植え付けられたかのようだったと──。

「計画通り父を殺害したわたし達たちは、事前の約束通り黄金を山分けしようとした。だが……父が塡はめていた指輪を手にしたその瞬しゆん間かん、ファフニールもまた変へん貌ぼうした。輪を掛かけて強ごう欲よくになった父と同様、突とつ然ぜん黄金の独ひとり占じめを宣言しだしたのだ」

「あん？　どうしてそれが指輪のせいになる。それが隠かくれた本ほん性しようだったって話じゃねーのか？」

「その場を見てもいない者が憶おく測そくを語るな。スイッチは間ま違ちがいなく指輪だった。その証しよう拠こに……わたし自身も心変わりをさせられたのだ。正気を失なくした兄の手から、指輪を取り上げようとして触ふれた、その瞬しゆん間かんにな」

　何だよ。つまり……触ふれた奴やつを漏もれなく強ごう欲よくにする力があったってのか？　その指輪に。

「湧わき上あがる殺意に駆かられたわたしは、即そく座ざにファフニールを斬きり殺ころそうとした。迷いはなかった。相手は血を分けた実の兄だと言うのにな。だがその時……ファフニールは指輪を天高く掲かかげると同時に、変わったのだ。禍まが々まがしい紫し鱗りんを纏まとう、巨きよ大だいな竜りゆうの姿へと」

「！　指輪を掲かかげて……ドラゴンに……？」

　な、何だそりゃ。それはマンナズなのか？　それはマンナズってよりも……〝指輪そのものが竜りゆう化かの力を秘めていた〟みてぇじゃねーか……！

「それからというもの、わたしはファフニールが持ち去ったあの指輪を手に入れるためだけに生きていた。どうにかしてヤツを殺し、指輪を奪うばい取とる。その機会を窺うかがいながら。そして……そのチャンスは思いのほか簡単にやってきた」

　レギンはそこまで言うと、そうだと手を叩たたいて立ち上がる。本ほん棚だなに向かったレギンが持って来たのは、一冊の古い書物だった。

「何だこの本？　『ヴォルスングの系けい譜ふ』……？」

「知らんのか？　オーディンの義ぎ弟ていならば知っているかと思ったが。〝ヴォルスング〟とは、かつて勇名を馳はせた人間の王。オーディンの曽そう孫そんにあたる、神の血を引く者だ」

「なっ!?」

　マ、マジかよ……知らなかったぜ。あの兄貴も分かんねぇな、一体陰かげで何やってんだか。

「大樹バルンストックの聖せい剣けん伝説は、人間の間では有名だぞ。大樹に突つき立たてられた聖せい剣けんを引ひき抜ぬく事ができた唯ゆい一いつの人間……それこそがヴォルスングの息子むすこ、シグムンド。その更さらに息子むすこにあたるのが、竜りゆう殺ごろしのシグルズだ」

　なるほどな……人間風ふ情ぜいにどうして竜りゆう殺ごろしなんて真似まねができたのか、分かった気がするぜ。要するにシグルズは、主神オーディンの子孫って訳かよ。

「話を戻もどそう。わたしは偶ぐう然ぜんにも、英えい雄ゆうシグムンドの忘れ形見を、その母から直じき々じきに託たくされた。例のバルンストックの聖せい剣けんと一いつ緒しよにな。さすがのわたしもその時ばかりは神に感謝したよ。この化け物を上手うまく育てれば……竜りゆうすら屠ほふる戦士になるだろう、と」

　ふむ。そいつがレギン側から見た、大だい英えい雄ゆうシグルズとの馴なれ初そめって訳か。運命ってのは神が定めるもんでもねぇんだが、イタズラ好きな神サマもいたもんだぜ。

「見み込こみ通りに成長したシグルズは、目もく論ろ見み通りに事を運んだ。全すべてはわたしの掌てのひらの上、何もかもが上手うまくいく──そう思っていた。だが……そこには大きな計算違ちがいがあったのだ」

「計算違ちがい？　あぁ、お前の裏切りがバレて返かえり討うちにされたって話か」

「その通りだ。わたしも知らなかったよ。よもやあの指輪に……他種族とさえ通じ合えるほどの、恐おそるべき〝調和〟の力が秘められていたとはな」

　……ん？　ちょ、ちょっと待てよ。指輪に調和の力、だと？

「おい、そいつはシグルズが鳥ちよう獣じゆうの声を聞けるようになった事を言ってるのか？　シグルズの話じゃあ、そうなったのは竜りゆうの心臓から滴したたる脂あぶらを舐なめたせいだって……」

「はぁ？　何故なぜわざわざそのような回りくどい解かい釈しやくをするのだ。竜りゆうの体液にそんな力はない。ヤツが鳥ちよう獣じゆうの声を聞き分けるようになったのは、竜りゆうを倒たおすと同時に手に入れた財宝の一つ──あの指輪を塡はめたせいだ」

「!!」

　何だ……一体何なんだ、それは。

　所有者をドラゴンに変へん化げさせる力と……驚おどろくべき調和の力を秘めた、魔ま法ほうの指輪。

　その力はまるで……俺おれがよく知るあいつの力と、瓜うり二ふたつじゃねーか。

「な、なぁレギン。その指輪ってのは……誰だれが作ったんだ？」

「誰だれが、だと？　わたしにそれを聞くのかロキ。事もあろうに……お前がそれを聞くのかっ!!　その指輪は他でもない、お前自身が奪うばい取とってきた物だろうがっ!!　滝たきの洞どう窟くつに隠かくれ住む成なり金きんドヴェルグ──〝アンドヴァリ〟からな!!」

　その時──俺おれに向けられた特大の敵意。

　それと全く同種の憎にくしみを向けられた過去があった事を、俺おれは鮮せん明めいに思い出した。

　そうか……そういう事か。

　この呪のろいの始まりを招いたのは……俺おれ、だったんだ……──。





○　　　　○　　　　○　　　　○　　　　○






　長く続いたロキの独白が、そこでようやく一区切りつく。

　それと同時に訪おとずれたのは、沈ちん黙もく。ボクも、ロキも……そしてブリュンヒルデさまも。ただ黙だまって地面を見下ろし、そこに転がる指輪の一つを見つめていた。

「あ……あの……それで？　結局何を仰おつしやりたいんですか？　ロキ様。いきなりそんな話を聞かされても、私には何が何だか……」

　乾かわいた笑えみを貼はり付つけて、言葉が出ないボクの代わりにブリュンヒルデさまが問とい掛かける。するとロキはゆっくりと顔を上げ、無表情に話の補足をし始めた。

「この滝たきの洞どう窟くつにはかつて、アンドヴァリという成なり金きんドヴェルグが住んでいた。そいつが金持ちだったのはな……奴やつ自身が作った、とある魔ま法ほうの指輪を所有していたからだ」

「お金持ちになれる指輪ですか……？　その指輪には一体、どんな魔ま法ほうが？」

「一日に一度──日没の瞬間に、その日消費した財産を蘇らせる魔ま法ほう」

「…………え？」

　ロキの口から告げられた言葉は、ボクにとっては驚おどろくほど馴な染じみ深いものだった。その意味を察したブリュンヒルデさまは、いよいよ口を閉ざしてしまう。

「俺おれは兄貴に命じられるまま、アンドヴァリからその指輪を奪うばった。フレイズマルへの賠ばい償しようの足しにするためにな。だがその時……怒いかり狂くるった奴やつは指輪に、ある呪のろいを掛かけたのさ。その呪のろいってのは──〝所有者殺し〟」

「所有者殺し……？」

　あまりにも物ぶつ騒そうなその名を、ボクはオウム返しに呟つぶやく。ロキはそんなボクに深く頷うなずきを返すと、その詳しよう細さいを包つつみ隠かくさず明かした。

「何でも、上手うまく使えば巨きよ万まんの富をもたらす指輪の力が他者の利となる前に、持ち主に永遠の不幸を与あたえる呪のろいだそうだ。当時の俺おれは安っぽい恨うらみ言ごとだと高たかを括くくってたんだがな……どうにもマジだったらしい」

　言って、ロキは落ちていた指輪の一つを拾い上げると指の先で弄もてあそぶ。そしてその輪の中から景色を覗のぞき込こむようにして、更さらに続けた。

「不幸の形は色々だ。あるドヴェルグ一家を魅み了りようし、互たがいの殺意を煽あおって殺し合いをさせてみたり……ある王家の陰いん謀ぼうに吞のまれて死ぬよう大だい英えい雄ゆうの運命を定めてみたり……栄さかえていたその王国を瞬しゆん時じに滅ほろぼしてみたり……とかな。持ち主の手から手へ、闇やみから闇やみへ。その足そく跡せきに等しく不幸という名の死を振ふり撒まいたのさ」

「不幸を……死を……振ふり撒まく」

　ロキの話を聞くうちに、ボクの胸むな騒さわぎはどんどん大きくなっていく。

　──〝世界中の不幸なら飽あきるほど見てきた〟──。以前、どうしてそんな考えが脳のう裏りをよぎったのか、不思議に思ったことがある。

　これは……その疑問への答えなのか？

「さぁ、そろそろ答え合わせをしようぜ、セイ。心の準備はできてるか？」

「……。準備は……できて、ない」

　情けないのは、自分でも分かってる。でも、それがボクの正直な答えだった。

「ロ、ロキ様。セイさんの正体はその……無理に知らなければならない必要って、あるのでしょうか？」

　決心が固まらないでいるボクを見み兼かねたのか、ブリュンヒルデさまがそっと助け船を出して下さる。やっぱりブリュンヒルデさまはお優やさしいな……本当に、これまで何度惚ほれ直したか分からないよ。

　だけど……ロキはその助けを、無情に切り捨てた。

「ここから先は、セイにとっちゃあ確かに辛つらい話になるだろうな。けどよ……残念ながらこの問題は、当人だけの問題じゃ済まされねーのさ。よぉセイ、本気でブリュンヒルデが大事だと思うなら、ここで漢おとこを見せてみろ」

「！」

　それは……それを言われちゃったら、もう迷っているわけにはいかない。ボクは自分でも分からないくらい大きな不安を振ふり払はらって、ロキに答えた。

「分かった……聞くよ」

「へっ、上出来だ」

　ボクは逃にげない。たとえその先に……どれだけ残ざん酷こくな真実が、待っていようとも。

「まずはお前の竜りゆう化かの力だ。お前が何故なぜ初めからドラゴンなんてものに変へん化げできたのか──自分で分かってるか？」

「それは……記き憶おくを失う前のボクが、ドラゴンに会っていたとか……」

「いや、残念だがそうじゃねぇ。お前が竜りゆう化かできるのはな、〝その指輪〟が元々そういう力を持つよう作られていたからだ。ごく普ふ通つうのドヴェルグでしかなかったファフニールが突とつ然ぜん竜りゆう化かできたのは、そのせいだ」

〝その指輪〟、とロキは言った。そう──この話には前提として、それがある。

　だってこれはそもそも、ボクの正体を知るための議論じゃない。既すでに出ている答えを、確定させるのが目的の〝答え合わせ〟なんだから。

「さて次だ。お前はどういう訳か、やたらとマンナズが得意だったよな？　マンナズの原則を破って神族であるフェンリルや、『金きん鶏けい』という二ふたつ名な持ちのグリンカムビにまで変へん化げした──それは何故なぜだ？」

「それはボクが、たまたまマンナズが得意だっただけじゃ？」

「たまたま？　そりゃ違ちがうぜ。それは〝その指輪〟に、マンナズが司つかさどる〝調和〟の意味を増ぞう幅ふくする力が秘められていたからだ。シグルズが突とつ然ぜん鳥ちよう獣じゆうの声を聞けるようになったのは竜りゆうの心臓の脂あぶらを舐なめたからじゃなく、その時手にした指輪を介かいして他種族と強く調和したせいだ」

　つまり……たまたまなんかじゃなく、必然だった……。

「さぁドンドン行くぜ。お前が日にち没ぼつごとに新しく生き返れるのは何故なぜだ？」

「……それは〝グルヴェイグ〟の力があったから、でしょ？」

「正解だ。なら、どうしてそんな力があった？」

「どうしてって……そんなの分かんないよ」

「なら教えてやる。〝その指輪〟に、消費した財産を日にち没ぼつごとに復活させる力があったからだ。お前はイノシシとなり一いつ己この自じ我がを持った事で、無意識のうちに自分自身を財産とみなしている。自身の死は財産の消費にあたるとして、お前は自分で自分を生き返らせていたんだ」

「なら……ボクの肉を食べた人たちが同じように生き返れるようになるのは、その力の影えい響きようってこと……？」

「いいね、大当たりだ。続きもその調子で頼たのむぜ」

　満足そうに答えたロキは、言げん外がいで語っていた。分からないフリはするな。辛つらくても全部受け入れろ、と。

　だけど……ボクは正直、怖こわい。

　昔はそれなりに興味があった、自分の正体。今の両親に拾われる前の自分。でも……ボクはいつからか、ソレを本気で知りたいとは思わなくなっていた。どうしてそうなったのかは、今なら何となく分かる気がする……。

「お前は覚えてねぇらしいけどな。実はエインヘリヤル反乱事件の時、首しゆ謀ぼう者しやであるベルゼを殺したのはお前なんだ。どうやって殺したかは、やっぱ覚えてねーか？」

　その質問には、首を縦に振ふる以外になかった。覚えがないのは噓うそじゃない。

「ベルゼが死んだのはな、奴やつがお前の所有を宣言したからだ。その瞬しゆん間かんに呪のろいが発動した。あれは本当にヒデェ有あり様さまだったぜ。意思を持つ存在となった今のお前が呪のろいを意図的に発動させた事で、世界中のありとあらゆる不幸が一度に襲おそい掛かかったんだろうよ」

「……そう……なんだ。ベルゼさんには、悪いことをしちゃったのかもね……」

　……何でなんだろう。薄うす々うす分かってはいたけど、本当に残ざん酷こくなことばかりだ。ボクの正体にまつわる話をしてるだなんて、未いまだに信じられないよ。

　こんな真実なら、ボクは知りたくなかった。できることなら黙だまっていてほしかった。

　そんな風に考えてしまうのは……やっぱり甘あまえでしかないのかな。

「最後に──お前が色んな奴やつらから好感や信しん頼らいを急激に集めている事だけどな。それは、お前の人徳だけのせいじゃねぇ。これは……初めから仕組まれた事なんだ」

「そんな！　ロキ様、それだけは違ちがいます！　私がセイさんを……す、素す敵てきだなって思えるのは、セイさんが頑がん張ばっている姿を知っているからです！　正体だとか呪のろいだとか、そんなものは関係ありません！　他の皆みなさんだって、絶対にそうです！」

　黙だまっていられなくなったのか、ついにブリュンヒルデさまがロキの話に口を出す。でも、そんなことは分かっていると言わんばかりにロキは続けた。

「訳もなく肉が美味うまかったり、いい匂においがするくらいはまだ可か愛わいいが……こいつは誰だれもが欲ほしがり羨うらやむような、破格の力を山ほど有するご都合主義の塊かたまりだ。それはヒトの所有欲を駆かり立たてて皆みな殺ごろしにするための…………呪のろいの片へん鱗りんに過ぎない」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ブリュンヒルデさまの目からは涙なみだが零こぼれた。

　自分のことのように悲しんでくれるブリュンヒルデさまの優やさしさが、今は辛つらい。流れる涙なみだに流されるように、ボクの心は昂たかぶっていく。

「……じゃあ……つまりボクは……………………なに？」

　目の奥おくが熱い。喉のどの奥おくがヒリつく。胸むねの奥おくが張はり裂さけそうだ。

　今にも叫さけび出してしまいそうなほどの感情を必死に堪こらえ、震ふるえる声でボクは問う。

「……煤すすけイノシシ・セーフリームニル。お前の正体は……かつてここで暮らしていたドヴェルグの職人・アンドヴァリが作り出した魔ま法ほうの指輪。いや……今となっては誰だれであろうと手にしちゃならねぇ、血ち塗ぬられた呪のろいの指輪──」

　告げられる答えには多分、間ま違ちがいはないだろう。

　これまでに出だし尽つくされた数々の情報から、ロキは確信をもって断定する。

「──……〝アンドヴァラナウト〟だ」

　それが、ボクがずっと抱かかえていた謎なぞの答え。

　そしてそれこそが……──ボクの本当の、名前。







　こうして、謎なぞは暴かれた。

　知れるものなら知りたいと、ずっと思っていた。そのために昔の文ぶん献けんを読よみ漁あさっていた時期もあった。ボクの本当の両親は誰だれなのかなって……夢見ていた瞬しゆん間かんは、確かにあったんだ。

　──それなのに。

「…………ボクが…………指輪？　持ち主を殺す、呪のろいの指輪…………？」

　解き明かされてしまったのは、あまりにも残ざん酷こくな真実。あまりにも無む慈じ悲ひな、現実。

　いや……指輪なら指輪でも、別に構わなかった。今のボクは何故なぜかイノシシだけど、誰だれよりも得意なマンナズのルーンがボクにはある。本ほん性しようなんて、初めから有って無いようなものだ。

　でも……呪のろわれた存在であるというなら、話は別。

　それを認めてしまったら、ボクはアンドヴァラナウトだった頃ころに振ふり撒まき続けた死という不幸を、直視することになるから。

「ハハ……そういうことか……。自分でもちょっと変だと思ってたんだよね。都合の悪いことを受け流すのが、やけに熟こなれてるなぁって」

　あぁそうさ。ボクはきっと、心のどこかで気付いていた。自分の正体がアンドヴァラナウトだってことにね。

　永い永い時の中で、数え切れないほど大勢の誰だれかを呪のろい殺してきた自分。世界の醜みにくさを暴き、増大させ、死と破は滅めつと絶望をもたらしてきた呪のろいの指輪。その血ち塗ぬられた旅路の果てに──ボクは全すべてを受け流すようになっていたんだ。

「セイさん……今のあなたにどんな言葉を掛かけたらいいか、私には分かりません。ですがどうか……気をしっかり持って下さい」

　ボクの背に、ブリュンヒルデさまの優やさしい言葉が投なげ掛かけられる。

「指輪だったセイさんにたとえどんな罪があろうとも、それは言わば前世の事です。それを背負う責任なんて、今のセイさんにはありません」

「そう……なんでしょうか……」

　そうやって割り切れるものなら、ボクだってそうしたい。でも……それで本当に許されるのか？　ボクがアンドヴァラナウトとして犯おかした罪は、忘れていいものなのか？

「ブリュンヒルデの言う通りだぜ、セイ。俺おれがお前の謎なぞを暴いたのは、過去を悔くいさせるためじゃねぇ。過去と折り合いを付けさせるためだ。ずっと前にも言ったろ？　持ってる力の詳しよう細さいは把は握あくしておくべきだって。そうしとけばいざって時、使い方を間ま違ちがわずに済むからな」

　そうか……ロキはそのために、ボクの謎なぞを。

　たとえボクにどんな罪深い力があろうとも、使い方を決めるのはボク自身。特にこの力は、場合によっては周囲に影えい響きようを及およぼしかねない力。無知でいることが許されるような力じゃないんだ。

「でも……ボクにできるのかな？　呪のろいの力を制せい御ぎよするなんてことが」

　それさえできるなら……ボクはきっと変わらずにいられる。

「できるかどうかじゃねぇ、やるんだよ」

「セイさんなら絶対できます！　というか、今までだって何も問題なかったじゃないですか」

　そう……そうだよね。二人の言う通りだ。これまでだって、これからだって、ボクはやっていける。みんなと一いつ緒しよに、いつまでも──、




「デキないよ……オマエには」




　……え？　何だ……今の声は。




「オマエにはデキない。だってオマエは……イマでもノロわれてるんだから」




　ボクがボク自身を受け入れ、それでも前向きにやっていこうと──そう決意しようとした瞬しゆん間かんに、その声は響ひびいた。

　ソレは世界の闇やみから滲にじみ出だす怨えん嗟さ。ソレは地じ獄ごくの底から這はい上あがってくる怨おん念ねん。

　全すべての命を否定する黒き澱おりが……呪のろわれた言葉でボクの決意を否定する。

「!?　……誰だれだっ!!」

　一段と闇やみが深まった洞どう窟くつ内ないに、ロキの呼び声が木こ霊だまする。するとボクらの目の前に音も無く浮うかんだのは、洞どう窟くつの奥おくに積み上げられていた指輪の残ざん骸がいたち。

　まさか……この指輪たちが喋しやべっている、のか……？

「！　離はなれろっ！」

　何かを察知したロキが叫さけぶと同時に、指輪の山からドス黒い闇やみが溢あふれ出だす。噴ふき出だした闇やみは指輪を一つ残らず取とり込こみ、禍まが々まがしい瘴しよう気きの塊かたまりに姿を変えた。

「これは……あの時の瘴しよう気きなのか!?」

「な、何だセイ、あの時ってのは！」

「ロキがまだ『ヘルヘイム』にいる時、ボクはヴァルキューレさまたちと一いつ緒しよに『ミッドガルド』に行ったんだ！　これはその時に見た瘴しよう気きと同じ……！　そうか、あの指輪っ！」

　思い出した！　この洞どう窟くつに積み上げられていた指輪……どこかで見たと思ってたけど、その時じゃないか！　『グニタヘイズ』にも、ギューキ王家跡あと地ちにも……瘴しよう気きが発生していた場所には必ずあの指輪が落ちていた。

　ようやく分かった。あの瘴しよう気きの正体は、ここにある指輪だったんだ！

「ちょ、ちょっと待って下さい。あの時発生していた瘴しよう気きがこの指輪だったとして……どうしてここの指輪が世界中に散らばっていたんです？」

　ブリュンヒルデさまの疑問を受けてボクは少し考えてみたけど……その答えは二つしかない。

〝誰だれかがここから指輪を持ち去った〟か、もしくは……。

「オボえていてくれてウレしいよ、セイ。わざわざボクのホウから挨あい拶さつをしに行った甲斐かいが、あったかな」

　炎ほのおのように揺ゆらぐ瘴しよう気きの輪りん郭かくが、次し第だいに固定されていく。と同時に、複数の声が入り混じったようなおどろおどろしい声も、一人の少年の声へと収束される。

　凝ぎよう縮しゆくされた瘴しよう気きはやがて一つの影かげとなり……驚おどろくべき姿へと変へん貌ぼうを遂とげた。

「そんな……セイさんが……もう一人……!?」

　愕がく然ぜんとするブリュンヒルデさまが、口元を押おさえて悲鳴を上げる。

　ボクも同じ気持ちだ。だって……そこに立っていたのは、紛まぎれもなくボク自身。マンナズのルーンを使うとなれる、人間状態のボクだったんだから。

「キ……キミは誰だれ、なの……？」

　突とつ然ぜん姿を現したもう一人のボクに、ボクは思い切って問とい掛かける。するともう一人のボクはギロリと目だけを動かし、無表情に答えた。

「ボクはオマエだよ、セーフリームニル」

「な、何を言って……」

　ボクはすぐさま否定しようとして、でもそれ以上は言葉が出なかった。

　滝たきの洞どう窟くつに落ちていた指輪が、アイツになった。そしてボクは元・指輪。指輪のボクを模も倣ほうして作られたのがあの指輪なら、アイツはボクと同じモノ……？

「惑まどわされるなよセイ。あいつとお前は全く違ちがう。言ったろ、決定的に違ちがうからこその失敗作なんだって」

　言いつつ、ロキは懐ふところからヤドリギの枝を取り出して身構える。

「同感です。あれほど禍まが々まがしい瘴しよう気きを放つ者が、セイさんと同じはずがありません！」

　その隣となりには愛あい剣けんの柄つかに手を添そえたブリュンヒルデさまが立ち、ボクを背にして陣じん取どった。

「……確かにボクは失敗作。全く同じセーフリームニルだとは、言えない。それでもボクは、オマエなんだよ。アンドヴァリはボクをこう呼んでた。オマエは『贋作フアルシユ』だって。逆に言うとさ……ボクはファルシュって名前なだけの、オマエってことだろ？」

　ファルシュ──贋がん作さくのセーフリームニルだと、彼かれは名乗った。

　主神オーディンによって指輪を奪うばわれてしまったアンドヴァリが、もう一度同じ指輪を作り出そうとして生まれた、失敗作……その、亡ぼう霊れい。

「なるほどな。つまり『ヘルヘイム』にいるアレとは別物なのか……だからと言って安心もできねぇがな。おい、ファルシュとか言ったな。お前何だってこのタイミングで出てきやがった。俺おれがセイの正体を暴いたせいとも取れるんだが、もしそうなら俺おれは傷付くぜ？」

「……悪いけど、ロキ。ファルシュでしかないこのボクに自由意志はないんだ。用があるのはそこにいる──〝完成品〟だけだ」

　言い放ち、ファルシュはゆっくりと歩ほを進める。ボクを護まもるように立つ臨戦態勢の二人には目もくれない。無造作に、無防備に……ひたひたと歩み寄って来る。

　その右手に、黒い殺意の塊かたまりを携たずさえて。

「チ……舐なめられたもんだぜ、この死にたがりがっ！」

　明確な敵意を持って近付いてくるファルシュに、ロキは手にしたヤドリギの枝を投げつける。枝は手元を離はなれた瞬しゆん間かんに刺とげ々とげしい魔ま剣けんへと変わり、ファルシュの右みぎ腕うでを肘ひじの先から斬きり飛ばした。

「あらら……壊こわれちゃったよ。ヒドいなぁロキ」

　歩みを止め、つまらなそうに嘆なげくファルシュ。それだけ、なのか……？　自分の腕うでが斬きり落とされたっていうのに？

　痛みも恐きよう怖ふも何も見せないその反応に、ボクは静かな狂きよう気きを見た。でも……彼かれからすれば、それは正常なリアクションだったのかもしれない。何故なぜなら彼かれが右みぎ腕うでを一ひと振ふりした直後、失なくした右みぎ腕うでは一いつ瞬しゆんにして再生されたのだから。

「はい、これで元通り。まぁ、元々壊こわれてるんだけどね、ボクは」

　言って、ファルシュは再び歩みを再開する。瘴しよう気きを纏まとう右みぎ腕うでがいよいよボクを捉とらえようとした瞬しゆん間かん、次に立たち塞ふさがったのはブリュンヒルデさまだった。

「そ……それ以上セイさんに近付かないで下さい！　近寄れば……たとえその見た目だろうと容よう赦しやはしません！」

　その振ふる舞まいと言葉には、一見するといつもの凜り々りしさがあるように思う。でも……彼かの女じよの震ふるえる剣けん先さきは、その心にある戸と惑まどいを何より雄ゆう弁べんに語っていた。

　そんな彼かの女じよの弱さに気付いたのか、ファルシュは邪じや悪あくな笑えみで口元を歪ゆがませる。

「……へぇ。それは逆に見み物ものだなぁ。ぜひやってみせてよ」

　向けられた切きっ先さきに自ら左胸を押おし当あてるファルシュ。その瞬しゆん間かん、ブリュンヒルデさまの肩かたがビクリと震ふるえた。

　！　ダメだ──彼かの女じよにファルシュを殺させちゃいけない！　ボクはずっとお側そばで見てきたんだ、ブリュンヒルデさまが本当に心優やさしいお方だということを。

　それに見てきただけじゃない。ボクは前に、彼かの女じよ自じ身しんから聞いたじゃないか。

　かつてのブリュンヒルデさまは、親しくなったシグルズさんのお母さんの望みを叶かなえるために、オーディンさまの命めいにすら背そむいたって。

　今は立派にヴァルキューレの任務をこなしていようとも、彼かの女じよの根っこにある優やさしさだけは変わらない。そして、今彼かの女じよと対たい峙じしているのは他でもない、ボクなんだ。名前も知らない赤の他人とはわけが違ちがう。彼かの女じよはボクを……〝友達〟だと言ってくれたんだ！

　ボクとは違ちがうと頭では分かっていても、感情は別物。ボクの見た目をしたファルシュを殺せば、きっと彼かの女じよの心は深く傷付いてしまう！

「ほら……ここだよ。さぁどうぞ？　ブリュンヒルデさま」

「っ……や……いや……待っ」

　その時──ズブリと音を立てて、ファルシュは自ら剣けん先さきを左胸に突つき入いれた。傷口からは大量の鮮せん血けつがほとばしり、ブリュンヒルデさまの全身を汚けがし尽つくす。

「いやぁぁぁッッ!!　噓うそっ……私が……私がセイさんを……この手でセイさんを……っ!!」

「落ち着いて下さいブリュンヒルデさま！　あれはボクじゃありません、ファルシュです！　ほら、ボクはこうしてここにいますから！」

　剣けんから手を離はなし、崩くずれ落おちるようにして膝ひざを突つくブリュンヒルデさま。そんな彼かの女じよを少しでも落ち着かせるため、ボクは咄とつ嗟さに人間状態に変へん化げして肩かたを抱だく。

「っ、セイ、さん……ごめんなさい、私……セイさんの事を……私は……私、は……」

　そのお顔からは血の気けが失うせ、涙なみだに濡ぬれた目は光を失っている。握にぎり返してくれたその手は驚おどろくほど冷たくて、悲しくなるほど小刻みに震ふるえていた。

　それに引ひき換かえ、心臓を貫つらぬかれたはずのファルシュは平然と胸の剣けんを引ひき抜ぬき、彼かの女じよの前に投げ捨てた。罪の意識に苛さいなまれる彼かの女じよを、蔑さげすむかのように。

「悪あく趣しゆ味みな野や郎ろうだぜ……贋がん作さくっつっても、生き返りの力は搭とう載さい済みってか？」

「それは違ちがうよロキ。ボクにその力は無いんだ。この姿になる前のボクをオマエも見ただろ？　幾いく千せんからなる指輪の集合体、それがボク。この場にいる限り、ボクの命と怨おん念ねんが尽つきることはないのさ。だからこそボクは、このタイミングを選んだんだ」

　答えると同時に、ファルシュは歯ぎしりするロキの横を素す通どおりしてボクの隣となりに立つ。

「さぁセイ。外野は気にしないでボクらだけの話をしよう。なに、言葉は要いらないよ。ボクがオマエに求めているのは──」

　刹せつ那な、ファルシュの淀よどんだ瞳ひとみが赤く燃え上がる。

　虹こう彩さいの輪りん郭かくだけが輝かがやく双そう眸ぼう。それはまるで呪のろわれたリングのように闇やみに浮うかび、狂きよう気きの名のもとにボクを射い貫ぬいた。

「──ただの殺し合いだからね」







　気付いた時──世界は赤黒く色を変えていた。

　瘴しよう気きによって侵しん食しよくされた世界にいるのは、ボクとファルシュの二人だけ。そこには逃にげ場ばなんてものはない。だけど……不思議と恐きよう怖ふは感じなかった。

　ここなら、これ以上ブリュンヒルデさまとロキを巻まき込こむことはない。そう思ったからかもしれない。

「ファルシュ。キミはボクを憎にくんでるの？　ボクはキミに何をしたっていうのさ」

「特に何も。安心しなよ、オマエは何もしていない。ただそこにいるだけ、それだけで……ボクはオマエが死ぬほど憎にくいんだ」

「それは答えになってないよ！　ボクにはキミと殺し合う理由はない！」

「今からできるさ。殺されないために殺す……シンプルな理由だろ！」

　瘴しよう気きを纏まとった鋭するどい手しゆ刀とうが、ボクの喉のど元もとに迫せまる。殺しの意思を体現するような一いち撃げき。死にたくないという本能を強引に駆かり立たてるほどの殺意が、逆にボクを生き長らえさせた。

「へぇ、さすがオリジナル。追おい込こまれれば躱かわすくらいはできるのか」

「ま、待ってよ！　殺し合いがしたいのはキミだけだろ！　ボクはキミと話し合いがしたいんだ！　キミがボクを模もして作られたって言うなら、それは後に作られたもの、つまり弟ってことでしょ!?　ボクは自分の弟と戦いたくなんかない！」

　続け様ざまに放たれる手しゆ刀とうを紙かみ一ひと重えで躱かわしながら、ボクは必死に訴うつたえる。でも、ファルシュの攻こう撃げきは止まらない。むしろ言葉を掛かけるたびに加速して、ボクの命を狩かりにきた。

「何度言わせれば分かる！　ボクは弟なんかじゃない、贋がん作さくなんだ！　不出来なだけのオマエ自身だ！　たった一つ……たった一つ違ちがうだけなのに、それだけで贋がん作さくなんだ！　ボクの方がオマエなんかより、ずっと優すぐれているのに!!」

　悲痛な叫さけびを上げるファルシュが、渾こん身しんの力を込こめて右みぎ腕うでを振ふりかぶる。大だい丈じよう夫ぶ、ここまで大おお振ぶりなら避よけられる。ボクは間合いの外に逃のがれようと、一歩後ろに跳とんだ。

「がッ!?」

　次の瞬しゆん間かん、ボクはとてつもない衝しよう撃げきを受けて遥はるか後方に吹ふき飛とばされた。

　二転三転と赤黒い地面を転がり、俯うつぶせに倒たおれる。分からない。どうして避よけ切れなかった？　目測を誤ったのか？　混こん濁だくする意識の闇やみを搔かき分わけた時──霞かすんだ視界の中にボクが見たのは、変わり果てたファルシュの姿だった。

「ゴホッ……み、右みぎ腕うでだけの……竜りゆう化か……？」

　自分が優すぐれていることを豪ごう語ごしたファルシュが披ひ露ろうしたのは、ボクの知らない力。体の一部分だけを別のモノへと変える、〝部ぶ位い変へん化げ〟の力だった。

「アッハハハハ！　どうだ、こんなことオマエにはできないはずだ。でもボクにはできるよ。当然さ、後に作られたものが優すぐれているのは当然！　ボクに足りないのは〝グルヴェイグ〟の力だけ！　それを今……オマエから奪うばってやるよ!!」

　身じろぎすらできずにいるボクの頭を鷲わし摑づかみにして、ファルシュは竜りゆう化かした右みぎ腕うでから自分の瘴しよう気きを流ながし込こんでくる。

「ア……ガ……！」

　体中が蝕むしばまれていく感覚。意識が乗っ取られていく感覚。内側から精神を破は壊かいしようとする暴力が、ボクを襲おそう。

「ボクがセーフリームニルになる！　ホンモノになってやる！　オマエの居場所はボクのモノだ！　今度はお前が……ニセモノになれっ!!」

　脳内にまで入はいり込こんできたドス黒い闇やみが、ボクという自じ我がを遮しや断だんさせようと手を伸のばす。もう感覚がない。思考が途と切ぎれる。ボクはもう………………ここまでなのか？




《与あたえよ》




　……違ちがう。まだ終わりじゃない。だって……ファルシュはボクに入れない。




《与あたえよ。愚おろかなる贋がん作さくに──》




　だってボクの中はもう……──闇やみでいっぱいなんだから。




「アアアアアアアアッッ!?　何だっ!?　腕うでが……溶とけるっ!!」

　一度暗転した視界が色を取とり戻もどした時──目の前で悲鳴が上がる。見れば、そこにはフラフラとよろめくファルシュがいた。彼かれが押おさえる右みぎ腕うでは、もう竜りゆうでも人のものでもない。黒く穢けがれた澱おりだった。

「ボクに痛みなんて無い……恐きよう怖ふなんて無い！　そんな機能は無いんだ！　セーフリームニル、オマエ一体ボクに何をしやがった！」

「何って、ただの親切だよ。お前ボクになりたかったんだろ？　受け取れよ、ソレがボクだ」

　何もかもを吞のみ込こむ黒い澱おり。死に呪のろわれた泥どろ。それがこのボク……アンドヴァラナウト。

　コイツが曲がりなりにもボクを名乗るのなら、分かってくれると思ったんだけどな。

「そうかよ……やっと殺し合いをする気になったか！　オリジナル！」

「……〝殺し合い〟？　何言ってるんだ、お前」

　ボクは一歩を踏ふみ出だす。踏ふみしめたその場から、世界が変わる。赤黒かった世界は、ただの黒に。何物にも染まらない、純じゆん粋すいな闇やみに。

「相手になると思ってるのか、贋がん作さく。これはただの──〝殺し〟だよ」

　一歩、また一歩。ボクの世界に塗ぬり替かえていく。侵しん食しよくされた世界が完全に二に分ぶんした時、ボクは恐きよう怖ふに顔を引ひき攣つらせたファルシュの眼前に立った。

「認めない……ボクの方が優すぐれているはずだ！　ボクには〝グルヴェイグ〟の力が無いだけ。それ以外は全部ボクが上のはずなんだ！」

「なら比べてみようか。ほら、ベンチマークテストだ。遠えん慮りよなく性能を見せてみろよ」

　さぁ、思い上がった贋がん作さくに見せてやろう。

　勝負の方法は──出会った瞬しゆん間かんから決まっている。




「ボク──セーフリームニルは、セーフリームニル・ファルシュを所有する」

「ボク──セーフリームニル・ファルシュは、セーフリームニルを所有する」




　相対するは二人のセーフリームニル。二つのアンドヴァラナウト。

　互たがいに宣言した言こと霊だまが、互たがいに宿した所有者殺しの呪のろいを呼び覚ます。

　体の底から湧わき上あがってくる、黒い澱おり。それは螺ら旋せんを描えがくようにして右みぎ腕うでを這はい上あがり、人差し指の先へと収束された。

　ボクは右みぎ腕うで、ファルシュは左ひだり腕うでをそれぞれ構える。互たがいに伸のばした呪のろいの指先が、互たがいの額に触ふれた瞬しゆん間かん……両者は告げる。
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【【死ね】】




　手た向むけの花は要いらないだろう。端はなから壊こわれている贋がん作さくが行き着く先は、死を超こえた先にある──〝絶無〟の先なのだから。







　やがてボクが正気を取とり戻もどした時──既すでに決着はついていた。

　互たがいにぶつかり合い、殺し合った死の呪のろい。同種の呪のろいは相そう殺さいすることを許さず、反発の果てに迎むかえた結末は……ボクの勝ち。

　不完全な存在であるファルシュの呪のろいは完成品であるボクの呪のろいに取とり込こまれ、ファルシュの命を握にぎり潰つぶしたんだ。

「消える……死ぬのか……ボクは」

　死の呪のろいに蝕むしばまれ、仰あお向むけに倒たおれたファルシュの体は急激に弱っていく。変へん化げを維い持じできずに末まつ端たんから指輪の姿に変わり、ボロボロと砂になった。

「ファルシュ……ごめん。ボクは何てことを……」

　決着をつける時、ボクの意思はアンドヴァラナウトだった頃ころの自分に吞のみ込こまれていた。それでも前みたいに意識が無くならなかったのは、それが二度目だったからなのか……。

　少なくとも、ボクの中には一つの大きな変へん化かがあった。それは、自分の性能を自覚できていること。どうやらボクは、アンドヴァラナウトとしての記き憶おくをほぼ取とり戻もどしたらしい。

「謝あやまるなよ、セイ。それは赦ゆるしを請こう行こう為いだ。ボクはオマエを絶対に赦ゆるしはしない」

「ハハ……もっと嫌きらわれちゃったか。結果的にはキミの要望を叶かなえる形になったのに」

「……。オマエのことは最初から大だい嫌きらいだったけど……その点に関しては嫌きらいになりきれないかな。オマエは性能でボクを負かした。ホンモノの方が優すぐれていたことが分かった以上、ボクはファルシュであることを納なつ得とくできる」

　悲しげに笑うファルシュの下半身は、もう完全に消えていた。

　それと時を同じくして、ファルシュが造り出した侵しん食しよく世界が輪りん郭かくを歪ゆがめ始めた。世界が元の色を取とり戻もどそうとしている。そんな中、ファルシュは残った左ひだり腕うでをボクに向けて伸のばした。

「セイ、ボクに手を」

「？」

　言われて、ボクは素す直なおに手を差し出す。するとファルシュの笑えみは途と端たんに呆あきれに変わった。

「もっと警けい戒かいしてくれよ、さっき殺し合いをした仲だろ？」

「あ、そっか、ごめん」

「いいけどさ……。全く、底が知れないお人ひと好よしだな。悉ことごとくボクの上を行ってくれるよ」

　肩かたを竦すくめつつ、ファルシュはボクの手を握にぎる。その手になけなしの力を込こめて、彼かれは言った。

「セイ、オマエはボクとの戦いの中でアンドヴァラナウトとしての記き憶おくを取とり戻もどしたはずだ」

「！　どうしてそれを……」

「ボクらの邂かい逅こうは、仕組まれていたからさ。ボクらの父親……アンドヴァリによってね」

　そ、そんな……。じゃあ、ボクらがああやって殺し合うように仕向けたのも、アンドヴァリだったって言うのか？

「結局のところボクは、ヤツに最後まで失敗作として利用されたわけだ。だから、これはせめてもの意い趣しゆ返がえし。オマエに……ボクが知るアンドヴァリの目もく論ろ見みを教えてやる」

　ファルシュがそう告げた瞬しゆん間かん、繫つながった手から光が流ながれ込こんでくる。まるで共鳴し合うかのようにボクを満たすその光は、彼かれの記き憶おく。彼かれだけの、生きた証あかし。

　そうして記き憶おくを明あけ渡わたされた時、ボクは全すべてを理解した。ファルシュがどうしてボクの前に現れたのかも。どうしてボクに戦いを挑いどんだのかも。

　そして──ボクがなぜイノシシとなって、『アースガルド』に送おくり込こまれていたのかも。

「これは……そんなっ、噓うそでしょ!?　これが……全すべての答えだったって言うの!?」

　何だよこれ！　受け取ったこの情報が真実だとしたら……ボクはオーディンさまに近付いちゃいけなかったんじゃないか！

「狼狽うろたえるなよ、セイ。記き憶おくを取とり戻もどしたんだろ？　他の誰だれかと交わらない限り、オマエの呪のろいは無力だ。孤こ独どくでいれば自分以外の誰だれも傷付かない」

「でもそれじゃあ、みんなとはもう……」

「それについては諦あきらめろ。いいか、知らない方が良かっただなんて言ってくれるなよ？　大切なヤツらを皆みな殺ごろしにするのが望みじゃないのなら、な」

　崩ほう壊かいしていく侵しん食しよく世界に取り残されるように、存在が薄うすれていくファルシュ。その存在が完全に消えてなくなる直前に、ファルシュは続けた。

「ただし……絶望はしなくていい。こんなボクにもあったんだから、オマエにだってきっとあるはずだよ」

「あるって……何が？　ま、待ってよ！　何があるって言うんだよ！」

　ファルシュの姿がもう見えない。そこにいたという気配だけが残る中で、ボクは彼かれに向かって必死に問う。

《──救済──》

　聞こえてきたのは声なのか、それとも思念だけなのか。

　誰だれの耳にも届かないようなか細い声が、ボクの心にそっと添そえられる。

《始まりは最低だったボクだけど……終わりは存外、救いがあった。殺し合う最中のことだったとはいえ、オマエはボクを所有してくれたんだ。これまで誰だれにも手にしてもらえなかった、このボクを。これはさ、オマエがくれた救いなんだ》

　そんなものが救いだなんて、言わないでよ……。この世の中にはキミの知らない温かさが、もっといっぱい溢あふれてるんだからさ……。

《忘れないでくれ、セイ。ボクはファルシュである前に、セーフリームニルだ。オマエと同じ……だからオマエにも……きっと…………────》

　やがて声は途と切ぎれ、気配も途と絶だえる。もう一人のボク……ファルシュは、この世界から完全に消えてしまった。

　アイツはボクを嫌きらっていたし、嫌きらいだなんて面と向かって言うヤツなんてボクだって好きじゃない。だけど……アイツは紛まぎれもなく、ボクだった。ほんの僅わずか、たった一つの掛かけ違ちがいで闇やみに堕おちた、哀あわれなセーフリームニル。

　そのことを改めて理解した時、ボクは……知らず涙なみだを流していた。







　時を待たずして、侵しん食しよくされた世界が完全に消え去った。

　放心していたボクの背中には、すぐさま二人分の声が投なげ掛かけられる。

「セイ、無事だったか！　ったく、いきなり消えやがって、一体どこに行ってやがったんだ！」

「セイさん！　あぁ良かった、ご無事だったんですね！　気付いたらいなくなってて、心配したんですよ！」

　戻もどると同時にボクを迎むかえてくれたのはロキと、自失状態からすっかり立ち直ったブリュンヒルデさまだった。よかった……もしあのままだったらどうしようかと思ったよ。

　ボクは素す早ばやく涙なみだを拭ぬぐって振ふり返かえると、一礼して答えた。

「ごめんロキ。ブリュンヒルデさまも心配をお掛かけしてすみません。ちょっとファルシュと決着をつけに行ってました」

「け、決着って……それでご無事に帰って来られたという事は、ひょっとしてあのファルシュを倒たおせたという事ですか？」

「えぇ、一応。かなり危なかったですけどね……」

　ボクの答えを聞いた瞬しゆん間かん、ブリュンヒルデさまとロキは安あん堵どの息を漏もらす。それと同時に、ボクの勝利を目め一いつ杯ぱいに祝福してくれた。

「で？　結局あの野や郎ろうは一体何だったんだ？」

「うん……それについてはボクから話すよ。彼かれのことは全部、彼かれ自じ身しんに伝えてもらったから」

　最後の最後、ほんのちょっとだけ和解できた彼かれがボクに託たくした記き憶おく。ボクは自分の気持ちを整理する意味も込こめて、全すべてをロキたちに話すことにした。

「ファルシュは、ある意味ではボクよりも優すぐれた指輪だった。だけど〝グルヴェイグ〟の力が発揮されなかったばっかりに、アンドヴァリから贋がん作さくとして扱あつかわれた。彼かれは……それがずっと不満だった。だからこそ、いつかボクを打ち負かせる日が来ることを望んでたんだ」

　そして……その望みが叶かなう瞬しゆん間かんが、今日いよいよやって来たってわけだ。

「俺おれがお前の正体を暴いちまったから出てきた……ってわけじゃ、ねーよな……？」

「ううん、それは違ちがう。ファルシュが姿を現したのは、ここが彼かれにとって有利になる場所だったからだよ。かと言って、たとえボクらがこの洞どう窟くつに来ることがなかったとしても彼かれはいずれボクの前に現れたはず。そもそも最初に会ったのは、『グニタヘイズ』だったしね」

　あの時、ボクはボクそっくりの影かげを見た。目の錯さつ覚かくだと思ってたけど、ファルシュは実際あそこに来ていたんだ。その後瘴しよう気きに姿を変えて襲おそい掛かかってきたのは、ほんの挨あい拶さつ代わりのつもりだったんだろう。

「ファルシュはアンドヴァリによって、ボクと会うのを禁じられていた。でも……ボクがアンドヴァリにとって最も都合のいいポジションにまで上のぼり詰つめたことで、それが解禁されたんだ」

「都合のいいポジション……ですか？　それは一体……？」

「オーディンさまの喉のど元もとですよ、ブリュンヒルデさま。ボクは『ヴァルハラの晩ご飯』としての価値を証明して、神さまたちから充じゆう分ぶんな信しん頼らいを勝ち取った。どうにかしてそのことを知ったアンドヴァリは、計画を第二フェーズに移行させたんです。それが、ボクとファルシュをぶつけること」

「んん……？　分かんねぇな。お前とファルシュが戦うことに、一体何の意味があるんだ？」

　それは当然の疑問だった。でも、その疑問に答えるのはちょっと難しいんだよね。

　ここは面めん倒どうでも、一つずつ順序立てて話していく方がいいかもしれない。

「そもそもの話なんだけど……イノシシに作つくり替かえられた時、ボクは全く記き憶おくがない状態だった。自分の過去も分からなければ、使命も分からない。アンドヴァリがどうしてそんなことをしたかって言うと、『敵を欺あざむくためには味方から』としか言いようがないかな」

　何しろ、アンドヴァリは恐おそろしく慎しん重ちようなドヴェルグだ。計画を誰だれにも悟さとらせないためにボクから記き憶おくを奪うばったわけだけど、それは賢かしこい判断だったと思うよ。もしボクが最初から自分の使命を知っていたとしたら、『ヴァルハラ』には行ってなかっただろうし。

「あの、イノシシに作つくり替かえられたって簡単に言いますけど、それは〝命の製造〟にあたりますよね？　だとすると神族の認にん可かが必要になるはずです。でも私わたし達たちはロキ様に紹しよう介かいされるまで、セイさんの存在を把は握あくしていませんでしたけど……」

「オイオイ、真面目まじめちゃんもそこまで行くと仇あだでしかねーぜブリュンヒルデ。殺したいほど神を憎にくむアンドヴァリが、律りち儀ぎに神の認にん可かを取るとでも？」

　うん……悲しいことだけど、それはロキの言う通りだよ。世界のルールは完全無欠なわけじゃない。どんな悪事にも、どこかに抜ぬけ道みちがあるってことなんだ。

「殺したいほどの、憎にくしみ……。あれ、ちょっと待って下さい。セイさんが今のご両親に拾われたのって、確か魔法の鍋エルドフリームニルと一いつ緒しよでしたよね？　つまり魔法の鍋エルドフリームニルの製作者も、アンドヴァリ」

「はい、その通りです」

「……指輪だったセイさんを何度でも生き返れるイノシシに作つくり替かえ、魔法の鍋エルドフリームニルとセットにして『アースガルド』へ送り付けるその手口──。もしもアンドヴァリが、〝エインヘリヤルが食しよく糧りよう難なんに陥おちいる未来〟を早い段階で予期していたのだとしたら……オーディン様は必ずセイさんに目を付けると予測できる。つまりアンドヴァリの狙ねらいは……セイさんをオーディン様に所有させる事……!?」

　呟つぶやきの中で自ら最悪の解答を導き出し、肩かたを抱だいて震ふるえだすブリュンヒルデさま。

　そして残念ながら、それこそがボクに与あたえられた使命でもある。食材イノシシとして送おくり込こまれたのは、それがその時最も自然に近付ける方法だったからに過ぎない。

　ボクという存在は初めから……主神オーディンを呪のろい殺すために『アースガルド』へ送おくり込こまれた、不ふ滅めつの殺さつ神じん兵器だったんだ。

「ボクはアンドヴァリの目もく論ろ見み通り、食材としてオーディンさまに所有されてしまった。明確な宣言はされてないけど、一度決めた解かい雇こを取とり止やめたりとか、他種族に食べさせないよう独どく占せんする行こう為いは、充じゆう分ぶんに所有の根こん拠きよになる。でも、呪のろいを発動させるにはそれだけじゃダメなんだ。だからこそ、ファルシュが必要になったのさ」

　やっと話が戻もどってきたな、と肩かたを竦すくめるロキ。ホントにね……ボクも話はなし疲つかれてきたよ。

　でも、もう少しだ。それでボクの全すべてが、二人に伝えられる。

「ボクが呪のろいに無自覚なままだと、呪のろいは安定して発動しない。だからファルシュが、呪のろいを発動させるスイッチにされたんだ」

「スイッチ、だと……？」

「そうさ。アンドヴァラナウトであるボクには強い〝調和〟の力がある。そしてそれは、ファルシュにも。自分の呪のろいを自覚しているファルシュとボクとが調和し合い、強く結び付くことで、ボクはアンドヴァラナウトだった頃ころの記き憶おくを思い出した。でも……それは思い出しちゃいけない記き憶おくだったんだ」

　言って、ボクは自分の右手に意識を傾かたむける。するとそこには、禍まが々まがしい黒い澱おりが渦うず巻まいた。

「それが……セイさんの呪のろい、なんですか……？」

　ゴクリと息を吞のみ、眉まゆを顰ひそめるブリュンヒルデさま。怖こわがるのは無理もない。ボクが〝所有された〟と思えるヒトがこれに触ふれれば、これは即そく座ざにその命を奪うばうものだから。

「力に目覚めたボクにファルシュが勝てないことを、アンドヴァリは初めから分かってた。だからファルシュにボクと会うことを許可したんだ。そしてこの通り……ボクは呪のろいの使い方を学ばされてしまった。こうして一度オンになったスイッチは、もう元には戻もどらない」

　ちょっと前の、無自覚だった頃ころの自分とは違ちがう。少しでも気を緩ゆるめようものなら、溢あふれ出でたこの呪のろいはいとも簡単に誰だれかを殺すだろう。

　だから……。

「ブリュンヒルデさま……ロキ……。ボクはもう……『ヴァルハラ』には帰らない」

「なっ!?」

「ほ、本気ですかっ、セイさん……！」

　そんな顔しないでよ、ロキ。ブリュンヒルデさまも。これは仕方がないことなんだ。

　ボク自身がきちんと呪のろいを制せい御ぎよできているつもりでも、指輪の呪のろいは周囲の者の殺意と所有欲を無条件に駆かり立たてる。現に最初の犠ぎ牲せい者しやフレイズマルは、呪のろいの力で殺意を駆かり立たてられた息子むすこたちに殺された。

　ボクが『ヴァルハラ』にいることで、今にも隣りん人じんが殺さつ人じん鬼きと化してしまう不安……そんなものに、ボクは絶対に耐たえられない。もしも……もしもブリュンヒルデさまがボクのせいで殺意に取とり込こまれてしまったら……その手で誰だれかを傷付けさせてしまったら……そう思うと……。

「おい。甘あまえた事抜ぬかしてんじゃねぇぞ、セイ」

　その時──弱気になったボクの目の前で、ロキが吠ほえた。

「確かにお前の正体はアンドヴァラナウトかもしれねぇ。だがよ……今は違ちがうだろ！　今のお前はセーフリームニルで、俺おれのダチだ!!　このロキが認めた相棒が……そんな情けねぇ事ほざいてんじゃねーよっ!!」

「ロ……ロキ……」

「私だって許しませんよ、セイさん!!　あなたは意志を持たなかった指輪の時とはもう違ちがう！　イノシシのセイさんなんです!!　今のあなたには強い意志がある！　自分の意志で呪のろいを制せい御ぎよできるんです！　あなたは呪のろいなんかに負けないって……私は信じていますっ!!」

「ブリュンヒルデ、さま……」

　ボクだって、そう思いたい。二人の言葉を信じたい。

　でも、それはただの希望的観測だ。何かあってからじゃ遅おそすぎる。何よりボクは……自分の呪のろいを制せい御ぎよできる自信がないんだよ……。

「……セイさん」

　その時、ブリュンヒルデさまが強く真まっ直すぐな瞳ひとみでボクを見る。

「もう一つだけ私に教えて下さい。あなたはどうして、そんなに事細かにアンドヴァリの計画を知る事ができたんですか？」

「それは……ファルシュが自分の記き憶おくを託たくしてくれたからです。〝調和〟の力を使って」

「つまりファルシュは、生みの親であるアンドヴァリに反逆したという事ですね？」

「……そうなる、と思いますけど……」

「誰が、そうさせたんですか？」

「！」

　そうさせたのは…………ボクだ。そしてそうなることは、アンドヴァリの計画には含ふくまれていないはず。

　ブリュンヒルデさまはおもむろにボクの手を取る。ついさっきまで呪のろいで覆おおわれていたボクの手を、少しも臆おくすることなく。

「ここまでは確かに、アンドヴァリの筋書き通りに進んでしまっているのかもしれません。ですがあなたは既すでに、彼かれの筋書きを壊こわしているんです！　どうか自信を持って下さい！　自分で自分を信じてあげて下さい！　あなたはもう……みんなが信じるあなたです!!」

　ボクは……一体何を弱気になっていたんだろう。ボクの正体が分かったからって、ボクはボクだ。変わってしまったところなんて、何一つないっていうのにさ。

「……分かりました、ブリュンヒルデさま。ロキも活かつを入れてくれてありがとう。ボクは負けない、諦あきらめない。これからだってまだまだ頑がん張ばっていくよ──戦死者の館、『ヴァルハラ』で！」

　そうさ、ボクは変わらない。誰だれの心も変えさせない。アンドヴァリの目もく論ろ見みになんて、絶対に乗ってやるもんか。

　ねぇファルシュ。悪いけど、ボクはキミが勧すすめてくれた道は選ばないよ。

　だって、ボクはもうアンドヴァラナウトなんかじゃない。贋がん作さくだったキミとも違ちがう。

　今のボクは、正しよう真しん正しよう銘めい『ヴァルハラの晩ご飯』。

　誰だれもが認める……煤すすけイノシシ・セーフリームニルなんだから──。
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「おーいっ、誰だれかマッシュポテト早く並べちゃってくれ！　調理台が埋うまっちゃうよ！　ってこらそこ！　サラダの盛り付けなんてそんな気にしなくていいんだよ、どうせ誰だれも食べやしないんだから！　あ、セイ君悪い！　それ片付けたら出来上がってるスープの鍋なべを台車に移していってくれるかい？　ドンドン出来るから！」

「はいっ、了りよう解かいです料理長！」

　──ディナー前の『ヴァルハラキッチン』。

　滝たきの洞どう窟くつから帰き還かんするなり、ボクはブリュンヒルデさまの心配を押おし切きって厨ちゆう房ぼうに入った。

　ブリュンヒルデさまが懸け念ねんなさる通り、確かに疲つかれはある。何しろあのファルシュとの戦いの後だしね。

　だけど……ボクは一刻も早く証明したかったんだ。ボクが何者だったとしても、普ふ段だん通りの日常を変わらず過ごしていけるってことを。

「あの、料理長」

「ん？　何だいセイ君。火傷やけどでもしたかい？」

「いえ、そうじゃなくて……今いま更さらなんですけど、ボクと料理長ってすっごい名前似てるなぁって思って」

「ハハハッ、まぁ確かにね。アンドフリームニルに、セーフリームニルだもんなぁ。僕ぼくたちゃ不死身のフリームニルコンビ！　なんてね」

「えーっと、そっちも似てますけど、前半の部分も似ててですね」

「前半？　似てないじゃないか、アンドにセーだろ？」

　いえ、実は全く同じでして……って、こんなのわざわざ言わなくてもいいか。そのせいでボクに運命を感じられちゃっても嫌いやだし。

　さぁて、気合いの入れ直しだ。与あたえられた仕事はキッチリこなす、それがボクさ。与あたえられた以上の仕事もバッチリこなせるボクになれるよう、張り切っていくぞ～！

「あ、セイ君、そろそろ日にち没ぼつの時間だからメーンディッシュ頼たのむよ」

「……はい、了りよう解かいです……」

　うん、まぁね、いいんです。それがボクのお仕事ですから。

　よ～し、張り切って逝いくぞ～。

　……………………。

　…………。







　……それから数分後。鍋なべに飛とび込こんだボクは無事に生き返り、変わらない日常を確かく認にん。ボクは弟子でしのイクスと違ちがってドＭってわけじゃないから、この辺りの苦しみだけはもうちょっといい方向に変えていきたいところだなぁ。

「食材お疲つかれ様さまでした、セイさん。今日も美味おいしそうなメーンディッシュですよ！」

「あ、ブリュンヒルデさま！　と……みなさんもお揃そろいでどうもです！」

　隅すみっこに寄ってグデッと伸のびていたボクを見つけ、ブリュンヒルデさまがやって来る。その後ろには他の妹たちも一いつ緒しよだ。

「あっ、セイくん大だい丈じよう夫ぶだよ、そのままの格好で。生き返りは疲つかれるんだもんね」

　無理に起き上がろうとしたボクの頭を優やさしく撫なで、だらしない姿勢でいることを許してくれるヴァイセ。あぁ、なんとお優やさしい天使か。でもそういう気き遣づかいを真っ先にしてしまうと──。

「ワ、ワタクシの一いち番ばん槍やりがまたしてもっ！　セイ、何か他にありませんの!?　ワタクシが一番にして差し上げられる事は!?　アナタの初めてになれる事はっ!?」

　ボクの初めてになりたい、だと……？　ゲルヒさま、何だか興奮して凄すごい発言しちゃってますけどいいんでしょうか？

　まぁ、ご本人は気付いていないご様子だし、彼かの女じよの名めい誉よのためにもここはスルーで。

「全く、相変わらず落ち着きのない姉さんね……。セイ、休きゆう憩けいするんならこんなところにいないで配はい膳ぜん室しつに行きなさいよ」

「あ、すみませんジークルーネさま、ここじゃみなさんの邪じや魔まですよね」

「べ、別に邪じや魔まだなんて言ってないし！　ここだと誰だれかに踏ふまれちゃうかもしれないでしょ？　あたしは心配して……るワケじゃなくてっ！　踏ふんだら踏ふんだほうだって転ぶかもしれないじゃない！　だからっ、その……」

　あ～、何だろう、このえも言われぬ日常感。ホッとします……。

　と、気が安らいでいるところに、シュヴェルトライテさまが不ふ穏おんなことを提案してきた。

「セイ殿どの。前々から思っていたのですが……逆にイクス殿どのに弟子でし入いりしてみるのはどうでしょうか？」

「え？　ど、どうしてですか？」

「私には、彼かの女じよは死というものを……いえ、痛みを全く恐おそれていないように感じるのです」

「まぁそうでしょうね」

　だってドＭだもん。むしろ喜んでるくらいだよ。……ん？　てことは、まさか……シュヴェルトライテさまはボクにＭに目覚めろと仰おつしやっているのか！

「どうでしょう、彼かの女じよの奥おう義ぎを体得してみては？」

「い、いやぁ……シュヴェルトライテさまが先に体得して、それからだったら考えます」

「ふむ。勇ゆう猛もうさを高められるとあらば、異存なし。ではまず私が体得した後、私からセイ殿どのにご教授いたしましょう」

　あぁ、ボクひょっとしてとんでもない提案をしちゃったのかな？　シュヴェルトライテさまの世界が変に広がらないことをお祈いのりいたします。

「そうそうボクちゃん、前に断念したブラの話なんだけどぉ」

「あ！　いや、ヴァルトラウテさま！　その話はここではちょっと！　他のスタッフたちの耳がありますので……」

「あら、そう？　じゃあ先に、パンツにならなってもらえないかって方の話を～」

「もっとマズイ話題振ふらないで下さい!!」

　ほらぁ、厨ちゆう房ぼうから殺気が飛んできてるじゃないか！　これだと明日は拷ごう問もんされてから調理されることになるよ、絶対。

「やれやれ、セイも大変じゃなぁ。なんせこの後わしのキャミソールにもなってもらうんじゃから。のぅ？　セイや」

　ってヘルムヴィーゲさま、そこで予定にないことを言わないでくれます!?　何なんですか、前にお願いを断ったことの復ふく讐しゆうですか!?

「はぁ……何だかワタシの知らないうちに、みんなセイ君とドンドン仲良しになってるんですねぇ……羨うらやましいです」

「え？　そんな、羨うらやましがることなんかないですよグリムゲルデさま。ボクもあなたともっと親しくなりたいと思ってますよ。これからぜひぜひ話はなし掛かけてきて下さい」

「ででっ、でもっ、自分から話はなし掛かけるのは苦手で……」

「だったらボクから話はなし掛かけますね」

「きゅ、急に話はなし掛かけられるとビックリするので、それもちょっと……」

　この人ボクと仲良くする気ないよね？　絶対。

「全く、セイ氏は女心を何も分かっていないのですし。いい男なら言葉を使わず、背中で語り掛かけるものなのですし」

　なるほど、さすがはオルトリンデさま、いいこと言いますね。じゃあ早さつ速そく試ためしてみよう。

「セイ氏……人と話す時は目を見て話せと教わらなかったのですし？」

「理り不ふ尽じんすぎるっ！　どうせ目を見たら見たで、『猫ねこの世界では目を合わせるのはケンカの合図ですし』とか言うんでしょう!?」

「む、行動を読まれた……屈くつ辱じよくですし」

　読めちゃったかぁ……。ボクも成長したもんだ。いや、それだけみんなと親しくなれたってことなのかもしれないね。もしそうなら最高なんだけど。

　──そんなこんなで、ヴァルキューレ姉し妹まいはこれから始まる酌しやくのため、隣となりの配はい膳ぜん室しつに移動していく。最後に一人残ったブリュンヒルデさまはボクを見下ろし、柔やわらかく微笑ほほえんで言った。

「やっぱり、みんないつも通りの様子でした。この分でしたら呪のろいの影えい響きようは全然問題なさそうですね、セイさん」

「そうですね。まぁ、いつも通りがキツいお方も割といらっしゃるんですけど」

「ふふっ、それだけセイさんが、みんなにとって気の置けない存在になったという事ですよ」

　上品な笑い声の中に、嬉うれしい言葉。ブリュンヒルデさまにそんな風に言ってもらえると、こんなボクにも自信が湧わいてきます。

　そうして少しの間笑い合ったあとで、ブリュンヒルデさまはキッと真しん剣けんな表情を作る。

「……セイさん。あなたの正体については、まだみんなには内ない緒しよでいようと思っています。この事を知っているのは、私とロキ様だけ。私はこれから任務の合間を見て、ロキ様と一いつ緒しよにアンドヴァリの動向を探さぐってみるつもりです」

「そう、ですね。それがいいと思います。アンドヴァリはオーディンさまを憎にくんでいる。ボクが思い通りに動かないと知れば何を仕し掛かけてくるか分かりません。彼かれをいつまでも野放しにしておくわけには、いかないでしょう」

　ボクの言うことにブリュンヒルデさまは深く頷うなずき、同意を示す。

　そしてもう一度だけ優やさしく微笑ほほえんでから一礼し、彼かの女じよは他の姉し妹まいの後を追っていった。







　みんながいなくなった後──ボクは一人、『ヴァルハラキッチン』の外にいた。

「ッ……はぁっ、はぁっ…………くそっ！　何で……！」

　何でこんなに、胸が苦しいんだ。まるで長い間息を止めていたみたいに、ボクの体にドッと疲つかれが押おし寄よせてくる。

「呪のろいが……黒い澱おりが……消えない……」

　必死に日常を演じようとするボクの目にだけ、それは映っていた。

　ボクが平へい穏おんを望むほどに、ボクの支配から逃のがれて体の外へと伸のびていこうとする死の呪のろい。それを許してしまえば、その澱おりはきっとみんなによくない影えい響きようを及およぼすだろう。

「勝手な真似まねをするなよ……！　ボクは日常の中に……みんなの中に、いたいんだ……っ!!」

　思った以上に──これは無む謀ぼうなことなのかもしれない。

　どうすれば……どうすればボクは、みんなと幸せになれる？

「決まってる──制せい御ぎよするしかない。もしできなければ……」

　ふと、弱気な考えが脳のう裏りにチラつく。おいおい、頑がん張ばるって決めてからまだ一晩も経たってないじゃないか。弱気になるには早すぎるよ。

「だけど……だけどもし。どうしても無理だと感じた、その時は……」

　──『他の誰だれかと交わらない限り、オマエの呪のろいは無力だ。孤こ独どくでいれば自分以外の誰だれも傷付かない』──。

　もしその時が来たなら……参考にさせてもらうよ、ファルシュ。

　キミがアドバイスしてくれた、その言葉を。








～　Fin　～












　　　あとがき




　皆みな様さま初めましてorお久ひさし振ぶりです。三み鏡かがみ一かず敏としです。

　この度たびは拙せつ作さくを手に取って頂き、ありがとうございます。こうしてあとがきを書かせて頂くのも、これで四度目。奇き跡せきも、魔ま法ほうも、あるんだよ（魔ま法ほう少女並感）。

　さて、もう恒こう例れいという事にして早さつ速そく参りましょう、作者の近きん況きよう報告的呟つぶやきです。

　実はどこかで絶対に書いておきたいと思って、メモまでしていた案件が一つ御ご座ざいます。

　二巻のあとがきで、「一巻発売翌日に書店巡めぐりをした際、目の前でどなたかがご購こう入にゆうする事態には遭そう遇ぐうできなかった」と書きました。二巻の時は事情により書店巡めぐりはできなかったのですが、三巻発売日に書店巡めぐりをしたら……なんと遭そう遇ぐうしたのです。奇き跡せきも、魔ま法ほうも（以下略）。

　結局その場は黙だまって見送ったのですが、声を掛かけてみるべきだったのか否いなか……何にせよ、嬉うれしい限りです。もし次があれば必ず声を、いやどうなんだろう、ご迷めい惑わくですかね……？

　そんな作者のシリーズ第四巻、いかがでしたでしょうか？

　サブタイトルにもある通り、いよいよ主人公・セイを包つつみ込こんでいた謎なぞが明かされた今巻。初の間かん章しようを入れたりして、情報量が多いながらも丁てい寧ねいな構成ができたかなと思っております。

　実を申しますと、セイの正体については賞に応おう募ぼした当初から温めていた設定です。いつかこの種明かしをするために、一巻から色々な推理要素や伏ふく線せんを張はり巡めぐらせて参りました。ここで改めて一巻から読み返してみると、また違ちがった感じ方を楽しんで頂けるかもしれません。

　因ちなみにセイの正体である〝アレ〟ですが……本家北ほく欧おう神しん話わにもきちんと存在しております。セイ同様、物語の都合により作者が勝手に用意した存在、という訳では決して御ご座ざいません。

　ただし〝アレ〟がセイであるという解かい釈しやくは、恐おそらくかつてないモノになっているはず。こんな風に様々な解かい釈しやくが楽しめるのもまた、北ほく欧おう神しん話わの面おも白しろさなのではないでしょうか。

　というところで、以降は謝辞をば。

　担当編集者の平ひら井いさん。今回はお時間合わず中々顔を合わせられませんでしたが、サインを褒ほめて頂けて嬉うれしゅう御ご座ざいました。同じく土つち屋やさん。今回もお電話等で沢たく山さんのアドバイスを頂き、ありがとうございました。特におブラの話が楽しく書けて私は大満足……おっと失礼。

　そしてイラストのファルまろ様。この度たびも面めん向こう不ふ背はいの素す晴ばらしいイラストをありがとうございます。もういくらでも賛美したい思いなのですが、愚ぐ筆ひつなどではとても伝えきれません。

　その他、校こう閲えつの水みず沢さわさんを始め、拙せつ作さくの出版に携たずさわられました全すべての皆みな様さまに心よりの感謝を。変わらず応おう援えんしてくれる家族・友人にも、これまで以上に大感謝。コピペですが、本当です。

　最後に、拙せつ作さくを手にして下さった読者の皆みな様さまに限り無い感謝を。ありがとうございました！





三み鏡かがみ一かず敏とし
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三み鏡かがみ一かず敏とし

今巻の発売月は２月です。そして本シリーズの１巻が発売されたのも２月。そう、丁度１年前の出来事なのです。思い返せば長いようで短いような、ある意味激動の１年間でした。……と、去年どころか毎年同じ事を思っている気が……。人生とは、斯くも奇なり。
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イラスト／ファルまろ

はじめまして、もしくはいつもお世話になっております。

ファルまろでございます。１９８８年生まれ、

豆腐の美味しい所に住んでおります。

年末年始はブラジャーとにらめっこしておりました。

もちろん作画のためでございます。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「三鏡一敏先生」係

「ファルまろ先生」係
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『間章一 ～イノシシと始まりの前菜オードブル～』／「電撃文庫MAGAZINE Vol.48」付録「〝まるごと１冊〟第22回電撃小説大賞受賞作」（2016年3月号）




文庫収録にあたり、加筆・訂正しています。




『プロローグ』以降は書き下ろしです。
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ヴァルハラの晩ばんご飯はんⅣ




～イノシシとイノシシモドキの包み焼きパピヨット～
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